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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ピッ、ピッと機械音が規則正しく鳴っている。

　病院でよく使われる心電図モニタの発する音だ。だが、そこは一般的な病院とは違って、太陽光の一切入らない薄暗い空間だった。身体からだに纏まとわりつくような重たい湿気が沈殿している。

　空間の中央にはカプセル型の大きな水槽があり、中には鎖に繫つながれた人物が浮いていた。灰色の髪に、冷たく整った顔立ちの青年。半月ほど前にイエッセル大虐殺を企んだヴィルヘルム＝ルートヴィヒである。今、彼は静かに目ま蓋ぶたを閉じていた。

　そこに、カツン、と硬質な音が反響する。

　水槽の前に一人の男が立っていた。上質なスーツを纏まとい、ステッキを手にした壮年の男だ。先ほどの音は彼がステッキを床に打ちつけたものだった。

「これの調整はどうなっている？」

　男の視線は猛禽のように鋭く、水槽に据えられていた。

　ダボダボの白衣を着た少女が眼鏡をくい、と持ち上げ、水槽の管理画面を確認する。

「現在、培養液の水銀含有率は〇・二パーセントです。二十四時間以内の心拍も五十から七十の間で安定しています。大脳皮質への投薬は開始しても問題ないでしょう。シャチョーの許可があれば、いつでも第三フェーズに移行しますよ」

　どうしますか、と言うように小柄な少女は男を振り仰いだ。シャチョーと呼ばれた男は不遜な態度で鼻を鳴らす。

「こうして見ると、吸血鬼もただの死体だな」

「元々、ミナヅキくんの攻撃で彼の心臓は大きく傷付けられていましたからね。これでもよく回復したほうです。共和国軍の目を盗んで彼を生きたまま回収できたのは、ラッキーでした」

「あの不適合がムツキや吸血鬼王族を下すまでになるとはな。予想外だったが、収穫だ」

「シャチョーの計画では、共和国軍がすべて鎮圧するはずでしたもんね。でも、そのせいでミナヅキくんに人工頭脳の中身を見られちゃいましたよ。それって、マズいですよね？　やっぱりミナヅキくんは壊しましょう！　それがいいです。シャチョーの邪魔になるものはすべて排除しないといけません。修復不可能なくらいバラして……」

「そんなことはどうでもいい」

　熱心に提案する少女を男は無下に遮った。

「人工頭脳の正体を彼らに知られたところで私の計画に支障はない。それより……」

　その瞬間、水槽にいる青年の目がカッと開く。

「キ、サマァ、よくも騙だましたな……！　これを使えばイエッセル条約を破棄できると、ムツキを献上してきたくせに、失敗作にも劣る壊れかけだったじゃないか！」

　見開いた彼の双そう眸ぼうは禍まが々まがしい鮮血の色をしていた。ゴポゴポと口から培養液を吐き、怨えん嗟さに顔を歪ゆがめ、ヴィルヘルムは水槽の外にいる男へ喚わめく。

「キサマがロクな《白びやく檀だん式しき》を渡さなかったせいで、僕の目もく論ろ見みは台無しだ！　この無能な家畜どもめ！　治療が終わったなら、早くここから出せ。いつまで僕をこんな場所に閉じ込めておくつもりだ!?　僕は高貴なるヴァンパイア王ぞ……！」

「喧やかましいな。黙らせろ」

「はい、シャチョー」

　その言葉の直後、青年の頭と胴がスパン、と分かたれた。

　いくら吸血鬼でも頭が胴体から離れてしまえば話す術はない。物言えなくなった灰色の頭が培養液に揺蕩たゆたう。開かれたままの赤い瞳が光を失い、虚うつろになっていった。

　心電図モニタはまったく同じ調子でピッ、ピッと鳴っている。

「どっちが家畜だか。……第三フェーズに移行しろ。これでも貴重な王族だ。処分品ジャンクにはするなよ」

「はい、シャチョー」

　男の指示を受けて、少女は青年の頭を網で掬すくい、別の培養槽へ投入した。気味の悪い作業だが、少女は嫌がる素振りもなかった。幼い顔には微笑すら浮かんでいる。

「計画通りだ。これが起こしたテロ騒動のおかげで、平和ボケしたヘルヴァイツ国民もようやく吸血鬼を危険視し始めた」

「連日、メディアは国内各地で起こっている吸血鬼排斥運動の話題で持ち切りですもんね。吸血鬼住民追放要求デモに、吸血鬼が経営する商店での不買運動。学校では吸血鬼生徒に対するイジメですか。さすがシャチョー。集団心理を熟知した上での完璧な作戦ですね！」

「ヘルヴァイツはあるべき姿へ戻ろうとしているのだ。すなわち、吸血鬼のいない真しんに平和な国へと」

　男は室内を見渡した。壁かべ際ぎわには棺かん桶おけのごとく水槽がいくつも並んでいる。どれも頭のない身体からだが入り、バイタルチェックがなされていた。

「世界平和のため、吸血鬼という害獣は滅ぼさねばならない。それには最強のオートマタ部隊が必要だ」

「そのためにシャチョーはずっと研究を重ねてきましたもんね。シャチョーの作ったオートマタは文句なしに世界最強です。吸血鬼なんてすぐに鏖みなごろしですね！」

「……違う。まだ最強には及ばない」

　男の低い声に少女は口を噤んだ。

「《白びやく檀だん式しき》のように学習し、自律するオートマタでなければ、吸血鬼を絶滅させることは不可能だ。それは歴史が証明している。《白びやく檀だん式しき》以外の戦闘用オートマタは先の戦争で戦果を上げられなかった」

　少女は気遣うように男を見上げている。

　けれど、彼の目が少女を映すことはなかった。はるか遠くを見つめたまま、男は呪じゆ詛そのように呟つぶやく。

「……わからない。何が足りないのだ。《白びやく檀だん式しき》と同じ部品パーツを使っているにもかかわらず、私のオートマタは《白びやく檀だん式しき》のように動かない。ハルミはどうやってあれを作り上げたのか」

「シャチョー……」

　険しい顔つきの男へ、少女は躊躇いがちに手を伸ばす。彼が不意に部屋の出口へ向かったことで、その手は空を切った。

　少女の失意の表情にも気付かず、男は独りごちる。

「まあ、いい。カノン＝ビャクダンを手に入れればわかることだ」
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　開けた空間には二人の少女が対たい峙じしていた。

　多くのギャラリーが彼女たちを見つめている。この一騎討ちに介入できない外野は、決着がつくまで成り行きを見守るしかないのだ。

　辺りの空気は殺伐としていて、時折、肌を刺すように冷たい隙間風が吹き抜けていく。

　二人のうち、銀髪の少女がひそひそと言った。

「もう諦めて、リタさん。わたしはこれ以上、戦うつもりはない」

　彼女の名はカノン＝ザンデルホルツという。

　訳あって周囲に身分を隠しているが、ヘルヴァイツ大公の孫娘で元公女プリンセスである。

　丁寧に梳とかされた白銀の長い髪に、引き込まれそうな深い藍色の瞳。清楚な佇まいで、一輪の可憐な白い花を思わせる。身体からだは小柄で、全体的にフラットな体形だ。

　カノンの言葉を受けて、相手の少女、リタ＝ローゼンベルクは妖艶な美貌を歪ゆがめた。口元から鋭利な八重歯が覗のぞく。

「諦めろですって？　わたくしをヴァンパイア王族と知って言っているのかしら」

　波打つ紅髪を肩から払ったリタは強気な瞳を向けた。その双そう眸ぼうも髪と同じ、燃えるような紅色に彩いろどられている。

　生物の血液を摂取して魔術を使う長命の亜人種──吸血鬼ヴァンパイア。その頂点に君臨する吸血鬼王の一人、ローゼンベルク王の娘がリタだった。実際、吸血鬼王族の彼女は、普通の吸血鬼とは桁違いの強大な魔術を扱う。

　人間のカノンＶＳ吸血鬼のリタ。

　身体能力の差から戦いは体をなさず、後者に軍配が上がるはずである。

　だが、リタは白銀の少女を下すことができず、焦じれていた。足をしきりに打ちつけ、リタはカノンに不服そうな眼まな差ざしを向ける。

「大体、これはカノンが負ければ済む話でしょ」

「そうしたいんだけど、リタさん、気付いているよね。今、この勝負には彼が干渉している」

　リタの目がすっと細まった。

「彼はわたしが負けるのを許さない。この場を収めるにはリタさんに負けてもらうしか……」

「何よ、それ」

　腕を組んだリタは胸を張った。その拍子にボリュームのある双丘がたゆんと揺れる。

「わざと負けるなんて嫌よ。カノンこそ彼をどうにかしなさいよ」

「それができないから困ってるの。お願いだから、負けて」

「なら、わたくしが彼を破ればいいのね。ヴァンパイア王族の力を見せてあげるわ！」

　リタが手を掲げ、紅あかい瞳が異様な輝きを帯びる。

　カノンが両手を大きく振って「ダメダメっ！」と声を上げるが、吸血鬼王女は止まらない。

　闘志を漲みなぎらせたリタは力強く踏み込む。

「食らいなさい、〈風葬の避球トルナルド・クーゲル〉ッ───!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に腕を振りかぶったリタが、逃げるカノン目掛けて攻撃──ドッジボール用のボールを放つ。

　刹那、それはパアァァンと弾はじけた。

　空気の抜けたボールがぽとり、とカノンの足元に落ちる。

　体育館の天井裏では、水ミ無ナ月ヅキが達成感に満ちた表情で四連装拳銃を自身の手に格納していた。

　カノンについて回り、彼女を害する恐れのあるすべてのものを排除する。それが水ミ無ナ月ヅキの最近の日課だった。

　何が起きているのかわからないギャラリーはざわめき、内野にいるカノンは沈痛な表情で肩を落としている。

「だから、諦めてって言ったのに」

「くうぅぅぅ、ミナヅキイイイィィィ────!!」

　リタの悔しげな叫びに、五時限目の授業終了を告げる鐘の音が重なった。
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　アルプスの山々に囲まれたヨーロッパの小国、ヘルヴァイツ共和国。

　そこでは、機械人形や絡から繰くり人形とも言われるオートマタ産業が非常に発達し、人々の生活にはオートマタが欠かせないものとなっている。

　そして同時に、人間と吸血鬼が平等に暮らす世界で唯一の国家でもある。七年前、ヘルヴァイツ大公と吸血鬼王ローゼンベルクが結んだイエッセル条約によって、ヘルヴァイツ共和国には平和が訪れた。

　首都イエッセルにある名門高校、国立ハイデン高等学院。

　そこに通う一年生のカノン、リタ、水ミ無ナ月ヅキは今日も「平和」な日常を送っていた。
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「ありえないわ！　だって、体育の授業よ？　なんでミナヅキが干渉してくるのよ！」

　更衣室に入るなり、リタは憤然と言った。

　体育の授業は男女別だが、人間と吸血鬼は同じカリキュラムで行われる。

　吸血鬼の生徒数が圧倒的に少ないため、そうせざるを得ないのだ。性別だけでなく種族でも分ければ、吸血鬼側はほとんどの球技ができなくなる。そこで、どちらのチームにも同人数の吸血鬼を入れることで調整が図られている。

「あとはカノンに当てるだけだったのに。たかがボールじゃない。どうして撃ち落とす必要があるのよ！」

　リタが乱暴にロッカーを開けると、そこには新聞が置かれていた。見出しは『吸血鬼は国外追放すべし！』。日に日に過激になっていく吸血鬼排斥運動を象徴したような記事だった。

　リタが更衣室を見渡す。犯人がこの中にいるのは明白だ。

　だが、誰もが距離を取って見て見ぬフリをしている。

　カノンが「あ……」と気遣わしげな声を上げる横で、リタは凶暴に笑った。ぐしゃり、と新聞を握り潰す。

「朝刊はもう読んだわよっ」

　リタは丸めた新聞を隅のゴミ箱へ投げつけた。凄すさまじい勢いで飛んだ新聞は、ゴミ箱の蓋を激しく打った末に中へ収まる。派手な音が鳴り、こっそりと様子を窺うかがっていた女子たちがビクッとした。

　落ち込んだ素振りもないリタに、カノンはほっとする。

「水ミ無ナ月ヅキはどうも、あれでわたしを守っているつもりらしいの。そういうことじゃないって、いつも言っているんだけど……」

　言いながら、カノンもロッカーを開ける。こっちには『虐殺技師』などと書かれた紙が入っていた。

「何かズレてるわよね、ミナヅキって」

　動きを止めたカノンの脇から腕が伸びた。リタだ。カノンを非難する数々の言葉が、紅あかい少女の手で丸められる。

「どうしてああなっちゃうのかしらっ」

　二投目。目にも留とまらぬスピードで空を切った紙かみ屑くずは、再びゴミ箱を壊さんばかりに打ち鳴らす。紙は見事にゴミ箱へと消えていた。

　紅あかい少女が「どうよ」と胸を張る。カノンもつられて少し笑った。

　凹へこむ様子のない二人に、仕込んだ女子たちはきまりが悪いようだった。そそくさと着替えて出て行く。

　カノンはジャージを脱ぎつつ言った。

「たぶん彼なりに考えた結果なんだと思う。水ミ無ナ月ヅキはまだ人間として未熟だから、極端な行動になっちゃうんじゃないかな。わたしに近付くものを全部弾くのが守ることだと勘違いしている。あんな過保護なことはわたしも望んでいないのに……」

　体育の授業を思い返し、カノンは困り顔になる。

　と、リタが横目でじろりと見た。

「あら、それは自慢かしら？」

「自慢？」

「だって、それって結局、ミナヅキがカノンを大事に思っている証拠よね？　空回っているとはいえ、ミナヅキは暗器を使うくらい真剣なわけだし。過保護になるほど、カノンはミナヅキに愛されてるってことでしょ？」

　カノンは大きく目を見開いて硬直した。

　透明感のある白い肌がみるみるうちに赤くなっていく。

「えええ、そ、そうなの!?　そういうこと!?　言われてみれば、そんな風に見えなくもないかも……。水ミ無ナ月ヅキに恋愛映画を観せてきた効果がやっと出てきた!?」

　リンゴみたいに真っ赤になった頰に両手を当てるカノン。

　リタが面白くなさそうに鼻を鳴らした。

「ふん、喜んでいられるのも今のうちよ。ミナヅキもそのうち、わたくしの魅力に気付くわ」

「えーそうだったら嬉うれしいな。水ミ無ナ月ヅキはわたしのこと……はっ、違う違う。わたしはあくまで所有者マスターとして、水ミ無ナ月ヅキに恋愛感情が生まれたことを喜んでいるだけで……」

「そんな取り繕った言い訳いらないわよ！　カノンだってミナヅキが好きなくせに！」

「違うよ。わたしはあくまで所有者マスターとして……」

「わたくしは忘れてないわよ。ミナヅキとカノンがキスしていたこと」

「あれはノーカン！　だって、あのときの水ミ無ナ月ヅキは何もわかってなかったし」

「とにかく！　わたくしはミナヅキとキスしそびれているのよ。カノンに後れを取るなんて不覚だわ。絶対にいつかリードを取り返してみせるから、覚悟しておくことね」

　ぷい、とそっぽを向いてジャージを脱ぐリタ。

　カノンはそろそろと紅あかい少女を窺うかがった。

「えーっと、リタさん。念のために一つ、確認したいんだけど」

「何よ」

「水ミ無ナ月ヅキがオートマタだって、もう知ってるよね？」

　声を潜めてカノンは訊きいた。

　さっきから二人が話題にしている水ミ無ナ月ヅキは、『対吸血鬼戦闘用オートマタ絡から繰くり騎士《白びやく檀だん式しき》第陸号・水ミ無ナ月ヅキ』が正式名称である。人とまったく見分けがつかず、人間の少年として高校生活を送っているが、彼はれっきとしたオートマタだ。

　更衣室はとっくに二人だけになっていた。

　リタはそれを確認して答える。

「知ってるわ。一緒にミナヅキの記憶領域メモリーを見たじゃない」

「それなら、なんでまだ水ミ無ナ月ヅキを気にかけているの？　水ミ無ナ月ヅキの正体を知ったわけだし、もう水ミ無ナ月ヅキに興味はないんじゃ……？」

　首を捻ひねるカノンに、リタも怪け訝げんな顔になる。

「なんでわたくしが、オートマタだから、なんて理由でミナヅキに興味を失なくすと思ったのかしら。ミナヅキの正体を知って、わたくしはますます彼が欲しくなったわ」

「ええっ!?」

「だって、天才技師ドクター・ビャクダンが作った《白びやく檀だん式しき》よ!?　世界にたった六体しかない最強のオートマタなのよ！　どうしてそんなレアものを諦められるというの。何がなんでもわたくしのものにしたいわ」

　予想外の返答にカノンは着替える手を止めて、ぽかんと口を開けた。

　リタは熱のこもった口調で続ける。

「しかも、ミナヅキにはしっかり自分の感情や意志があるじゃない。ということは、ミナヅキがわたくしを好きになれば、所有者マスターが誰であろうと関係なく、ミナヅキはわたくしのものということよね？」

「え？　ええ!?」

「お父様がミナヅキを修理したとき、どうしてそのまま手元に置かなかったと思ってるの？　所有者認識チップを入れたところで、ミナヅキを自由に扱えるわけではないとわかっているからよ。イエッセル大虐殺を起こそうとしたヴィルヘルムに、ミナヅキが従わなかったのを忘れたわけじゃないでしょう？」

　数週間前、カノンがヴァンパイア革命軍のヴィルヘルム＝ルートヴィヒに囚とらわれた際、水ミ無ナ月ヅキは自分の意志で所有者マスターであるヴィルヘルムの強制命令オーダーに逆らい、首筋にある所有者認識チップを破壊した。

　それは本来ありえないことである。水ミ無ナ月ヅキの製作者である白びやく檀だん春はる海みも、その特異性故に水ミ無ナ月ヅキを「不適合」として戦場へ送らなかった。

　その代わり、水ミ無ナ月ヅキは春はる海みの娘であるカノンに贈られたわけだが。

「確かに水ミ無ナ月ヅキは、オートマタが絶対逆らえないはずの強制命令オーダーを受けつけなかったけど……」

「結局、ミナヅキにとって所有者マスターというのは、チップの問題ではないのよ。ミナヅキの気持ち次第なんだわ。ということだから、わたくしはミナヅキへのアタックはやめないわよ。カノンには負けられないわ」

「えええっ!?　またそうなるの!?」

　カノンが叫んだとき、ガチャ、と更衣室のドアが開いた。

　下着姿の二人が振り向くと、そこには水ミ無ナ月ヅキが。

　あられもない恰かつ好こうの少女たちを前にしても絡から繰くり少年は平静に、

「なんだ。カノンが遅いから、何かあったのかと……」

「「出てってっっっ!!」」







「水ミ無ナ月ヅキ、何度も言っているはず。普通の人間として学校に通っているんだから、おかしな行動はしないで。例えば、天井裏から体育を覗のぞくとか、校内で暗器を使うとか、女子更衣室を開けるとか……！」

　廊下を歩きながら、カノンが水ミ無ナ月ヅキにこんこんと言い聞かせている。隣の水ミ無ナ月ヅキは腑ふに落ちない顔だ。

「問題ない。俺はオートマタとバレないよう細心の注意を払って行動しているぞ。まず、おまえの体育を監視する際は怪しまれないようきちんと身を隠している。もちろん暗器を使用するところも人に見られていない。女子更衣室に至っては、俺の正体に関係なく誰だって開けられるだろう」

「そういう問題じゃない！　……はあ、正体がバレないよう気を遣ってるのはいいんだけど、努力の方向性がことごとく間違ってる」

　カノンは額に手を当てて、ため息をつく。

　一方で、リタは水ミ無ナ月ヅキの腕を親しげに取った。豊かな胸元に少年の腕が埋まる。

「いくら戦いとは無関係な日常生活を送っていても、戦闘用オートマタのミナヅキは違法な存在なのよね……。イエッセル条約で戦闘用オートマタは製造および所持が禁止されているし。正体が世間にバレたら大変だわ」

[image: ]

「特に《白びやく檀だん式しき》は多くの人に恨まれているから、知られたら水ミ無ナ月ヅキはきっと壊されちゃう。所有者マスターのわたしもお母さんが白びやく檀だん春はる海みってバレたら、命に関わるくらい危ない」

「問題ない。そのために俺がいる。おまえの命を狙う輩やからがいたら、密ひそかに俺が始末しよう。……そうか、女子更衣室も隠れて入るべきだったか。次からはそうしよう」

「「絶対にやめて」」

　紅白の少女が揃そろって真剣な瞳を向けてきた。

　三人は教室へ歩いていく。

「ミナヅキの朴念仁は相変わらずなのね。再起動したら何か変わってるかと思ったのに」

　水ミ無ナ月ヅキの腕にくっ付いたリタが残念そうに言う。

　カノンがもう片方の腕を負けじと引っ張りながら、首を振った。

「それはオートマタだから仕方ない」

「でも、ミナヅキには生身の脳が入っているじゃない。オートマタだから、という言い訳は通用しないんじゃなくて？」

　カノンも水ミ無ナ月ヅキも動きを止めていた。

　休み時間の廊下を喧けん騒そうが駆け抜けていく。窓から見える空は重たい灰色に塗り潰されていて、今にも雪が降り出しそうだった。

　カノンが周囲を窺うかがってから言う。

「……《白びやく檀だん式しき》には人工頭脳が二つあって、そのうちの一つには本物の脳が使われていた。その脳にはまだ生体反応があるんだよね？」

「ええ、そうよ。お父様がミナヅキの人工頭脳を調べさせた限りではね」

「それが意味しているのは一つだけ。その脳は──」

　窓のサッシがガタガタと鳴った。針金みたいな木々の枝が一斉に撓たわむ。

「吸血鬼のものだ」

　言いい淀よどんでいたカノンの後を水ミ無ナ月ヅキが継いだ。

　カノンが頷うなずくように目を伏せる。

　水ミ無ナ月ヅキは人工頭脳が入っている自らの頭に手を当てていた。

「取り出した脳が生きている状態にある、というのはそういうことだ。吸血鬼は心臓を破壊されない限り死なない。逆に言えば、心臓が無事なら、どんな状態でも生きていられる」

「なんて皮肉なのかしら」

　吸血鬼としてリタは思うところがあるのだろう。嫌悪感を露わにして、顔をひどくしかめている。

「ヴァンパイアを殺すためのオートマタにヴァンパイアの脳を使うなんて、信じがたいわ。そのくせ、ミナヅキはヴァンパイアを自動的に『敵』と認識するんでしょう？」

「ああ、そうだ。体温で人間か吸血鬼かを判定している。おまえもサーモグラフィ判定では『敵』という扱いだ」

「失礼な機能よね。ミナヅキが作られた十年前はヘルヴァイツもヴァンパイアと交戦中だったから、それでよかったのかもしれないけど」

　そこで言葉を切ったリタは、水ミ無ナ月ヅキとカノンを見比べた。陰鬱とした廊下で、その事実を重苦しく告げる。

「あまり言いたくはないけど、つまりドクター・ビャクダンは、生きているヴァンパイアから脳を取り出してオートマタに使ってたってことよね」

　カノンが唇を嚙かみ締しめた。

　吸血鬼を生かしたまま脳だけを摘てき出しゆつし、それをオートマタに使用する。吸血鬼と和平が結ばれていない時代といえども、倫理的に許されることではない。

「……わたしは、お母さんがそんな残酷なことをしたんじゃないと信じたい。《白びやく檀だん式しき》の真しんのコンセプトは愛だってお母さんは教えてくれた。それなのに、当の《白びやく檀だん式しき》にそんなものを使っていただなんて、わたしはお母さんのことがわからなくなってる……」

　暴走した《白びやく檀だん式しき》が虐殺をしたことで人類と吸血鬼は手を組み、イエッセル条約は結ばれた。現在、世間は《白びやく檀だん式しき》と春はる海みを戦犯のように扱っている。

　真実は暴走したのではなく、プログラムを公国軍の人間に書き換えられたことで虐殺をしたのだが、その事実は世の中に知られていない。

　ヘルヴァイツにいる皆が偽りを信じているのだ。

「わたしはお母さんと《白びやく檀だん式しき》の無実を晴らしたい。そのために、わたしなりに頑張ってきたつもりだった。でも、もしお母さんが《白びやく檀だん式しき》を作るのに倫理的にいけないことをしていたんだとしたら、わたしは無実を晴らすどころじゃない」

　沈んだ表情のカノンに、リタはかける言葉を見つけられないようだった。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンを見ていられずに言う。

「……春はる海みはあの人工頭脳の中身を知らなかったんじゃないか、と俺は思っている」

「そうよね。そうだったらいいわよね」

「俺は根拠もなしに言っているんじゃない。リタ、この前の廃工場で睦ム月ツキは回収できなかった、と言っていたよな？」

　話を振られた紅あかい少女は瞬まばたく。

「え？　ええ、そうよ。ミナヅキの記憶領域メモリーを見たお父様が、廃工場にあるはずの壊れたムツキを回収するよう命じたけど、共和国軍が現場に到着したときには既に、ムツキは人工頭脳どころか全身丸ごとなくなっていたわ」

　カノンは首を傾かしげた。

「それも奇妙な話だよね」

「ああ、そうだ。俺と睦ム月ツキが戦った廃工場は、指名手配になっていたヴィルヘルムがアジトとしていた場所だ。人は寄り付かず、偶然そこを訪れた誰かが睦ム月ツキを拾ったとは考えにくい」

　加えて、《白びやく檀だん式しき》には世間で忌いみ嫌きらわれている波動歯車ハーモニー・ギアが使われている。壊れたオートマタ、それも波動歯車ハーモニー・ギア入りなんて手に負えない代物を、誰が拾うだろうか。

「だが事実、俺が壊した睦ム月ツキは見つかっていない。考えられることは一つだ。誰かが睦ム月ツキを狙っていて、共和国軍より早く回収した」

「狙っていた、ですって？」

　水ミ無ナ月ヅキは頷うなずき、記憶領域メモリーを探る。

「おそらくだが、第三者があの場にいて、睦ム月ツキや俺の動向を監視していた。俺は何者かの強い視線を感じている」

　睦ム月ツキと戦っている最中はそれどころではなかったが、ヴィルヘルムと戦う前、水ミ無ナ月ヅキは誰かに監視されている気がしていた。そのときはヴァンパイア革命軍の残党かと思ったが、今となっては違うと推察できる。

「それに、博物館に展示されている如月キサラギたち《白びやく檀だん式しき》に、人工頭脳が二つあるという話は聞いたことがない。俺と睦ム月ツキにあって、他の四体にないはずがないんだ。そんな重大なことが何の話題にもなっていないのは、不思議だと思わないか？」

「水ミ無ナ月ヅキの言う通り、人工頭脳が二つあるのは極めて特殊な仕様。七年前、ケルナーの悲劇で《白びやく檀だん式しき》が共和国軍に回収されたとき、その事実は明らかになるはずだった。でも、現実はそうなっていない」

「つまり、《白びやく檀だん式しき》の人工頭脳の秘密が世に公表されないようにしている誰かが存在する。そいつは睦ム月ツキや俺を監視したり、共和国軍が回収した如月キサラギたちから、脳が使われている人工頭脳を展示前に掠かすめ取とれるだけの力を持っている」

　そんなことができる時点で、一介の個人という線は消える。

「その人工頭脳を作ったのは、そいつと見て間違いないだろう。頑なに人工頭脳の秘密を隠そうとしているのがその証拠だ。そして、おそらく今もまだ、そいつは吸血鬼を人工頭脳の材料にしている」

「「今も!?」」

　カノンとリタが揃そろって驚いた声を出す。

　水ミ無ナ月ヅキは当然だとばかりに二人を見返した。

「過去のことだったら、死んだ春はる海みに全部、罪を着せればよかったんだ。実際、虐殺は春はる海みのせいになっている。そこに非道な人工頭脳を作った罪が上乗せされたところで、誰も文句は言わない」

　ただ一人、娘のカノンを除いて。

「でも、そうしなかったのは、そいつがまだその人工頭脳を研究しているからだ。吸血鬼を材料にするのはイエッセル条約がある以上、違法だ。バレたら、研究に使っていたものは全部、共和国軍や警察に押収される。そいつは自分の研究を続けるために人工頭脳の事実を隠蔽しているんだ」

「すごいわ、ミナヅキ！　名推理ね」

　リタが手を叩たたいてはしゃぐ。

　浮かない表情をしているカノンに水ミ無ナ月ヅキは目を留とめた。

「当然だが、そいつは春はる海みじゃない。春はる海みは死んだんだ。今、研究に関われるはずがない。第一、春はる海みの設計図ではあの人工頭脳の部分は空白になっていたじゃないか。春はる海みは本当に何も知らなかったんじゃないのか」

　カノンが水ミ無ナ月ヅキを見上げた。

　春はる海みと同じ藍色の瞳に、黒髪の少年が映る。

　やがてカノンは白銀の髪を揺らして「……うん」と頷うなずいた。その顔にわずかに生気が戻っていて、水ミ無ナ月ヅキはほっとする。

「あの人工頭脳を作ったのがドクター・ビャクダンでないなら、犯人は一体、誰なのかしら」

　リタは顎に手を当て、真剣な表情で考え込んでいる。珍しく真面目な彼女を見ながら、水ミ無ナ月ヅキは肩を竦すくめた。

「さあな。俺が推測できるのはここまでだ。廃工場で俺が壊した睦ム月ツキの人工頭脳には、枝を手にした女神像が刻印されていたが、そんな刻印、他で見たことはないしな」

「枝を持った女神像？　水ミ無ナ月ヅキ、それってオリーブの枝じゃなかった？」

　カノンが食いついてきた。水ミ無ナ月ヅキは自身の記憶領域メモリーを探る。

「……言われてみれば、オリーブの枝に見えなくもない、か」

「何かわかったの、カノン？」

「うん、オリーブの枝を持った女神像はメティス・グループの前身、メティス社のロゴだよ」

「メティス・グループ……聞いたことあるわね」

「オートマタ技師を目指す人なら誰でも知ってる。ヘルヴァイツ最大、いえ、世界最大のオートマタメーカーなんだから。確かイエッセル条約を機に社名とロゴを変更したの。ニュースになってたのを覚えてる」

「メティス・グループ、か……」

　水ミ無ナ月ヅキは呟つぶやいていた。

　世界的に有名な大企業だ。世間への影響力は大きく、軍と繫つながりがあったとしても何ら不思議ではない。

「じゃあ、悪いのはその会社ってわけね。どうしてくれようかしら」

　リタは腕うで捲まくりをして既に臨戦態勢だ。今から攻め込むつもりなのだろうか、と水ミ無ナ月ヅキは冷めた目になる。

「まだ百パーセント決まったわけじゃないぞ」

「ロゴがあったんだから決まりじゃない。同族をオートマタの材料にされて黙っているほど、わたくしは寛容じゃないわよ。その会社、わたくしのブラッディソードで吹き飛ばしてやるわ！」

「いくら吸血鬼王族の真骨頂ブラッディソードでも、さすがにビルを飛ばすのは無理だろ」

「真顔でそんなツッコミいらないわよ、ミナヅキ。わたくしはそれくらい怒っているということよ！」

　リタと水ミ無ナ月ヅキが喧やかましくやり取りをしていると、カノンがふふ、と声を上げた。二人の視線が白銀の少女に集まる。

　カノンは固く閉ざしていた花の蕾つぼみが綻んだみたいに微笑ほほえんでいた。

「そっか。水ミ無ナ月ヅキとリタさんがいれば、何も心配ないよね。たとえ大企業のメティス・グループを敵に回しても、二人がいれば負けない気がする」

　その言葉に水ミ無ナ月ヅキは引っかかりを覚えた。

　──なんで俺だけじゃないんだ。

　どれほど強大な敵であろうと、水ミ無ナ月ヅキ一人でカノンを守れる自信はある。それが《白びやく檀だん式しき》たる水ミ無ナ月ヅキのプライドであり、存在理由だったはずだ。

　そこに「外野」であるリタを巻き込む必要はないだろう。

　水ミ無ナ月ヅキの不満をよそに、少女たちは盛り上がり始める。

「当たり前よ、わたくしを誰だと思っているのよ。それで、どうやってメティス・グループを潰す？」

「その前にまず、本当にメティス・グループが犯人なのか確かめないと」

「確かめるって難しいわね。何が証拠になるかしら？」

「水ミ無ナ月ヅキの言う通り、まだ吸血鬼を使って人工頭脳を作っているなら、会社のどこかに研究している場所があるはず」

「それだわ！　会社に乗り込むのね」

「うん。上手く社内に潜入できる機会があればいいんだけど……あと、その人工頭脳って今、どんなオートマタに使われているのかな？　《白びやく檀だん式しき》はもう作られていないわけだし……」

「おい、カノン。潜入とか言っているが、もう少し慎重に事を運ぶべきじゃないのか？　相手は国内一の大企業だぞ」

　これまでと役割が逆転していることに水ミ無ナ月ヅキは呆あきれる。以前までは戦いたがるのは水ミ無ナ月ヅキで、カノンは止める側だったはずだ。

　そのとき、校内のスピーカーがザザッと音を立てた。

　六時限目の開始を告げる鐘が鳴るのかと思ったが、違った。

『全校生徒にお知らせします。すぐに講堂へ集まってください。繰り返します……』
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　三人が講堂へ行くと、全校生徒をギリギリ収容できるだけの場所は既に半分以上が埋まっていた。三人は後方の長イスに並んで座る。

「授業を中止していきなり全校生徒を集めるなんて、どうしたんだろ」

　不安げなカノンに対し、リタは上機嫌だ。

「何が始まるのか知らないけど、オートマタ工学の授業が潰れたのはよかったわ。毎回、あの授業よくわからないのよね。遊星歯車ギャラクシー・ギアってなんか複雑すぎない？」

「それは大変！　今のヘルヴァイツ製オートマタのほとんどは遊星歯車ギャラクシー・ギアで作られている。その基本構造は駆動軸、従動軸、固定軸の三本で、さらに最も中心にある歯車が太陽、その次にあるのが恒星、一番外側にあるのを外輪と言って、どれを固定、入力、出力に接続するかで設計図は全然違ってくる。その分、工夫の幅も大きいから、同じ動きをしていても作る技師によって設計図がまったく違うなんてこともあって、技師の技術が多少未熟でも何となく組めてしまうのが遊星歯車ギャラクシー・ギアがメジャーになった理由。でも、遊星歯車ギャラクシー・ギアを本当に効率よく組もうとすると、技師のセンスがかなり問われるから……」

「ひいいいっ、ミナヅキ、カノンを止めて！　授業が潰れた意味がなくなるわ！」

「おまえがこいつに歯車ギアの話を振るからだろうが！　自じ業ごう自じ得とくだ」

　突如マイクの電源が入り、講堂の喧けん騒そうが引いていく。オートマタマニアの本領を発揮していたカノンも口を噤つぐんだ。

　講堂の前方、ステージ上に現れたのは学院長だった。白髪頭で腰が大きく曲がった老人である。あれでも昔は名の通った技師だったらしい、と水ミ無ナ月ヅキはカノンから聞いた。

　マイクを手にした彼は、全校生徒の視線を一身に受けて口を開く。

「生徒諸君、集まってもらったのは他でもない。つい先ほど、我が校に突然、思いがけない来客があったため、急きゆう遽きよ、授業予定を変更した。振替授業は後日行うので、キミたちがカリキュラムの心配をすることはない」

　振替授業の予告にちらほらとブーイングが上がった。リタももれなくその一人である。

　学院長は耳が遠いのかスルーしているのか、無反応で続ける。

「ヘルヴァイツにおいて最も誇れる産業はオートマタである。今、キミたちの中には高校生オートマタコンテストに向けて取り組んでいる者もいるだろう。我が校の代表を決める校内選抜まであとわずかだ。今年も優秀な作品が出てくるのを我々教師陣は楽しみにしている」

「ねえ、カノン。そういえば、コンテスト用のオートマタはどうなっているのよ」

　コンテストの話が出て、リタは水ミ無ナ月ヅキを飛び越してカノンへこそこそと囁ささやいた。

　水ミ無ナ月ヅキが半月ほど不在のうちに、高校生オートマタコンテストのクラス代表はカノンに決まっていた。

　この件で、クラス内ではひと悶もん着ちやくあったらしい。

　危険な歯車ギアの代名詞である波動歯車ハーモニー・ギア。それを使用した作品など認められるわけがない、と最初はクラス中がカノンを非難した。

　けれど、カノンの設計図の出来は次元が違っていた。可動する関節は二百以上、表情パターンは六十を超え、人工臓器まで備えている。市販されているオートマタに、そこまで人間を模倣した製品はない。恐ろしいほど複雑で緻密な設計図を前に、クラスメートは圧倒され、自分の拙い設計図をそっと取り下げたのだ。

　カノンも周囲に見み咎とがめられないよう小声で返す。

「まだ設計図を煮詰めている段階。設計図さえ決まってしまえば、実際作るのはそこまで時間がかからない」

「ふうん、手伝えることがあったら言ってよね。わたくしたちはチームなんだから」

「ありがとう、リタさん。そろそろ部品パーツの調達をしないといけないから、それには付き合ってもらうと思う」

　目の前で交わされる少女たちの会話に、水ミ無ナ月ヅキは疎外感を覚える。どうやらこの二人は自分のいない間に、随分親しくなったようだ。

　壇上では学院長の話が続いている。

「これから紹介する人物は、世界的に有名な超一流のオートマタ技師だ。高校生オートマタコンテストでの優勝を機に、彼は高校在学中に会社を起たち上あげた。その企業は現在、様々なオートマタコンテストの主要スポンサーとなっている。この時期に講演を聞く機会に恵まれたキミたちは、非常に幸運と言えるだろう」

　随分もったいぶるな、と水ミ無ナ月ヅキは思った。それは他の生徒も感じているらしく、静かな期待が講堂内に充満していく。

　それを確認するように、学院長が緩慢に首を巡らせた。

「では、前口上はこれまでにして紹介しよう。ヘルヴァイツが世界に誇るオートマタ企業、メティス・グループＣＥＯ、エリック＝ハウエルズ氏だ」

「っ!?」

　万雷の拍手が鳴った。

　著名人の登場に熱狂して手を叩たたく生徒たち。だが、水ミ無ナ月ヅキたち三人だけは背後から殴られたみたいに硬直していた。

　ステージの袖から、上質なスーツを着こなした四十代くらいの男が現れる。彼の手には黒々としたステッキがあった。遠目にも研究者らしい鋭い顔つきなのがわかる。

「……どういうことよ、これ」

　拍手に紛れて、リタが呆ぼう然ぜんとした声を上げる。

「なんでこのタイミングで、さっき話してたメティス・グループの社長が……!?」

　動揺して腰を浮かしかけたリタに対し、カノンは微動だにしなかった。真剣な面持ちでステージを見上げている。

「……」

　言葉こそ発しないものの、カノンの瞳には敵てき愾がい心しんが浮かんでいた。それを見たリタが口を閉じて顔を前に戻す。

　溢あふれんばかりの歓迎の拍手は、ハウエルズが壇上の中央に立ったところで収束していった。

　理知的な顔立ちをした男が正面を向き、全校生徒を見渡す。

　その瞬間、水ミ無ナ月ヅキに奇妙な既視感が湧き起こる。

　──なんだ？　こいつ、どこかで見たことがある……？

　瞬時に記憶領域メモリーを検索。しかし、合致する人物はヒットしなかった。

　勘違いかと思ったところで、ハウエルズがマイクの前で口を開く。

「ハイデン学院の皆さん、初めまして。メティス・グループ最高経営責任者のエリック＝ハウエルズです。高校生オートマタコンテストのスポンサー企業として、コンテストの理解と推進を図るため、いくつかの高校をこうして訪問しています。今日は学院長に是非にと頼まれ、急きゆう遽きよ、講演をさせていただくこととなりました」
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　ハウエルズの声は落ち着いていたが、よく通った。

　数百人の生徒を前にしても堂々としていて、場慣れしているのを窺わせる。

「まず、自己紹介からさせていただきます。私はヨーロッパ北部の島国、ブリテン帝国の出身です。十五歳のときにオートマタを学ぶため、ヘルヴァイツにやって来ました」

　ブリテン帝国と聞いて同情的な空気が流れた。その国はもうとっくに吸血鬼に侵略され、彼らの支配下にあるからだ。

「ブリテン帝国でも私の故郷は非常に田舎で、近所には牧場がありました。私も子供の頃はよく牛の世話を手伝ったものです。穏やかに流れる運河に、牧草の広がる丘陵、庭先に咲くラベンダー。贔ひい屓き目めに言っても、自然に囲まれた素朴な美しい村だったと思います。……奴やつらが来るまでは」

　ハウエルズの色素の薄い瞳が仄ほの暗ぐらい光を放った。

「今から二十年前、奴隷宣言をした吸血鬼王ルートヴィヒによって、西ドイツは瞬またたく間まに占領されました。他の吸血鬼王もそれに乗じて蜂起し、吸血鬼軍の魔の手はブリテン帝国にも伸びました。抵抗も虚むなしく、私の故郷は吸血鬼によって占拠されたのです」

　ブリテン帝国の陥落は今から十五年前だったと、水ミ無ナ月ヅキは記憶領域メモリーから歴史の教科書を引っ張り出す。

　十五年前と言えば、ちょうどカノンたちが生まれた頃だ。ヘルヴァイツ公国には吸血鬼軍が攻めてきておらず、まだ《白びやく檀だん式しき》も存在していなかった。

「海を隔てたヘルヴァイツでその報を聞いた私は、なんとか故郷にいる両親や兄弟の安否を確認しようとしました。そして、ジャーナリストから一枚の衝撃的な写真を入手します。そこには、牧草が枯れて荒廃した大地と、牛の代わりに繫つながれた肉親の姿がありました」

　どこかから息を吞のむ音がした。

　講堂にいる数百人の生徒たちが黙す。

　耳が痛くなるような静寂の中、ハウエルズは押し殺した声音で言葉を重ねる。

「そのときの私の絶望を想像できますか？　懐なつかしい牛小屋には、私の少年時代を知る人たちが動物同然に押し込まれていました。ぼろきれを纏まとい、首輪をつけられ、番号を振られ……。彼らは吸血鬼によって文字通り飼われているのです。血液を生み出す動物として、使い捨ての労働力として。これが吸血鬼に征服された国の末路です。吸血鬼に敗北した人間はすべてを奪われ、家畜となるのです」

　今や同情は講堂全体を埋め尽くしていた。

　吸血鬼の生徒ですら、ハウエルズの語りに心を痛めていた。ヘルヴァイツにいる吸血鬼は親人間派だ。人間と良好な関係を築きたいと思う彼らは、人間に非道な振る舞いをする同族を嫌けん悪おしている。

　全員の気持ちが一つになったところで、ハウエルズは問う。

「これは、ヘルヴァイツに住む我々にとっては他人ひと事ごとでしょうか。私はそうは思いません。吸血鬼軍は今なお、世界各地で侵略を続けています。今日もどこかで非情な吸血鬼軍は、人間の安寧を脅おびやかしているのです。ハイデン学院には留学生も少なくないと聞きます。キミたちの故郷が、キミたちの身内や友人たちが今、危険に晒さらされているのです」

　実際、ヘルヴァイツ共和国以外では、吸血鬼はいまだに人類の敵だ。テレビでは毎日、世界中で起こっている人間と吸血鬼の戦争が報じられている。

「ヘルヴァイツも本当に安全だと言い切れますか？　先日、世間を騒がせたヴァンパイア革命軍。彼らによってイエッセルの空は禍まが々まがしい赤に覆われました。もしあれが降り注いでいたなら、首都が壊滅したこの国にはこぞって吸血鬼軍が雪な崩だれ込こんだことでしょう。これでもまだ、我々は吸血鬼軍の侵略を他人ひと事ごとだと言えますか？」

　ヴァンパイア革命軍のヴィルヘルムが展開したブラッディソード〈天喰らう蛇ヒンメル・シュランゲ〉は、誇張ではなくイエッセルを廃はい墟きよにできるだけの威力を備えていた。

　そのせいで今、国内の人間は吸血鬼という種族に多大な恐怖を抱いている。それが表立って現れたのが吸血鬼排斥運動なのだ。

　沈黙を貫く生徒たち。しかしそれは、否定の沈黙ではない。彼らの表情には、ハウエルズと同種の緊張感が漂っていた。

　それを見渡し、ハウエルズは一つ頷うなずく。

「──家畜か、人間か。我々は選択を迫られています」

　その言葉は聴衆の心を打った。

　男の静かな声が数百人に重々しく圧しかかる。

「吸血鬼に対抗する術を持たないことは即すなわち、吸血鬼軍の侵略を許し、家畜になるということです。我々はイエッセル条約で平和を手に入れた気でいますが、それは砂上の楼閣にすぎません。我々が家畜にされる日は、すぐそこまで迫っているのです」

　男によって一同の不安は煽り立てられていた。

　生徒たちの恐れを見透かし、ハウエルズは「ですが」と続ける。

「心配には及びません。我々は既に、人間でいられる唯一の方法を手にしています。それは、強いオートマタを作ることです」

　世界一のオートマタメーカー、メティス・グループの社長が言うと、その台詞は確かな説得力をもって響いた。

「吸血鬼を倒せる性能を持ったオートマタを量産し、最強のオートマタ部隊を作る！　それを国外へ派遣し、世界中の吸血鬼軍を壊滅させる！　元凶となった吸血鬼王ルートヴィヒは公開処刑すべきです。完膚なきまでに吸血鬼軍を叩たたき、人類に歯向かうことへの恐怖を奴やつらのＤＮＡに刻みつけるのです」

　物騒な言葉を男は微ほほ笑えみすら浮かべて言い放った。

　誰もそれを非難しない。吸血鬼軍はそうされて当たり前だという空気を、この男は作ってしまったのだ。

　ハウエルズは全校生徒を奮い立たせるように、力強く語りかける。

「『オートマタは最強の道具である』。それが我が社のモットーです。我々は最強の道具をもって吸血鬼軍に立ち向かわなければなりません。自分が家畜にならないために。自分の身近な人が家畜にされないために」

　鼓舞されたのか、誰かが手を打った。

　そうなればあとは連鎖だ。生徒たちは次々と拍手を始め、それは大きなうねりとなって講堂を包み込む。

　水ミ無ナ月ヅキたち三人も拍手をせざるを得ない状況で、まばらに手を打っていた。特に吸血鬼であるリタは複雑な表情である。

　ハウエルズの言う「吸血鬼軍」は国外の吸血鬼を指しているが、壇上の男が吸血鬼という種族に並々ならぬ憎ぞう悪おを抱いているのは明らかだ。その憎ぞう悪おの矛先が今後、国内へ向かない保証はない。

「今はまだ、ヘルヴァイツでは戦闘用オートマタが禁止されています。ケルナーの悲劇を経験してきた我々が、戦闘用オートマタに抵抗を覚えるのは無理もありません。ですが、よく考えてみてほしいのです。そもそもケルナーの悲劇は何によって引き起こされたのか」

　ケルナー地方で《白びやく檀だん式しき》が起こした大量虐殺事件がケルナーの悲劇だ。

　話の流れが嫌なほうに向いて、水ミ無ナ月ヅキはちらりと隣のカノンを窺うかがった。白銀の少女は硬い表情で壇上を見つめている。

　ハウエルズはまるで何かを捜すように講堂をゆっくりと見渡す。

「そう、諸悪の根源は《白びやく檀だん式しき》です。虐殺妃、ドクター・ビャクダンが製作した虐殺オートマタのせいで、あの悲劇は起こりました」

　その偽られた事実に、誰も異は唱えない。

　神妙に聞き入る生徒たちにハウエルズは一ひと際きわ声を大きくする。

「たった一人の技師が犯した過あやまちにより、我々は人間であり続けることを手放すのですか？　それはあまりにも愚かしいことです。ドクター・ビャクダンは大量殺人を望み、オートマタを悪用しました。彼女のような倫理観を失った技師が再来しないよう、我々は……」




「ドクター・ビャクダンに倫理観がなかったと、どうして断言できるんですかっ!?」




　突如、真横から金切り声がして、水ミ無ナ月ヅキはギョッとした。

　カノンがただ一人、起立している。ハウエルズを睨にらみつける横顔は、普段の彼女からは想像もつかないほど凜り々りしく、戦乙女のように勇ましかった。

　だが、今はハウエルズの講演中だ。発言することは許されていない。突然のことに多くの生徒が振り返っていた。

　どよめく講堂で、白銀の少女はなおも怒りの形相で声を張り上げる。

「あなたはっ、《白びやく檀だん式しき》の設計図を見たことがあるんですかっ!?　ドクター・ビャクダンが何を考えて《白びやく檀だん式しき》を作ったのか、わかると言うんですかっ!?」

「おい、カノン」

　喉を嗄からして叫ぶ少女の腕を水ミ無ナ月ヅキは引いた。

　これじゃ本当にいつもと逆だ。以前までは、突っ走るのは水ミ無ナ月ヅキでカノンはそれを止める側だったのに。彼女は一体どうしてしまったのか。

　マズいと思ったのは水ミ無ナ月ヅキだけではなかったようだ。講堂の壁かべ際ぎわにいた教師たちが焦あせってカノンの元へ駆けてくる。

　しかし──

「ああ、構いません。彼女にマイクを。質問に答えましょう」

　ハウエルズは歪なまでに口角を吊つり上あげていた。

　まるで狙っていた獲物が罠わなにかかったみたいに。狡こう猾かつさを滲にじませた男の笑みに、水ミ無ナ月ヅキはぞくりとした。

　──何な故ぜだろう。あの男を見ていると、胸の奥の歯車が軋きしむような不快感に襲われる。

　カノンが教師からマイクを受け取ったのを見て、壇上の男は口を開く。

「簡潔に言って、《白びやく檀だん式しき》の設計図を見たことはあります」

「っ!?」

　カノンが息を吞のむ。

　ハウエルズはカノンの反応を愉たのしむように目を細めた。

「悪魔が描いたのかと思いました。《白びやく檀だん式しき》は間違いなく虐殺オートマタだったからです」

「噓うそです」

　平へい坦たんな声でカノンは応じた。だが、マイクを持つ手は怒りのためか小刻みに震えている。

　ハウエルズはわざとらしく首を傾かしげた。

「逆に何な故ぜ、ドクター・ビャクダンに良識があったとあなたは信じているのですか？　《白びやく檀だん式しき》の設計図は当時の軍関係者の間で秘匿されています。私も七年前、《白びやく檀だん式しき》の暴走調査チームに抜ばつ擢てきされなければ、その設計図を目にすることは叶かなわなかったでしょう」

「とてもいいことを聞きました。あなたが《白びやく檀だん式しき》の暴走を調査したんですね。それで、波動歯車ハーモニー・ギアが世の中にあまり知られていないのをいいことに、波動歯車ハーモニー・ギアの故障というデタラメな結論を出したわけですか」

　生徒たちからカノンに対する非難が上がった。中には「虐殺技師は黙ってろ」なんて野次を投げつける者もいる。

　声紋を特定するまでもなく、カノンや水ミ無ナ月ヅキのクラスメートだろう。カノンは春はる海みの無実を証明するため、あえて《白びやく檀だん式しき》と同じ波動歯車ハーモニー・ギアを設計図に組み込んでいるのだ。そのせいで彼女は虐殺技師などと謂いわれのない非難を受けている。

　既に全校生徒の心を掌握しているハウエルズは余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。声を出さずに笑う。

「デタラメとは随分な言い草ですね。何を勘違いしているのか知りませんが、暴走の原因はチーム全体で考察した通りです。私一人が出した結論ではありません」

「なるほど。それならその結論が間違っていても、あなた一人の責任にはなりませんね。逃げ道はきちんと用意しているわけですか」

「優秀な研究者が集まって出した結論です。誤っている可能性は低いでしょう。ところで、私の質問にも答えていただけませんか？　《白びやく檀だん式しき》の設計図を見たこともないあなたが、どうしてドクター・ビャクダンを信じられるのか」

「わたしは博物館を巡り、誰よりも《白びやく檀だん式しき》を研究している自負があります。彼らの身体からだは人体をそのまま再現したかのように、内臓まで精巧に作られています。もしあれが本当に虐殺するためのオートマタなら、不必要な部品パーツが多すぎるのです」

「それは吸血鬼を騙だまし、『人間』を演じるために必要だったから、というだけでしょう。《白びやく檀だん式しき》は仮にも対吸血鬼戦闘用オートマタなのですから……」

「なら、神経ケーブルの多さはどう説明されますか？」

「神経ケーブル？」

　ハウエルズが初めて訝いぶかしげな表情になった。

　カノンは畳みかけるように言う。

「《白びやく檀だん式しき》の全身に使われている神経ケーブルの総数は七万本を超えています。一般的な接客用オートマタに使用されているそれが百本にも満たないことから考えると、これは異様な数字です。人間らしい動作をするのに七万本もの神経ケーブルはいらないはずですが、ハウエルズさんはこの件をどうお考えですか？」

「……」

　ハウエルズが黙した。

　観客がカノンとハウエルズを見比べ、ひそひそと囁ささやきを交わす。生徒もオートマタ技師の卵だ。どちらかが的外れなことを言えば、すぐにわかる。

　カノンは壇上に厳しい視線を注いでいた。しばし後、ハウエルズは言う。

「それは、この議論に直接関係ありますか？」

　虚を衝つかれたカノンが幾度も目を瞬まばたかせた。そういう返し方をされるとは思っていなかったのだろう。

　ハウエルズは腕を組んで続ける。

「あなたは《白びやく檀だん式しき》が虐殺オートマタではないと言いたいんですよね？　神経ケーブルの本数より、もっと明確なものがあるはずですが？　《白びやく檀だん式しき》が起こした惨劇に言及しないのは何な故ぜです？　暴走したオートマタの行動以上に、ドクター・ビャクダンの人格を裏付けるものはないはずです」

　余裕ぶってはいるが、答えられないから争点をズラしたのは明白である。

　カノンは不機嫌な表情になっていた。

「暴走ですか。それは、命令系統に関する部品パーツが破損することで、オートマタが単一の動作しか行わなくなる現象のことですよね」

　確認したカノンを、男はいけ好かない微笑を浮かべたまま見つめている。

　カノンは自身を落ち着かせるために一呼吸した。マイクをギュッと握り締める。

「では、わたしは《白びやく檀だん式しき》が暴走したという説に異を唱えます」

　スピーカーを通して、少女の持論は全校生徒に響いた。

　冷たい空気の漂う講堂でカノンは声を張る。

「命令系統に関わる波動歯車ハーモニー・ギアが老朽化した結果、暴走が起きたと言われていますが、そもそも波動歯車ハーモニー・ギアは簡単に壊れる構造をしていません。メティス・グループの社長でご自身も優秀な技師である方に、その原理説明は不要と思うのですが」

「その通りです。《白びやく檀だん式しき》の歯車ギアの破損は波動歯車ハーモニー・ギアの構造が原因ではありません。《白びやく檀だん式しき》には歯車ギア以外にもオリジナルの部品が非常に高い密度で配置されていました。そして、あれらは戦闘時には激しい運動をします。すると内部で何が起こるか。想像できますか？」

「オリジナルの部品とは、人工血管などですよね？　激しい動きをすることで部品パーツ同士が擦れて……まさか、そういうことですか!?」

　カノンがはっとした声を上げる。

　ハウエルズはもっともらしく頷うなずいた。

「想像できたみたいですね。そうです。《白びやく檀だん式しき》には、人工血管や人工臓器といった水分や油分を多く含む部品パーツが使われていました。激しい運動をすることでそれらが摩擦で消耗します。そうすると、歯車を劣化させる原因となる物質が洩もれ出でてしまうのです」

「人工血管や人工臓器から洩もれた水分や油分が歯車を急速に劣化させた。そう言いたいわけですか。それだと《白びやく檀だん式しき》の防水構造や稼か働どう時間の長さも裏目に出て、歯車の耐久性を著しく落とすことになる、と」

「即座にそこまでの考えに至れるとは、あなたは優秀な学生のようです。まだ抗弁があるのなら聞きましょう」

　今度はカノンが沈黙した。

　マイクを持った少女から言葉は出てこない。反論ができないのは、この場において即すなわち敗北だ。カノンは口を開いては閉ざすを繰り返す。

　壇上にいるハウエルズは苦心する少女を見下ろし、締しめ括くくる。

「もう反論はないようですね。なかなか刺激的な議論でした。あなたの名前を聞いておきましょう」

　カノンは浅い呼吸を繰り返していた。白い横顔は悔しさのためか強こわ張ばっている。抜け殻になったみたいに少女は力なく答えた。

「……カノン＝ザンデルホルツです」







　カノンが着席した後も講演はつつがなく続けられた。

　盛大な拍手と共にハウエルズはステージから姿を消し、全校生徒に解散が告げられる。途端に講堂は喧けん騒そうに包まれた。

「あーやっと終わったわー」

　うーん、と伸びをして言ったリタは、座ったまま微動だにしないカノンを見た。

「もう、カノンが叫んだときはびっくりしたわ。どうなることかと思ったんだから」

「……反論できなかった」

　うなだれたカノンの顔は銀髪で隠されている。けれど、膝の上できつく握り締められた両手は小刻みに震えていた。

「お母さんは虐殺しようとしたんじゃないのに、《白びやく檀だん式しき》は暴走したんじゃないのに、言い返せなかった……！」

　激するカノンに、水ミ無ナ月ヅキもリタも言葉を失う。

　春はる海みと《白びやく檀だん式しき》の真実を世間に知らしめるのが、カノンの悲願だ。今回がそのチャンスの一つだったのは間違いない。

　しかしハウエルズのほうが上うわ手てだったようだ。

　カノンの主張はことごとく退けられ、逆にやり込められる羽目になった。

　講堂を去っていく生徒たち。中にはカノンに、これ見よがしに舌打ちをしていく者もいる。カノンが目立ったのが気に食わないのだろう。

　水ミ無ナ月ヅキは少女の肩へ手を置いた。

「相手も、そう易やす々やすと論破させてはくれないだろう。春はる海みや《白びやく檀だん式しき》の真相が明らかになったら、世の中がひっくり返るからな」

「そうよ。気持ちはわかるけど、焦あせりは禁物よ」

　二人に慰められたカノンは、立ち上がる気力は取り戻したようだった。「うん……」とようやく重い腰を上げるが、

「ミス・ザンデルホルツ」

　横合いから投げられたバリトンに三人は首を回した。

　そこには、熊のように大柄な男性教師、マイヤーが立っていた。

「少しお話があります」







　呼び出されるのも当然か、と思う。

　カノンはハウエルズの講演中に割り込んだのだ。普通に考えて大目玉である。

　担任教師であるマイヤーの後をついてカノンと水ミ無ナ月ヅキは歩く。

　呼ばれたのはカノンだけだったが、水ミ無ナ月ヅキもついてきていた。マイヤーは珍しく水ミ無ナ月ヅキの同行を止めなかった。もっとも、止められたとしても水ミ無ナ月ヅキはカノンの護衛としてこっそり覗のぞくつもりだったが。

　マイヤーが向かったのは生徒指導室ではなく、応接室だった。

　その時点で違和感を覚える。カノンも不思議そうな表情になっていた。

　マイヤーは何も説明することなく応接室のドアをノックする。彼に促されて中に入ったカノンと水ミ無ナ月ヅキは、凝然と立ち尽くした。

「やあ、ミス・ザンデルホルツ」

　そこには、さっきまでステージにいたハウエルズが待っていた。







　近くで見ると、その男は底冷えのする威圧感を放っていた。

　長身にはスリーピースのスーツを纏まとい、袖からは素人しろうと目めにもわかる高級時計が覗のぞいている。傍かたわらには、ブリテン帝国人らしい黒々としたステッキがあった。年相応の皺しわが刻まれた顔で、窪くぼんだ眼がん窩かに収まる瞳は猛もう禽きんのような鋭さを帯びている。男のすべてが他者を拒絶しているような印象を受けた。

　言葉もなく固まるカノンと水ミ無ナ月ヅキの後ろで、ドアの閉まる音がした。マイヤーが廊下側から閉めたのだ。

　さほど広くない室内は三人だけになる。

「かけたまえ」

　男は重厚感のあるソファーに座ったまま、水ミ無ナ月ヅキたちを促した。低いテーブルを挟み、カノンと水ミ無ナ月ヅキはぎこちなくハウエルズの前に腰を下ろす。特に、ついさっき議論を吹っ掛けたばかりのカノンは気まずい様子だ。

　二人が座ると、ハウエルズはカノンに視線を注いだ。

「キミの設計図を見せてもらったよ。キミが高校生オートマタコンテスト用に描いたというものだ」

　俯うつむいて身を硬くしていたカノンが顔を上げた。

　ハウエルズは微笑を浮かべていた。といっても、男の目は全然笑っていない。上辺だけの笑顔に水ミ無ナ月ヅキは胡う散さん臭くささをひしひしと感じた。

「講評させてもらうと、高校生とは思えない出来だった。議論したときから感じていたが、キミは着眼点がいい。コンセプトは現在の流行を取り入れつつも、斬新な仕上がりになっている。よくオートマタの変遷を勉強している証拠だ」

「……いえ、あの、そんなことは……」

「キミは学生ながらオートマタを自作したことがあるね？　その経験が設計図に現れている。部品パーツの負荷や耐久性など、多くの学生が考慮しないことまでキミは計算していた。地味で細かい作業だが、非常に重要なことだ。よく学生は派手な仕様にばかり注力し、こういうことを見落とすのだよ」

「それに気付いていただけたのは、嬉うれしいです……」

「そして、最も目を奪われるのは歯車ギアの配置だ。小型で軽量、エネルギー効率のよい波動歯車ハーモニー・ギアの特性をきちんと理解し、文句のつけようがない最適な配置ができている。他の技師では、こうはいかないだろう。私は一目見てわかったよ。キミには間違いなく、技師として天性のセンスがある」

「ほっ、本当ですか!?　ハウエルズさんにそう言っていただけるなんて、光栄です！　ありがとうございますっ！」

　手放しのベタ褒めだ。

　メティス・グループの社長にここまで言われて有頂天にならない技師は、おそらくこの国に存在しない。カノンも最初は緊張と警戒を漂わせていたが、設計図を褒められた今ではすっかり顔を明るく輝かせている。彼が非道な人工頭脳を作っている可能性が高いことも、失念してしまったかのようだ。

　ハウエルズは膝に置いた両手を組み、訊きく。

「キミは、ドクター・ビャクダンになりたいのかね？」

　カノンが笑顔を強こわ張ばらせた。

　水ミ無ナ月ヅキも眉を寄せる。質問の意図が読めない。ハウエルズは春はる海みを倫理観がないと強く非難していた。

　答えあぐねるカノンをハウエルズはじっと観察していた。

「キミの設計図には《白びやく檀だん式しき》と似た部分がいくつもある。ドクター・ビャクダンの癖らしきものまであって、キミがいかに《白びやく檀だん式しき》を研究しているのかよくわかったよ。キミはドクター・ビャクダンの技術を継いでいる。違うかね？」

「……《白びやく檀だん式しき》を参考にはしました」

　喘あえぐようにカノンが答えると、ハウエルズは大きく頷うなずいた。

「結構。亡なきドクター・ビャクダンの技術は今となっては貴重なものだ。キミの研究には多大な価値がある。私はキミのような優秀な学生を心から応援したい」

　カノンがほっと胸を撫なで下おろす。

「だからこそアドバイスさせてもらうが、同一の製品ばかりを研究しているのは考えものだ。キミはもっと知見を広げたほうがいい。そうすればいつか、《白びやく檀だん式しき》を超えるオートマタが作れるだろう」

「《白びやく檀だん式しき》を超える……？」

　驚くカノンに、ハウエルズは深く頷うなずいた。

「キミのセンスは天賦のものだ。努力次第ではドクター・ビャクダン以上の技師になれる。しかし、《白びやく檀だん式しき》だけ研究していたのではそれは叶かなわない。事実、現状の設計図では高校生オートマタコンテストでの入賞も怪しい」

　コンテストの主催者の意見に、自然とカノンは目を伏せる。

「そこで、だ。一度、勉強に来てみないかね」

　ハウエルズはスーツの内ポケットから、四つ折りに畳まれた一枚の紙を出した。テーブルに広げてカノンのほうへ押おし遣やる。

「ディーツェ・フェアは知っているだろう？」

　それはチラシだった。国内最大のオートマタイベントと銘打たれている。記載されている日付は明日と明後日あさつてだ。

「名前だけは。行ったことはありません」

「まさか、行かないつもりなのかね？」

　ハウエルズの問いかけにカノンは口ごもる。と、男は大仰に驚いた表情になった。

「それはいけない！　コンテストに参加するなら、ディーツェ・フェアには行くべきだ。最新のオートマタに触れて見識を深めるのは非常に重要だ。一流の技師を目指すなら、あそこへ行くのは義務だと思ったほうがいい」

「義務、ですか……」

「ディーツェ・フェアではオートマタだけではなく、その部品パーツも販売されている。大小様々なメーカーが揃うため、あそこで手に入らない部品パーツはない。市場には出回らない特別な規格のものもあり、コンテストに使う部品パーツをそこで見繕う生徒も多いと聞く」

「そうなんですか。知りませんでした」

　チラシに目を落とした少女は逡しゆん巡じゆんする。ハウエルズは言葉を重ねた。

「我が社はそこで、最新技術を詰め込んだ最強のオートマタを披露する予定だ。その製品は《白びやく檀だん式しき》より優れていると自負している。内部構造は一般公開していないが、興味があるなら特別に見せてあげてもいい」

「それはっ……！」

　メティス・グループの最新技術を使った、最強のオートマタ。

　カノンも水ミ無ナ月ヅキも思わず表情を引き締めていた。もしメティス・グループがまだ人工頭脳に吸血鬼を使っているのなら、そのオートマタにそれが入っている可能性が高い。

　ハウエルズは二人の顔つきが変わったのを認め、口角を持ち上げた。

「ミス・ザンデルホルツ。キミを是非、このイベントに招待したい。きっとよい勉強になるはずだ」
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　水ミ無ナ月ヅキとカノンが校舎を出ると、辺りは純白に包まれていた。

「わあ」

　一面の銀世界を目まの当あたりにして、カノンが感嘆の声を洩もらす。少女の吐息が白くなり、空中に溶けていった。

　十一月初旬。イエッセルでは遅めの初雪である。

　水ミ無ナ月ヅキがカノンと一緒に暮らし始めてから、初めての雪でもあった。

「いつの間にか降り出してたみたいだな」

　水ミ無ナ月ヅキは手を出した。虚こ空くうを舞う雪が少年の手を濡ぬらしていく。と、その横でカノンが駆け出した。

「水ミ無ナ月ヅキ、ほら、雪だよ。雪！」

　はしゃいだ声を上げ、両腕を広げた少女はくるくると回る。

　ハウエルズと話している間に他の生徒は下校してしまったようで、昇降口前のロータリーは二人きりだった。

　はらはらと天から降り注ぐ真っ白い雪。カノンは空へ腕を伸ばし、それを小さな掌てのひらで受けては歓声を上げる。

　幻想的な白い夕暮れの中、少女の弾はじけるような笑顔が眩まぶしかった。長い銀糸の髪やコートの裾が楽しげに躍っている。

　雪景色に舞う可か憐れんな少女の姿はひどく絵になったが、絡から繰くり少年は無粋に首を傾かしげる。

「……俺の記憶領域メモリーでは、ヘルヴァイツ国内における降雪は珍しい現象ではないはずなんだが」

「あのね、珍しくなくても雪が降り出したらワクワクするの！」

「理解不能だ。雨はワクワクしていないよな？　液体が固体になったからといって、どれだけの差異があるというのか」

「そういうこと言わない！　気分の問題なんだから」

　頰を膨らませたカノンは、ぷい、と校門へ歩いていく。

　その背へ水ミ無ナ月ヅキは訊きいた。

「……本当にディーツェ・フェアに行くのか？」

　カノンが足を止めた。

　無数の結晶が長い銀髪を飾り立てていく。その様は、まるで小さな白い花のシャワーを浴びているようだった。

「俺は行くのは危険だと思う。あいつは妙におまえを来させたがっていた。罠わなの可能性が高い」

　ハウエルズはその後、カノンの列車や宿泊場所の手配を自分がすると言い出した。カノンが固辞しようとすると、「招待するのだから、こちらで用意するのが当然だ」と胡う散さん臭くさい笑顔で押し切られた。

　水ミ無ナ月ヅキの同行にもハウエルズはまったく嫌な顔をせず、結局、二人分の手配をハウエルズに頼むことになったのだが。

　水ミ無ナ月ヅキとしては、あの男の思惑に嵌はまっているようで気持ち悪い。

「今になって思えば、あいつが講演に来たのも、これが目的だったんじゃないのか？　講演であいつは随分、春はる海みを貶けなしていた。おまえを焚きつけるためだとしたら、合が点てんがいく」

　水ミ無ナ月ヅキの視界の端で、ふわり、と銀髪が翻ひるがえった。こっちを振り向いたカノンの髪から、雪の結晶が散る。

「水ミ無ナ月ヅキ、わたしは行くよ」

　芯の通った声が水ミ無ナ月ヅキの耳じ朶だを打った。

　寒さで鼻先を赤くした少女は凜りんとした表情で言う。

「危険かもしれない。罠わなかもしれない。それでも、本当にメティス・グループが非道な人工頭脳を作っているのか、わたしは確かめないと」
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「それが、そんなに大事か」

「うん。だって、あの人工頭脳を誰が作ったのか突き止めない限り、わたしは胸を張ってお母さんは無実だって言えない」

　カノンは校門の脇に植えてあるマグノリアの木へ手を伸ばした。

　夏には大きな葉が茂っていたその木も、今では枝だけだ。そこに積もっていた雪をカノンは手で払う。

「実を言うと、水ミ無ナ月ヅキの記憶領域メモリーを見るまで少し不安だったの。本当にお母さんと《白びやく檀だん式しき》に虐殺の罪はないのかって」

　雪の下から現れたのは枝に付いた、小さな小さな新芽。少女の指先が優しくそれを撫なでる。

「お母さんたちを疑ってたわけじゃないけど、悪いのはお母さんたちだって世間ではずっと言われてたから。あまりにも大勢の人が、お母さんや《白びやく檀だん式しき》を糾弾していたから。もしかしたら間違っているのは自分なんじゃないかって、不安に思うときはあった」

　水ミ無ナ月ヅキが味方になるまで、カノンはずっと孤独に抗あらがってきたのだ。

　世間は、十五歳の少女が一人で立ち向かうにはあまりに大きすぎる。

　ふとしたときに彼女が弱気になって、自分が信じるべきものを疑ったとして、誰がそれを謗そしれるだろうか。

「でも、やっぱりわたしは間違っていなかった。それを水ミ無ナ月ヅキの記憶領域メモリーが証明してくれた。だから、わたしはもう惑わされない」

　見渡す限りの純白を背景に、少女は勇ましく宣言する。




「──わたしは世界に宣戦布告する」




　水ミ無ナ月ヅキは瞠どう目もくしていた。

　──ああ、それでか。

　以前までは耐え忍ぶだけだったカノンが何な故ぜ、攻勢に転じたのか、やっと理解できた。

　要は、迷いがなくなったのだ。

　春はる海みは虐殺していない。《白びやく檀だん式しき》に罪はない。

　それはカノンの妄想でも願望でもなく、純然たる事実だ。

　本当に存在するのかわからないものを求めていたときとは違う。水ミ無ナ月ヅキの記憶領域メモリーを見たことで、水ミ無ナ月ヅキと日々を過ごしたことで、カノンは自信を持てたのだ。

「お母さんが虐殺妃じゃないのも、《白びやく檀だん式しき》は暴走していないのも、非道な人工頭脳を作った犯人も、全部わたしが明らかにする。それで、世の中の認識を変えてみせる」

　それが、彼女の『反抗』。

　微笑ほほえんだカノンは雪を踏み締めて歩いていく。真新しい雪に小さな足跡がくっきりと刻まれていた。

「あの人工頭脳を作ったのはお母さんじゃない。ディーツェ・フェアに行けば、それを確かめられるような気がする」

「メティス・グループから例の人工頭脳が見つかったら、それでその件は解決だもんな」

「そう。それにもしメティス・グループが人工頭脳に吸血鬼の脳を使っていなくても、最新のオートマタは見てみたいし、コンテスト用の部品パーツも買わないといけないから、わたしたちに損はない……ひゃあ！」

　カノンが雪に足を取られた。

　対吸血鬼戦闘用オートマタの反応速度を遺憾なく発揮した水ミ無ナ月ヅキは、少女が転倒する前に捕まえる。

「えと、み、水ミ無ナ月ヅキ……？」

　カノンがドギマギした声を出した。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンをお姫様抱っこで受け止めていた。純白の雪を銀髪に飾った少女は、絡から繰くり少年を蒼あおい瞳に映す。

　水ミ無ナ月ヅキは抱えた少女を見つめ、真摯に言った。

「──なら、俺はおまえを守ろう」

　カノンが小さく息を吞のんだ。

　少女の藍色と少年の漆黒が交錯する。

「おまえが戦うなら、俺はおまえの盾と矛になる。誰にもおまえの道を邪魔させはしない」

　それはさながら、騎士が姫に忠誠を誓うようで。

　水ミ無ナ月ヅキを見上げていたカノンの頰がみるみるうちに赤くなっていった。

　絡から繰くり少年はそんな少女の変化にも頓着せず、カノンを抱えたまま雪の中を歩き出す。と、カノンが慌てふためいた。

「え？　え!?　下ろして、水ミ無ナ月ヅキ……！」

「嫌だ」

「ふええっ!?　な、なんでっ!?」

「身体能力が低いおまえのことだ、どうせまた転ぶ」

「そんな味気ない理由!?」

「他にどんな理由があるんだ？」

「もういいっ！　水ミ無ナ月ヅキのバカっ」
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　イエッセル中央駅から列車で三時間。ヘルヴァイツ最西部の都市ディーツェに水ミ無ナ月ヅキとカノンは着いていた。

　現在の時刻は午前九時である。

　駅員のオートマタに切符を渡したカノンは、ふああと大きな欠伸あくびをした。列車の中で彼女は「イベントに備えて体力温存する」と熟睡していたのだ。まだ眠気が覚めないようで、しきりに目ま蓋ぶたを擦っている。

　だが改札を抜けた途端に、カノンの目はぱっちりと見開かれた。

「うわあ、初めてディーツェに来たけど、イエッセルと違ってなんかオシャレ」

　青色を基調としたデザイン性の高い駅構内をカノンはキョロキョロと見渡す。レンガ造りの武骨なイエッセル中央駅とはまた違った、優美な内観だ。

　ディーツェ・フェアがあるからか、休日の朝でも駅は活気に満みち溢あふれていた。拡声器を持った駅員のオートマタが列車のホーム番号や発車時刻をしきりに告げ、水ミ無ナ月ヅキたちと同じ列車から降りた人々は足早に駅構内から消えていく。相手にされなかった観光案内のためにいる接客用オートマタの笑顔が、心なしか寂しげだった。

　水ミ無ナ月ヅキは記憶領域メモリーからヘルヴァイツの地図を思い出す。

「ここは隣国のフランスと接している都市だからな。イエッセルに次いで二番目に大きく、湖があるのも特徴だ」

「ふうん、湖があるんだ。時間が余ったら行ってみたいな」

「賭けてもいい。時間が余ることはありえない」

「なんでそんな断言できるの？」

「おまえは普段の自分の行動履歴ログをよく思い返すべきだ」

　不思議そうなカノンを横目で見て、水ミ無ナ月ヅキはこっそりと息をついた。

　ディーツェ・フェアの詳細を水ミ無ナ月ヅキはまだ知らない。

　昨夜、カノンに訊きいたところ「オートマタメーカーがいっぱい集まって、新製品をお披露目したり、自社製品を売ったりするイベントだよ。あーコンテスト用だけじゃなくて水ミ無ナ月ヅキの代替パーツも欲しいなー。水ミ無ナ月ヅキをもっと可愛かわいくできるパーツもあるんだろうなー」と怪しくなり始めたので、逃走した。

　イベントは二日にわたって行われ、両日行くならディーツェに宿泊したほうが効率的だ。ハウエルズが泊まり前提で話をしてきたのもあって、水ミ無ナ月ヅキとカノンはディーツェに泊まるつもりで準備をしてきている。

　そんな一日あっても足りない大規模なオートマタイベントだ。マニアのカノンが、途中で満足するはずがないのだ！

　水ミ無ナ月ヅキは自分の手入れ道具が詰まっているキャリーバッグを手に、階段を上がった。

　駅を出ると、目の前を複数の除雪用オートマタが横切っていく。大きなシャベルを手に、彼らは黙々と道路の雪かきをしていた。おかげで歩道に雪はない。

　晴れ渡った朝の陽ひ射ざしが石畳に反射する。

　そして、二人の前に続く道の先。

　雪化粧したアルプスの峰々を背景に、銀色に輝く宇宙船のような建造物があった。有名なデザイナーが設計したという巨大な展示場だ。入口には『ディーツェ・フェア』と大きな垂れ幕がかかっている。

　カノンは気を引き締めるように、リュックサックを背負い直した。

「行こうか、水ミ無ナ月ヅキ」

「ああ」

　敵地へ赴く兵士のごとく二人は歩み出す──。







　が。

　数十分後、カノンはイベント会場のガラス扉にびったりと張りついていた。

「見て見て、水ミ無ナ月ヅキ。あれ、あそこに飾られているの、アンティークの平歯車プレーン・ギアじゃない!?　絶対にあれは百年以上前の歯車ギアだよ。表面処理はなされていないし、歯面硬度も貧弱で既に回転軸にもガタつきがある。それでもまだ動いているなんて、すごい！　この神秘に満ちた生命力こそが、平歯車プレーン・ギアがすべての歯車ギアの原点と言われる所以ゆえんで……」

　開場を待つ人たちは皆、カノンから一定の距離を置き、目を逸そらしている。国内最大のオートマタイベントにあっても、歯車ギアを嬉き々きとして語る少女は浮いていた。

　水ミ無ナ月ヅキたちはハウエルズに言われた通り、最初にホテルでチェックインを済ませ、身軽になった。彼が手配したホテルは展示場に隣接していて、文句なく便利だった。

　開場時刻までにはまだ少し時間があったが、カノンが早めに会場へ行こうと言い出し、今この有あり様さまである。

　施せ錠じょうされたガラス扉から中を覗のぞいて、瞳を輝かせているカノン。

　無駄だと知りながらも、水ミ無ナ月ヅキはその背へ言う。

「正気を保て、カノン。まだ開場前だぞ」

「あっ、あそこには螺子歯車スパイラル・ギアがっ！　あんなに芸術的に積み重なっているの初めて見た！　すごいすごい何あれ、まるで天空に続く螺ら旋せん階段を見てるみたいだよ。こんなに心が洗われる気持ちになれるなんて……ああっ、その向こうには冠歯車クラウン・ギアが！　神々の乗る黄金の馬車に喩たとえられる冠歯車クラウン・ギアがあんなところに……！」

「くそ、発症が早すぎる。今からこれだと先が思いやられるぞ」

「平歯車プレーン・ギアでしょ、螺子歯車スパイラル・ギアに冠歯車クラウン・ギア。遊星歯車ギャラクシー・ギアが展示されてないわけはないし……え、これだけ歯車ギアがあるんだから波動歯車ハーモニー・ギアもあるよね？　国内最大のオートマタイベント、ディーツェ・フェアだもん。きっとここには、わたしのまだ知らない波動歯車ハーモニー・ギアがあるはず。わたしはそれを求めてディーツェまで来たんだから……！」

「違ったよな!?　おまえの目的は波動歯車ハーモニー・ギアじゃなくて……あああだからオートマタイベントなんて来たくなかったんだ！」

　水ミ無ナ月ヅキが頭を抱えたときだった。

　バラバラとプロペラ音が近付いてきて、その場にいた全員が顔を上げた。

　抜けるような青空にヘリコプターが一機見える。そのボディには共和国軍の紋章がペイントされていた。それに気付いた人たちが、「なんでこんなところに軍用機が？」と訝いぶかしむ。

　開場を待つ人たちの視線を受けて、ヘリコプターのドアが開かれた。

　そこにいたのは──

「ミナヅキィィーーー！」

　吹きすさぶ風が長い紅髪を弄ぶ。遠目からでもわかる豊かな胸に、キュッとくびれた腰。モデルのような抜群のスタイルを誇る少女、リタがこっちに大きく手を振っていた。

　一直線に飛来してきたヘリコプターが爆風と共に水ミ無ナ月ヅキたちの頭上を通過する。そのとき、リタがひょいとそこから飛び降りた。

　群集がどよめく。

　パラシュートもなしに無事に着地できる高さではない。カノンも驚いて小さく悲鳴を上げるが、自由落下していたリタは唐突に消えた。

　ぱっと姿を消した少女に、今度は困惑する人々。

　だが、水ミ無ナ月ヅキは何も驚かなかった。

　吸血鬼なら誰でも使える魔術の一つ、〈霧化ネーベル〉である。

　最長十秒間しか保たないが、霧となって完全に姿を晦くらませられ、その間、物理干渉も受けない。吸血鬼と戦うときは最初に封じておかないと厄介な能力である。

　と、いきなり水ミ無ナ月ヅキの顔面が柔らかい何かに包まれた。それがリタの胸だと認識するのに、わずかなタイムラグが生じた。

「ミナヅキー！　今日はお泊まりね。楽しみで昨日は全然眠れなかったわ！」

　リタは水ミ無ナ月ヅキの頭をぎゅっと抱え込んでいる。顔を塞がれた水ミ無ナ月ヅキは息ができない。

〈霧化ネーベル〉して無事に着地したリタは、水ミ無ナ月ヅキに抱きついたところで〈霧化ネーベル〉を解除したのだ。

　カノンが「リタさん、水ミ無ナ月ヅキから離れて！」と慌て始める。おそらく窒息するのを心配しているのだろう。だが、水ミ無ナ月ヅキはオートマタなので、呼吸は必要ない。カノンの懸念は杞憂である。

　リタの胸から解放されたところで、水ミ無ナ月ヅキは眉をひそめた。

「なんでおまえがここにいるんだ？　ディーツェ・フェアに用事なんかないだろ」

　途端にリタが口を尖とがらせる。

「あら、地方で起きたデモを収めてから急いで駆けつけたのに、そんな言い方はないんじゃなくて？」

「デモって、もしかして吸血鬼排斥運動の……？」

「ええ。最近の軍務はこればっかりよ。嫌になるわ」

　リタは横を向いて、そっと息をつく。それから、まだ不思議そうな顔をしている水ミ無ナ月ヅキの鼻先へ、ずいっと指を突きつけた。

「あのね、わたくしはカノンにイベントに来ないかって誘われたのよ」

「カノンが？」

　水ミ無ナ月ヅキは銀髪の少女を見る。

「メティス・グループが《白びやく檀だん式しき》の人工頭脳を作っていたなら、ハウエルズさんは水ミ無ナ月ヅキの正体を知ってる可能性が高いし、水ミ無ナ月ヅキの戦闘力も想定している。だけど、そこにリタさんが加われば話は別。リタさんならわたしたちの事情も知ってるし、戦力としても頼りになる」

「なんだ、カノン。俺じゃ戦力不足だと言うのか」

「不足とかじゃなくて、念のために水ミ無ナ月ヅキ以外にも戦力はあったほうがいいってこと」

「問題ない。おまえは俺が守る。リタは必要ない」

「むっ。ミナヅキ、わたくしを侮あなどると痛い目に遭うわよ」

「問題ない。そもそも俺に痛覚はない」

　むううっ、とさらにリタが頰を膨らませたとき、ディーツェ・フェア開場のアナウンスが響いた。

　ガラス扉が一斉に開き、人が流れ始める。三人も会場へ足を踏み入れた。

　ディーツェ・フェアは入場無料だ。

　入口にはお揃そろいのコスチュームを着たキャンペーンガールのオートマタが立っていた。やたら愛あい想そのよい彼女たちから会場パンフレットを受け取り、水ミ無ナ月ヅキたちは進む。

「最初にメティス・グループのブースに来るよう、ハウエルズさんに言われているんだよね。えーっと、会場の見取り図は……」

　カノンが早速パンフレットを開くが、その必要はなかった。

　会場に入ってすぐ、一番目立つ場所にそれはあったからだ。

　甲かつ冑ちゆうを纏まとい、剣と盾を持ったギリシア風の女神像。メティス・グループの現在のロゴだ。それが大きく描かれたパーティションがブースを囲い、圧倒的な存在感を放っている。さすがオートマタ業界最大手と言うべきか。他社のブースとは貫かん禄ろくが違う。

　会場入りした人々が、次々とそのブースに吸い込まれていった。

　水ミ無ナ月ヅキたちもそれに続く。入口付近には、受付嬢っぽい目立つ色のスーツを着た女性社員が立っていた。カノンが彼女に話しかけて名前を言う。すると、「少々お待ちください」と女性は無線機を取った。

　水ミ無ナ月ヅキは腕を組む。

「ふうん、かなり応用の利く言語プログラムが搭載されているな。やはりメティス・グループは人工頭脳の研究に力を入れているらしい」

「仕草や表情に不自然さがない。当たり前のようだけど、これを実現するにはかなり複雑な歯車ギアを組まないと。内部構造が気になる」

　水ミ無ナ月ヅキの隣でカノンも思慮深く頷うなずいていた。

　リタだけが会話についていけず、「え？　え？」と水ミ無ナ月ヅキとカノンを見比べる。

「二人共、何について話しているの？」

　問われた水ミ無ナ月ヅキとカノンは、今しがた話しかけた社員を同時に指さした。

「「このオートマタについて」」

　その拍子に、女性社員が別の客にパンフレットを渡すため、横を向いた。彼女の首筋には接客用オートマタを示すマークと所有者認識チップの挿入口があった。

「え。ええーっ!?　この人、オートマタだったの!?　全然気付かなかったわ！　どうやって二人はわかったのよ」

「俺はサーモグラフィ判定だ。《白びやく檀だん式しき》と違って通常のオートマタに体温はない」

「わたしは部品パーツかな。ところどころ人工皮膚の継ぎ目が粗いと思う。量産品だから仕方ないのかもしれないけど」

「どこ!?　体温は触ればわかるけど、継ぎ目はどこにあるの!?」

　リタが社員の手を取って不ぶ躾しつけにいじくり回す。女性型のオートマタは困ったような笑みを浮かべていた。

　そのとき、トン、と金属が床を打つ音がした。

　会場の賑にぎやかな音楽や喧けん騒そうが一瞬、引いたような錯覚に陥る。

　三人が動きを止めたとき、

「ディーツェ・フェアへようこそ、ミス・ザンデルホルツ」

　背後からの重々しい声にカノンが振り返る。

　高級そうなスーツを着こなした男がカノンを見下ろしていた。昨日と同じくステッキを手にしている。

　ハウエルズの放つオーラのせいか、彼の周囲に人はいなかった。ここだけ静まり返っているのを意にも介さず、男は口元に笑みを浮かべる。

「キミが来てくれたことを心から歓迎しよう。長旅で疲れたんじゃないかね？」

「いえ、最新のオートマタを見られるのは楽しみでしたので」

「それはよかった」

　鷹おう揚ように頷うなずいたハウエルズは、カノンから水ミ無ナ月ヅキへ視線を移す。

　男の冷たい視線を受けた瞬間、水ミ無ナ月ヅキは眼球カメラが故障したのかと思った。目の前の情景が何かとダブって見えたのだ。

　あるはずのない既視感。

　──まただ。何なんだ、これは。

　昨日、講堂でハウエルズを見たときも奇妙な感覚に襲われた。胸の奥で湧き上がる不快感から水ミ無ナ月ヅキは男を見ていられず、目を伏せる。

「キミは昨日もいたね。確か、ミス・ザンデルホルツの従弟いとこだったか」

　男の口調は歓迎とは程遠いものだった。さっきのカノンへの対応とはまるで違う。どうやら忌々しく思われているようだ。

　話しかけられた水ミ無ナ月ヅキは渋々、口を開く。

「ミナヅキ＝ザンデルホルツです」

「キミたちの担任から話は聞いたよ。キミも優秀な成績らしいじゃないか。将来は何になりたいのかね？」

　その質問自体が水ミ無ナ月ヅキをバカにしているとも言えた。ヘルヴァイツにいる人間の学生は大体、オートマタ技師を目指している。優秀であればなおさらだ。

　水ミ無ナ月ヅキは目を落としたまま答える。

「職業の希望は特にありません。ですが……」

「ですが？」

　思考する水ミ無ナ月ヅキを、ハウエルズが注視する。

　水ミ無ナ月ヅキは横にいる白銀の少女をちらりと見み遣やった。

「俺はずっとカノンの傍そばにいられれば、それでいいです」

　ハウエルズが目を丸くした。カノンの頰に赤みが差す。

　次いで男は「ふっ」と噴き出した。声を上げて失笑するハウエルズに、水ミ無ナ月ヅキは怪け訝げんな目を向ける。

「いや、これは興味深いものを見せてもらった。頑張りたまえ」

　笑いを収めたハウエルズは最後に、水ミ無ナ月ヅキの隣を見た。そこには、さっきから腕組みをしているリタがいる。

「……ミス・ザンデルホルツ、そちらのお嬢さんも連れなのかね？」

　ハウエルズは明らかに想定外という顔だ。カノンが応えるより早く、リタは一歩前へ出る。

「ええ、そうよ。わたくしはリタ＝ローゼンベルク。ヘルヴァイツ国民である以上、吸血鬼王の名は当然、知っているわよね？」

　昨日の講演で、ハウエルズが吸血鬼をよく思っていないのを知っているリタは、どことなく喧けん嘩か腰ごしだ。

　ハウエルズはローゼンベルクの名に動じた様子もなく、淡白に言う。

「キミとは以前、どこかのパーティで会ったことがあるよ。キミは私ではなく、皿に盛られたケーキにしか興味がなかったみたいだが」

「なっ……！　そ、そんなこともあったかもしれないわ」

　リタが目を泳がせたところでハウエルズは身を翻ひるがえした。

「では、キミたちを特別な場所に案内してあげよう。ついてきたまえ」







　ブースの最さい奥おうには関係者以外立ち入り禁止のドアがあった。暗証番号を入力してセキュリティを解除し、ハウエルズはそのドアを開ける。

　中は予想以上に広い空間だった。

　ブースで販売している商品を置く場所でもあるのだろう。巨大なスチール棚が林立し、そこには部品パーツの箱が隙間なく置かれていた。オートマタが入っていると思われる小型のコンテナも、壁一面に並んでいる。

　そして、奥には何な故ぜか、ボクシングのリングらしきものがあった。

　リングの下では、白衣を着た小柄な少女が何やら作業をしている。ハウエルズの足音に気付いた彼女はぱっと首を回した。

「シャチョー、お疲れさまです！」

　快活な声と健康的な笑顔は満開のヒマワリを想起させた。

　小麦色のショートボブ。中学生くらいのようだが、明らかにサイズの合っていないダボダボの白衣を纏まとい、眼鏡をかけている。非常に野暮ったい恰かつ好こうだ。眼鏡の奥にあるエメラルド色の瞳だけがキラキラと輝き、彼女を年相応に見せていた。

　ハウエルズは彼女に応えることなく、水ミ無ナ月ヅキたちを振り返った。

「紹介しよう。メティス・グループの闘技用オートマタ開発チーム首席研究者であり、私の秘書でもある、ユーリだ」

「初めまして、ユーリ＝ハウエルズです！　シャチョーから聞いてますよ。ドクター・ビャクダンを目指す優秀な女子高生カノンちゃんと、その従弟いとこミナヅキくんですよね。あれあれ？　もう一人いますね。あっ、あたし知ってますよ！　あなたは共和国軍特別機動部隊《赤の乙女部隊スカーレット・メイデン》──」

「口を閉じろ、ユーリ。……こいつはお喋しやべりなんだ。許してほしい」

　ハウエルズがうんざりした顔で彼女を遮る。辟へき易えきとされてもユーリはニコニコしていた。口答えもしない。

「あの、ハウエルズってことは、ハウエルズさんの娘さんですか？」

　カノンが少女と男を見比べながら、恐る恐る訊きいた。途端にユーリの目がまん丸くなる。

「え、そんな風に見えますか!?　違いますよ。シャチョーとあたしは父娘じゃないです。シャチョーの娘とか畏れ多いですよ」

　ユーリはぶんぶんと手を振っているが、どことなく嬉うれしそうだ。

　リタがボソッと言う。

「全然似てないわよ。奥さん？　だったらどう見ても犯罪ね」

「リタさん、あんまりそういうことは……」

「遠い親戚の娘だ。これでまあまあ優秀なので傍そばに置いている」

　何でもないことのように言い、ハウエルズは少女たちの詮索を打ち切った。男はユーリの後ろにあるオートマタに目を留める。

「ユーリ、《機神戦士メタトロン》の調整はどうなっている？」

「バッチリですよ、シャチョー。《機神戦士メタトロン》はいつでも出撃できます。あとはリングに上げるだけです」

「《機神戦士メタトロン》……？」

　カノンが不思議そうな声を上げた。

[image: ]

「我が社が開発した闘技用オートマタだ。オートマタファイトという競技は知っているかね？　機械人形を独自のルールで戦わせ、優劣を競わせるものだ。メティス・グループは幅広い製品を取り扱っているが、闘技用には特に力を入れている」

「オートマタファイト……聞いたことはありますが、あまり知らないです」

「おや、ミス・ザンデルホルツは戦闘用の《白びやく檀だん式しき》には並々ならぬ関心があるのに、闘技用には惹ひかれないのかね？　同じ『闘うための』オートマタなのだが」

　ハウエルズの視線が鋭さを増した気がした。

　カノンは気まずそうに頰をかく。

「わたしはどちらかと言うと、歯車ギアに興味があるので……」

「内部構造に関心があるタイプか。そういう研究者もいるな」

　一つ頷うなずいたハウエルズはリングを見上げた。

「それでは、簡単にオートマタファイトの説明をしよう。これは企業の宣伝という側面が非常に大きい競技だ。それぞれの企業が技術力を尽くし、闘技用オートマタを製作する。相手を倒すことは即すなわち、自社の技術が相手企業より上であると世間に示すことだ。無名の企業がオートマタファイトでよい成績を出し、一躍有名になるのはそう珍しい事例ではない」

「シャチョーの設計した闘技用オートマタは、ここ数年、出場したすべての試合で優勝しているんですよ！　誰もシャチョーの技術力には追いつけません。明日の試合でも、優勝は間違いなく《機神戦士メタトロン》ですね」

「ディーツェ・フェアでは明日、特設ステージでオートマタファイトが開催される。この《機神戦士メタトロン》はそこに出場予定だ。明日はキミたちの席も用意している。《機神戦士メタトロン》が活躍する様を間近で見るといい」

　二人の言葉を聞き流し、水ミ無ナ月ヅキは周囲を見渡した。

　倉庫のような空間で、外の賑にぎやかな音はまったく聞こえない。暗証番号付きのドアは随分と分厚かった。ここは人の出入りがかなり厳重に制限されているようだ。

　カノンが訊きく。

「では、ハウエルズさんが昨日仰おつしやっていた、メティス・グループの最新技術を使った最強のオートマタとは……」

「もちろん、この《機神戦士メタトロン》のことだ」

　カノンも水ミ無ナ月ヅキも自然とそれに目を向けていた。

　リングの脇に直立している、闘技用オートマタ《機神戦士メタトロン》。

　──これに、《白びやく檀だん式しき》と同じ人工頭脳が入っているかもしれない。

　リタだけが事の重大性を理解していないのか、「へえー、これが最強のオートマタ……？」と首を捻ひねっていた。

　基本的にオートマタは、人間が馴な染じみやすいよう、人と同じ見た目に作られる。

　しかし、《機神戦士メタトロン》は人の形をしてはいるものの、全身がメタリックな装甲に覆われていた。肌色の部分は一切なく、機械であることが一目でわかる。親近感を抱かせるように作られる顔も、フルフェイスのヘルメットだった。当然のごとく表情は存在しない。

「どうだね、ミス・ザンデルホルツ。せっかく我が社の技術の結晶があるんだ。好きに見てくれて構わないよ」

「今、《機神戦士メタトロン》は終了シャットダウンしています。近寄っても大丈夫ですよ」

　ハウエルズとユーリに促されたが、「はい……」と言いつつカノンは動かなかった。小首を傾かしげて機械人形を眺めているだけだ。興味がある様子ではない。

　それは、オートマタマニアの彼女にしては珍しいことだった。

「カノン、いじってみないの？　なら、わたくしが触ってみるわ」

　リタがカノンに代わって《機神戦士メタトロン》に近付く。武骨な機械人形の正面に立ったリタは、無造作にヘルメットを両手で摑つかんだ。

「あら？　おかしいわ、これ。ヘルメットが外れないじゃない。ミナヅキ、手伝って。わたくしが頭を引っ張るから、ミナヅキは足を……」

　リタは機械人形の頭を乱暴に持ち上げようとしている。ユーリが慌てて止めに入った。

「わわわ、ダメです、無理に引っ張らないでください！　ヘルメットは取り外せる仕様じゃないです！」

「え、なんで外せないのよ。顔が見えないじゃない」

「ヘルメットが顔なんです。そういう仕様なんです！」

「ふーん、つまんないわね」

「つまるとかつまらないとか、そういう問題じゃありません！　最も効率的でスタイリッシュなオートマタはこういうものなんです！　まったく、シャチョーの傑作を何だと思ってるんですか。もっと丁寧に扱ってくださいよ」

　リタを追い払ったユーリはぶつくさ言いながら、ズレた《機神戦士メタトロン》の位置を正す。リタが触れた箇所を布で拭って磨く徹底ぶりだ。

　そんな騒動があっても、ハウエルズの視線はカノンに据えられていた。《機神戦士メタトロン》に興味を示さないカノンが気がかりなようだ。

「ふむ、キミは内部構造に関心があるんだったか。それなら歯車ギアを見てみるかね？」

「いいんですか？」

　カノンの瞳が好奇心に彩いろどられた。同時に慎重な返答にもなる。

　闘技用オートマタは販売目的で作られていない。メティス・グループの叡えい智ちを集めた、いわば企業秘密の塊である。その内部構造は絶対に秘匿しなければならないはずだった。

　ハウエルズは思わせぶりに笑う。

「構わないとも。キミが歯車ギアを見なければ興味を持てないのなら、見せてあげよう。……ユーリ、それのボディを開け」

「はい、シャチョー」

　白衣のポケットからドライバーを出したユーリは、手慣れた様子で《機神戦士メタトロン》の脇の下にあるネジを緩めていく。胸を覆う装甲が少し緩んだところで手を内側へ差し入れた。胸板の中央にあるストッパーを外し、オートマタの胸を観音開きに開く。

　普段は決して人目に触れないその箇所が、蛍光灯に照らし出された。

　瞬間、カノンが息を吞のむ。

「波動歯車ハーモニー・ギア……！」

　それは間違いなく、世間で忌避されている波動歯車ハーモニー・ギアだった。

《白びやく檀だん式しき》に使われ、多くの技師が危険だとして扱わなくなった貴重な歯車ギア。それが、《機神戦士メタトロン》の胴体に嵌はめ込こまれている。

　離れたところから眺めているだけだったカノンが動いた。目の色を変えて《機神戦士メタトロン》に駆け寄り、歯車ギアを間近で凝視する。

「……なんて複雑な組み方。配置が《白びやく檀だん式しき》と全然違うから、動きがまったく想像できない。それに、こんなにたくさんの歯車ギアを一つの関節に集中させて……こんな組み方もできるなんて知らなかった……」

「ふふふ、そうでしょう、そうでしょう！　シャチョーは世界一の技師ですからね。どんな歯車ギアも完璧に組めてしまうんですよ！　いやあ、カノンちゃんにはシャチョーの素晴らしさがちゃんとわかるようですね」

「待って。わたくしには全然わからないわ。なんで《白びやく檀だん式しき》を非難していたあなたが、自社のオートマタに波動歯車ハーモニー・ギアを使っているのよ」

　リタがハウエルズに詰め寄った。

「波動歯車ハーモニー・ギアを使ったら、虐殺オートマタになるんじゃないの!?　そういう話だったはずよ」

「《白びやく檀だん式しき》暴走の原因は波動歯車ハーモニー・ギアの破損だが、歯車ギア自体に罪はないというのが私の見解だ。世間では誤解されている節がある」

「どういうことよ」

「ミス・ザンデルホルツとの議論でも言ったが、《白びやく檀だん式しき》は余計なものを詰め込みすぎた。人工臓器がいい例だ。聞くところによると、あれは食事機能まであったらしいじゃないか。オートマタが食事など、まったくもってナンセンスだ」

　断じるハウエルズを水ミ無ナ月ヅキはひた、と見据えた。

「余計な部品パーツを入れたのが原因で《白びやく檀だん式しき》の歯車は劣化を早めた。私はドクター・ビャクダンの失敗を踏まえ、《機神戦士メタトロン》には余分なものを入れていない。そのため《機神戦士メタトロン》は簡単に暴走しない。虐殺オートマタにはなりようがないのだ」

　……真実は違うのだが、彼の論理に破綻はない。水ミ無ナ月ヅキもリタも言い返せず、黙り込む。

　ハウエルズは、歯車ギアに夢中になっているカノンに近付いた。

「《機神戦士メタトロン》には興味を持ってもらえたようだね」

「はい。《白びやく檀だん式しき》と同じ波動歯車ハーモニー・ギアなのに、組み方がまるで違いますね。これは設計図も見てみたいです」

「残念だが、設計図は社外秘だ。キミがメティス・グループに入って、闘技用開発チームに加われば話は別だが」

「っ!?」

　カノンが瞠どう目もくしてハウエルズを見上げた。

「言ったろう？　キミには技師としてのセンスがある。それは天性のもので何物にも代えがたい。我が社に入って勉強すれば、キミの才能はもっと花開くだろう」

「それは、わたしをメティス・グループの社員として採用したい、ということですか……？」

　確認したカノンの声は緊張のせいか、わずかに震えていた。

　ハウエルズは勿もつ体たいぶった仕草で頷うなずく。

「どうだね、ミス・ザンデルホルツ。うちで働く気はないかね？」

　時が止まったように全員の動きが静止した。

　クシャ、と微かすかな音がして水ミ無ナ月ヅキは目を向ける。リタの手の中でパンフレットが潰れた音だった。

　リタはパンフレットの先を勢いよく男へ突きつける。

「何言ってるのよっ。カノンがメティス・グループなんかに入るわけないじゃない！」

「それは聞き捨てならない台詞せりふですね、リタ嬢。世界最高の技術力を持ったシャチョーの下で働けるんですよ？　これ以上に栄誉なことはないはずですが？」

　リタとユーリは一触即発な雰囲気だ。

　しかし、ハウエルズはどちらにも気を留とめなかった。白銀の少女だけに執拗な視線を注いでいる。

「もちろんまだ学生なので、正社員というわけにはいかないだろう。だが、学校卒業後はメティス・グループの正社員として迎えることを約束しよう。学生のうちは契約研究員として我が社のために働いてもらう。キミにとって悪い話ではないはずだが？」

　悪い話じゃないどころか、とんでもなく良いい話だろう。どれだけの学生が業界最大手のメティス・グループに入社したいと思っているのか。

　ハウエルズに見つめられ、カノンは居心地悪そうに身じろぎした。

「……あの、突然のことで戸惑っているんですが……」

「無理もない。キミの将来を左右する大事なことだ。どの選択が最善か、よく考えたほうがいい。特に、その波動歯車ハーモニー・ギアを組むセンスは、どうすれば活いかせるのか」

　ハウエルズの言葉の意図が摑つかみきれず、カノンは首を傾かしげる。

「ミス・ザンデルホルツ、波動歯車ハーモニー・ギアを扱っているメーカーを知っているかね？」

　カノンがはっとした顔になった。

「私も長く業界にいるが、他社で波動歯車ハーモニー・ギアを使った製品を見たことがない。ケルナーの悲劇以降、波動歯車ハーモニー・ギアは不買運動が行われるくらい人気のない歯車ギアだ。元々、波動歯車ハーモニー・ギアは歴史的にも新しく、よく知られていなかった。それをドクター・ビャクダンが《白びやく檀だん式しき》に使用したことで一躍有名になった、という背景がある」

「それは知っています。遊星歯車ギャラクシー・ギアよりエネルギー効率がよい歯車ギアを、と望まれて波動歯車ハーモニー・ギアは開発されました。ですが、手軽に組める歯車ギアではないため、波動歯車ハーモニー・ギアを敬遠する技師は多く、それでケルナーの悲劇があったから、さらに……」

「そう。今、波動歯車ハーモニー・ギアを扱う技術はどの社からも求められず、故にそれを研究している技師は極端に少ないのだよ。優れたエネルギー効率、小型で軽量、高い耐久性を兼ね備えた歯車ギアなのに、嘆かわしいことだ」

　男は眉を下げて首を振っていたが、口調はまったく嘆いていなかった。

「つまり、わたしが波動歯車ハーモニー・ギアを使ったオートマタを作りたければ、メティス・グループに入るしかない、ということですか」

「私の主張は理解してくれたようだ。ミス・ザンデルホルツには闘技用開発チームに入ってもらいたい。波動歯車ハーモニー・ギアを組むセンスのあるキミが加われば、うちのオートマタはもっと進化するだろう。誰に謗そしられることなく波動歯車ハーモニー・ギアを扱えるのは、キミにとって大きなメリットなはずだが？」

　カノンが思案げに黙した。

　リタが「ちょ、ちょっとカノン。カノンが社員になっちゃったら、わたくしたちがメティス・グループを潰……」と言ったところで、水ミ無ナ月ヅキがリタの口を塞ぐ。社長を前にして「会社を潰す」なんて言ったら、大問題である。

　──これは、どういう状況だ？

　水ミ無ナ月ヅキはハウエルズとカノンを見比べて考える。

　カノンはメティス・グループの人工頭脳を知りたくてやってきた。そこで、ハウエルズはカノンを社員にしたいと言う。

　ハウエルズの提案はあまりに魅力的なものだ。一世を風ふう靡びするメティス・グループに入社し、そこで最新のオートマタ開発に携わる。誰が聞いても羨む、勝ち組だ。

　だからこそ、怪しい。うまい話には裏があるものだ。

　カノンが波動歯車ハーモニー・ギアに精通しているのは間違いない。そんな技師が貴重なのも理解できる。しかし何な故ぜ、まだ高校生のカノンに執着するのか。メティス・グループほどの大企業なら、優秀な社員に波動歯車ハーモニー・ギアを研究させれば済む話ではないのか。

　ハウエルズがカノンに固執する本当の理由は何だ──？

　室内に沈黙が流れる。

　答えを出さないカノンに焦じれたのか、ハウエルズはステッキを床に打ちつけていた。

「では、《機神戦士メタトロン》の性能を実際に見てみるかね。動いていないのでは、キミもこの製品を評価できないだろう」

　ハウエルズは水ミ無ナ月ヅキに目を移す。

「ミスター・ザンデルホルツ、《機神戦士メタトロン》と戦ってみないか？」

「は？」

　思わず呆ほうけた声が出た。

「聞けば、キミはスポーツ万能だそうじゃないか。吸血鬼にも剣の試合で勝ったとか。《機神戦士メタトロン》の相手として適役だと思うのだが」

　マイヤーから聞いたのだろう。ハウエルズは今日会ったとき、水ミ無ナ月ヅキの成績を担任から聞いたと言っていた。

　水ミ無ナ月ヅキが体育の授業で目立っていることや、リタとの勝負で勝ったのは、紛れもない事実である。だからといって、得体の知れない闘技用オートマタと戦いたいとは思わない。

　返答を躊躇ためらっていると、ハウエルズは笑顔で続ける。

「なーに、そう気負うことはない。ミス・ザンデルホルツに《機神戦士メタトロン》の挙動を見せるため、少しばかりキミに協力してもらうだけだよ」







　ベスト状のプロテクターを付け、水ミ無ナ月ヅキはリングに上がっていた。

　七メートル四方の正方形をしたリングだ。周囲にはゴム製のロープが張られている。リングは一メートルほど高い位置にあり、カノンは水ミ無ナ月ヅキを不安そうに見上げていた。

「水ミ無ナ月ヅキ、大丈夫？　危なくなったら、すぐに試合放棄していいんだからね」

「問題ない。俺は戦闘用だ。オートマタ同士のお遊び競技用に、あっさり負けることはない」

「そんなことは心配してない！　水ミ無ナ月ヅキが強いのはわかってるし、たぶん闘技用に相手を破壊する仕様はない。試合の度にオートマタが壊れてたら損失が大きすぎるし」

「なら、俺が危なくなることはないだろう。いざとなったら、俺が壊す」

「それが危ないの！　そんなことして水ミ無ナ月ヅキの正体がバレたらどうするの。明日イベントに出すオートマタを壊したら大変だし。あくまで水ミ無ナ月ヅキは人間ということになっているんだから」

「わかっている。暗器も人間以上の力もなし、だろ」

「そう。それから、これは気を付けておいてほしいんだけど……」

「準備はいいかね？」

　横からハウエルズに声をかけられ、水ミ無ナ月ヅキとカノンは内緒話を止やめた。

「試合に入る前に、オートマタファイトの簡単なルールを教えておこう。オートマタファイトは二体のオートマタがそれぞれ闘技用の剣を使って戦う」

　白衣の裾を引きずってやってきたユーリが、水ミ無ナ月ヅキに黒く塗られた剣を差し出した。その際、眼鏡越しにじっと見つめられる。何か思うところがある目つきだった。

　疑問に思ったが、水ミ無ナ月ヅキが口を開く前に白衣の少女は去っていく。

　闘技用の剣はロングソードと同じ長さだが、普通の剣と違って刃がなかった。先端も尖とがっていない。

「相手の有効範囲に剣を当てることが唯一の勝利条件だ。有効範囲はそのプロテクターに丸で描かれている」

　見下ろすと、プロテクターの左胸には直径十センチほどの黒い円があった。

「……心臓の位置だな」

　それは吸血鬼にとって唯一の急所だ。水ミ無ナ月ヅキが『敵』を認識したときに現れる、ここを狙えば死ぬ、というマークとまったく同じ大きさだった。

　水ミ無ナ月ヅキの発言をスルーしてハウエルズは言う。

「背面の同じ位置にも、前面と変わらぬ大きさの円が描かれている。有効範囲はその二か所だけだ」

　完全に心臓を狙っているな、と加えて思ったが、今度は口に出さなかった。言っても、どうせまた無視されるだけだ。

「有効範囲外に剣が当たっても、それはすべて無効だ。もし故意に範囲外を攻撃した場合は、反則負けとなる。《機神戦士メタトロン》はそのルールに則のつとって行動するため、ミスター・ザンデルホルツも有効範囲以外への攻撃は控えてほしい」

「もし間違って他の場所に当たった場合は仕方ないわよね。ミナヅキは強いから、それでオートマタが壊れちゃうかも」

　ぷくく、と口元を手で隠しながらリタが言う。完全に確信犯の顔だ。

　なるほど、と水ミ無ナ月ヅキは思った。

「確かに、ついうっかり他の部位を攻撃してしまうかもしれません。有効範囲を狙うことに慣れていないので」

　真っ赤な噓うそだ。だが、この機会にヘルメットを割って人工頭脳を見ることができたら、それでこちらの目的は達成である。

　カノンが「ちょ、二人共!?」と慌てるが、ハウエルズは軽く鼻で笑った。

「心配しなくても、《機神戦士メタトロン》は頑丈に作っている。いくらミスター・ザンデルホルツが怪力でも壊れることはないだろう」

　チッ、とリタが舌打ちをした。

　ハウエルズはまったく気にした様子もなく続ける。

「《機神戦士メタトロン》には直じかに有効範囲が描かれている。そこに剣が当たれば、リングの外にある審判機が鳴り、一本取ったとわかる仕組みだ」

「このプロテクターにも同じ効果が？」

「もちろんだ。試合時間は五分間だが、先にどちらかが一本取った時点で終わりとなる。正式の試合ではそれを五セット行うが、」

「そんな長時間!?」

　そこでカノンが大声を上げた。

　──言うほど長時間ではないはずだが。

　水ミ無ナ月ヅキだけではなくハウエルズも怪け訝げんな顔になる。カノンが慌てて口を両手で押さえた。

　ハウエルズが咳せき払ばらいをして続ける。

「……今回は正式な試合ではないため、一セットで十分だろう。それで《機神戦士メタトロン》の性能は理解してもらえるはずだ。構わないかね？」

「あ、大丈夫です」

　胸を撫なで下おろして言うカノン。

「キミも質問がなければ始めるが？」

　リングを見上げたハウエルズに水ミ無ナ月ヅキは頷うなずいた。

「ユーリ、いいぞ」

「はい、シャチョー。ただいま起動します」

　ハウエルズに元気よく応じたユーリは、装甲に覆われた機械人形に向き直った。

　ユーリが一つ息を吸う。

　イベントの喧けん騒そうから隔絶された空間で、彼女は朗々と起動命令ウェイクアップを唱えた。




「目覚めよ、《機神戦士メタトロン》。汝なんじの敵を討て」




　起動命令ウェイクアップと終了命令シャットダウンの言葉は、そのオートマタを製作した技師が自由に設定できる。

　特に起動命令ウェイクアップは、オートマタにとって生まれて初めて知覚する言葉だ。所有者マスターの声でそれを聞いて、オートマタは生を受ける。自分がこの世に生み出された歓よろこびを知る。少なくとも水ミ無ナ月ヅキはそうだった。

『おはよう、水ミ無ナ月ヅキ。今日も素敵な日よ』

　それが水ミ無ナ月ヅキの起動命令ウェイクアップの言葉だ。今思えば、そこには『母』である春はる海みの願いが込められていた。

『汝なんじの敵を討て』。その文言が何より《機神戦士メタトロン》に望まれたものを表していた。

　五人が注視する中、ヘルメットの目元に赤いライトが二つ、ぼんやりと灯ともった。おそらくそれが彼の目なのだろう。

　フシューと排気音らしきものが無機質な身体からだから発せられる。だが、それだけだった。立っている彼は、命令を与えられなければ動かない機械のように微動だにしない。会話機能が搭載されているオートマタなら最初にする挨拶もなかった。

　──これに、俺と同じ人工頭脳が入っているだと……？

　水ミ無ナ月ヅキはリング上から《機神戦士メタトロン》を見下ろし、眉をひそめた。

　感情や自由意志どころか、表情も仕草も言語も排除されている。とても『脳』を持ったオートマタとは思えない。これならまだ、ブースの入口に立っていた接客用オートマタのほうが、それらしかった。

　ユーリは所有者マスターだけができる強制命令オーダーを行使する。

「オーダー、《機神戦士メタトロン》。リングに上がって」

　瞬間、機械人形が跳んだ。

　重そうな見た目とは裏腹に、《機神戦士メタトロン》は数メートルも跳躍した。トン、と軽微な足音と共にリングに下り立つ。その瞬間、彼の足元が撓むのを水ミ無ナ月ヅキは見逃さなかった。重量はきちんとあるようだ。

　身長は両者共、そう変わらない。ただ、彼はごつごつした装甲を纏まとって横幅があり、水ミ無ナ月ヅキは折れそうなほど細い少年だった。

「オーダー、《機神戦士メタトロン》。戦闘準備」

　ユーリの声で闘技用オートマタは腰にさしていた剣を抜いた。キレのある動きで機械人形は剣先を突き出す。

　水ミ無ナ月ヅキも両手で剣を持ち、正せい眼がんに構えた。

　両者の動きがぴたりと止まったのを見計らい、ユーリが告げる。

「──ＦＩＧＨＴ，ＧＯ──!!」

　ユーリの言い終えないうちだった。

《機神戦士メタトロン》の姿がブレる。

　水ミ無ナ月ヅキが戸惑ったとき、金属のぶつかる硬質な音が室内に響いた。

　──何……!?

　試合開始から一秒も経たっていない。

　水ミ無ナ月ヅキの胸、円から数センチ離れたところには既に剣先がぶつかっていた。反射的に水ミ無ナ月ヅキが身体からだを逸そらしていなければ、始まったと同時に試合は終わっていただろう。

　──こいつ、スピードは俺と同等か。

《機神戦士メタトロン》は重量に反して素早く動けるようだ。最新の人工筋肉や伝達速度の速い神経ケーブルが使われているのだろう。

　水ミ無ナ月ヅキは瞬時にそう分析し、目を細めた。

　対面には、先手必勝を仕掛けてきた機械人形がいる。その真っ黒いヘルメットからは何の感情も読み取れない。

　やりづらいな、とふと思う。

　視線、表情、仕草……。それらのほんのわずかなモーションから、水ミ無ナ月ヅキは敵の次の動きを予測する。それが一切できないのだ。

　水ミ無ナ月ヅキもすぐさま敵の有効範囲を狙い、剣を突き出す。だが、水ミ無ナ月ヅキが動いたときには、《機神戦士メタトロン》はサイドステップで距離を取っていた。剣を届かせるべく水ミ無ナ月ヅキは踏み込む。

　それを機械人形は片手で持った剣で払った。

「なっ!?」

　衝撃が水ミ無ナ月ヅキの手に走る。気付けば、手にあった剣が飛んでいた。敵のパワーが水ミ無ナ月ヅキの想定をはるかに超えていたため、受け切れなかったのだ。

　小さく舌打ちをした水ミ無ナ月ヅキは、後方へ跳躍して敵の斬撃を躱かわす。着地と同時に、リングの端に落ちた剣を拾った。《機神戦士メタトロン》は様子を見ているのか、追ってこない。

　剣を構え直した水ミ無ナ月ヅキは、気を引き締めて機械人形を睨にらみつけた。







「……ハウエルズさん、わたし、闘技用オートマタを甘く見ていました。こんなに本格的に戦えるものなんですね」

　リングの下で、カノンは試合から目を離さずに言った。

　水ミ無ナ月ヅキと《機神戦士メタトロン》は互いに攻撃機会を窺うかがい、リングの中を慎重に回っている。

「そう言ってくれると見せた甲か斐いがあったよ。どうだね、闘技用オートマタを開発してみたくなったかね？」

「あれは、戦闘用オートマタに入らないんですか？」

　剣のぶつかる音がした。

《機神戦士メタトロン》が積極的に距離を詰め、水ミ無ナ月ヅキを襲う。激しい剣けん戟げきを受けて、華きや奢しやな少年は後退していた。

「巧みな剣術プログラムに、心臓を狙う仕様。もしあの剣が銀でできていたら、あのオートマタは吸血鬼を殺せますよね。相手がプロテクターを付けていなければ、簡単に人や吸血鬼を殺せてしまう。戦闘用オートマタという区分が適切なように、わたしには思えるのですが」

「発言には気を付けたまえ、ミス・ザンデルホルツ。あれは闘技用だ。イエッセル条約で禁止されている戦闘用では決してない」

「ですが……」

「何をもって戦闘用とするか。それは製作者が決めるものなのだよ」

　ハウエルズの有無を言わせない声に、カノンが口を噤つぐんだ。

　無心で戦闘を繰り広げる《機神戦士メタトロン》を男は見つめる。

「人を殺せるか否いなかで考えたら、すべてのオートマタが戦闘用になる。例えば、工事用オートマタは鉄骨を落とすことで人を殺せる。接客用オートマタは爆弾を運ぶことで人を殺せる。所有者マスターが悪意をもって使えば、そのオートマタはどんな用途であれ危険だ。オートマタに限らず道具とはそうではないかね。使用者が本来の用途のみに使ってくれるとは限らない。殺人事件に使われた刃物は、殺人用に売られていたのかね？」

「それは……」

「結局のところ、用途というのは製作者が定めた推奨用途でしかない。製品として製作したオートマタはすべて、国に用途を届け出なければならない。《機神戦士メタトロン》は私が闘技用と定めたが故に闘技用なのだよ」

　カノンは黙してリングを見つめた。

　ハウエルズが白銀の少女を横目で窺うかがう。祈るような表情をしているカノンに、男はふっと笑みを零こぼした。

「彼が心配かね？　案ずることはない。これはただの模擬戦だ。《機神戦士メタトロン》は対人戦用に、出力を弱く調整しているよ。彼が怪け我がをすることはないだろう」







　──何言ってやがる。

　ハウエルズの言葉を聞きながら、リング上で水ミ無ナ月ヅキは歯は嚙がみしていた。

　対人戦用に調整だと？　調整ミスも甚だしい。人間が相手をしていたら、間違いなく死人が出ているぞ……！

　轟ごう、と風を切って剣先が迫る。

　水ミ無ナ月ヅキは戦闘用オートマタの反応速度をもって、それを躱かわした。同時に反撃を繰り出す。だが、水ミ無ナ月ヅキの剣は敵の一振りで易やす々やすと薙なぎ払はらわれてしまった。

　敵のパワーが圧倒的に強すぎる。壊さないよう手加減するどころではない。手加減したら、壊されるのはこっちだ。

　剣を交える度に後退し、水ミ無ナ月ヅキはいつの間にかリングの隅へ追い詰められていた。《機神戦士メタトロン》は逃げ場をなくした少年へ容赦なく剣を振り下ろす。それを辛うじて受け止めた。

　ガキン、と金属音が響く。

「くっ……！」

　思わず水ミ無ナ月ヅキの口から苦く悶もんの声が洩もれた。

　ぶつかった剣同士がギチギチと悲鳴を上げている。とても人間が受け止められるものではない。調整ミスを指摘したかったが、それを言ったら水ミ無ナ月ヅキが今まで対処できていることに疑問を持たれてしまう。申告はできないのだ。

「いっけえええ、ミナヅキ！　そんなオートマタ、壊しちゃいなさいっ！」

「リタさん、壊したら大おお事ごとだから！　弁償とかできないから！」

　さっきからリタは無責任な声援をして、カノンは水ミ無ナ月ヅキが「壊さないか」を心配している。

　二人共、まさか水ミ無ナ月ヅキが全力で戦っているとは思っていないのだ。

　懸命に剣を押し返す水ミ無ナ月ヅキは、ハウエルズたちをちらりと見み遣やった。

　瞬間、白衣の少女が薄笑いを浮かべているのに気付き、胸がざわりとする。

　ハウエルズはカノンにしか興味がないようで、白銀の少女ばかりを見ている。試合の行方はどうでもいいのだろう。

　問題はユーリだ。

　この《機神戦士メタトロン》の調整は彼女がしていた。開発チームの首席研究員なら、《機神戦士メタトロン》の危険性は熟知しているだろう。対人戦用の調整なんて人命に関わる重要事項をミスするのは、不注意を通り越してもはや不自然だった。

　──あいつがわざとやったのか？

　すぐに「何のために？」という疑問も浮かんだが、答えは思いつかなかった。

　フシュー、と排気音がして、水ミ無ナ月ヅキは目の前に意識を戻す。

　剣を切り結んだ先、無機質なヘルメットがこっちを見ていた。まるで、よそ見をしている余裕があるのか？　と水ミ無ナ月ヅキに問いかけているようだ。

　──余裕なんかない。

　この試合で身体からだを大きく損傷すれば、ディーツェ・フェアでのカノンの護衛は果たせない。それは水ミ無ナ月ヅキにとって、最も危惧すべき事態だった。
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　漆黒の瞳が殺意を帯びる。

　押し負ける前に、水ミ無ナ月ヅキは本来なら行き場のない後方へ跳んでいた。そこにあったのは、リングのロープ。その上に乗った水ミ無ナ月ヅキは、《機神戦士メタトロン》の斬撃を躱して跳躍する。ロープの伸縮性を活いかし、曲芸師のように跳び回った。

「水ミ無ナ月ヅキ……？」

　少年の姿を捉えられなくなったカノンが不思議そうな声を上げる。

　水ミ無ナ月ヅキは《機神戦士メタトロン》に比べ、パワーでかなり劣る。攻撃を受け止められたら確実に弾はじかれてしまうのだ。

　なら、敵が防御できないよう不意を突けばいい。

　敵の目から姿を晦くらますため、水ミ無ナ月ヅキはリング上を縦横無尽に跳ぶ。《機神戦士メタトロン》はさっきからぴたりと動作を止めていた。ヘルメットは微動だにしない。

　敵は水ミ無ナ月ヅキを見失っている。

　それを確信した水ミ無ナ月ヅキは仕掛けた。

《機神戦士メタトロン》の真後ろにあるロープに着地。敵の背後から音もなく迫る。機械人形は振り向かない。

　──勝った！

　ほくそ笑み、水ミ無ナ月ヅキが有効範囲へ剣を突き出したときだった。

　ぐるり、と《機神戦士メタトロン》の腕が百八十度回った。

「は？」

　人間の肩の動きではない。いや、《機神戦士メタトロン》はオートマタだ。だが、オートマタとは人間の動きを踏襲するものであり──

　一瞬の思考。その隙に水ミ無ナ月ヅキの剣は弾はじかれていた。

　がら空きになった水ミ無ナ月ヅキの左胸を敵の剣先が狙う。ありえない攻撃だ。《機神戦士メタトロン》は前を向いたまま、背後へ剣を突き出しているのだ。異様としか言いようがない。

　不可解な一撃を水ミ無ナ月ヅキが咄とつ嗟さに腕で庇かばったのは本能のようなものだった。

　闘技用の剣は尖とがっていない。しかし、金属であることに変わりはなく、それが目にも留とまらぬスピードでぶつかってきたら、十分殺傷力はある。

《機神戦士メタトロン》の剣は烈しく少年を突き、華きや奢しやな身体からだを吹っ飛ばした。

　カノンの悲鳴とリタの驚きよう愕がくが重なって聞こえた。

　辺りには赤が散っていた。

　飛ばされた水ミ無ナ月ヅキはリングのロープにぶつかり、膝をつく。剣の直撃を受けた手首は人工皮膚が裂け、人工血液が溢あふれていた。

　フシューと排気音がする。水ミ無ナ月ヅキが目を上げると、奴やつが突進してくるところだった。決定的な敗北を刻み付けるべく、不気味な機械人形は少年に迫る。

　水ミ無ナ月ヅキは歯は嚙がみした。

　相手が『機械』であるのを否いや応おうなしに認識させられた。水ミ無ナ月ヅキも同じオートマタなのだが、目の前の敵は人間らしさが徹底的に排除されている。

　だからといって、負けるのは癪しやくだ。

　床に膝をついたまま、水ミ無ナ月ヅキも闘志を滾たぎらせ剣を握った。そのとき、

「もうやめてっ!!」

　カノンの悲痛な叫びが響いた。

　しかし、カノンの声では《機神戦士メタトロン》は止まらない。カノンは横にいるハウエルズに涙声で訴える。

「もうわかりましたから！　早く試合を止めて……！」

　ハウエルズがユーリに目配せする。

「オーダー、ストップ」

　ユーリの強制命令オーダーで、今にも水ミ無ナ月ヅキの胸を突こうとしていた《機神戦士メタトロン》はぴたりと動かなくなった。水ミ無ナ月ヅキも剣を下ろす。

　カノンはリングに駆け寄るなり、顔を青くした。少年の手を取る。

「水ミ無ナ月ヅキ、大変……！　ひどい怪け我が……」

「問題ない。左手の甲から手首にかけて切っただけだ」

　水ミ無ナ月ヅキに痛覚はなく、失血したところで貧血のリスクもない。傷も深手ではなく、神経ケーブルや人工骨が露出する、という事態にはならなかった。これを見ただけでは水ミ無ナ月ヅキがオートマタだとはわからないはずだ。

　だが、カノンは怒ったような表情で「問題ある！」と断じた。

「ハウエルズさん、救急箱ありますか？」

　振り返ったカノンに、ハウエルズは感情のない声で一言「ユーリ」と言った。

「はい、シャチョー。救急箱ですね？　すぐ持って来ます」

　白衣を翻ひるがえし、少女がぱたぱたと駆けていく。

　リタは水ミ無ナ月ヅキの傷を見て、不思議そうに首を傾かしげた。

「ミナヅキ、油断してたの？　闘技用にやられるなんて……」

　いや、と水ミ無ナ月ヅキは返し、動かなくなった闘技用オートマタを見た。

　ハウエルズはリング上に残されている《機神戦士メタトロン》の背中を開けていた。それを見つめていた男の頰がぴくり、と動く。

「あの《機神戦士メタトロン》、俺が背後から攻撃したにもかかわらず、振り向かずに対処していた。どうしてそんなことができたのか……」

　水ミ無ナ月ヅキとしては、負傷したことよりそっちのほうが衝撃的だった。水ミ無ナ月ヅキの言葉にハウエルズは首を回す。

「相手の背中を取る、という発想がもはや無意味なのだよ」

　ハウエルズは水ミ無ナ月ヅキを見つめて言った。彼の視線には、時代遅れなものに対する侮蔑と憐れん憫びんが込められているようだった。

「キミは《機神戦士メタトロン》の死角から攻撃したつもりだろうが、これに死角はない。そのように眼球カメラを配置している」

「ミナヅキくんは聖書偽典に出てくる天使メタトロンを知らないんですかー？　『出エジプト記』では、その姿は世界と同じくらい巨大で、顔は太陽よりも燦さん然ぜんと輝き、三十六対の翼と三十六万五千個の目を持つ炎の柱として描かれているんですよ。あたしにそんなに目があったら、逆にどこを見ているのかわからなくなりそうですけどね」

　話しながら戻ってきたユーリは、救急箱を「はい、どうぞ」と水ミ無ナ月ヅキへ差し出した。それをすかさず横からカノンが受け取る。

　救急箱を開けた少女は甲か斐い甲が斐いしく水ミ無ナ月ヅキの手当てを始めた。綺き麗れいなハンカチが汚れるのも厭いとわず人工血液を拭い、止血をしていく。

　水ミ無ナ月ヅキは処置をカノンに任せ、ハウエルズに問う。

「なら、あの肩の動きも考えがあって……？」

「どの方向から来た敵にも対処できるよう、《機神戦士メタトロン》の関節可動域は人間とは異なる。むしろ、どうして人間と同じだと思っていたのかね？」

　水ミ無ナ月ヅキの手に包帯を巻いていたカノンの肩が小さく震えた。

　不意に水ミ無ナ月ヅキは視線を感じた。横を見ると、白衣の少女がエメラルドの瞳を見開いて、こっちを凝視している。真顔で見つめてくる幼い少女は、どこか幽鬼じみていた。

　ハウエルズは《機神戦士メタトロン》を見下ろし、言う。

「闘技用オートマタは強さがすべてだ。それを人間に似せて、弱点をわざわざ残す理由がどこにある？　我々は最強の道具を作っているのだ。それは欠陥のない、完全なオートマタであるべきだ」

　自分に欠陥があると言われているようで、水ミ無ナ月ヅキは顔をしかめた。カノンを見ると、彼女は口を固く引き結んでいた。







「せっかくなのですが、メティス・グループに入社する話、お断りしようと思います」

　もう一度ハウエルズに問われたとき、カノンはきっぱりと言った。

　その瞬間、男がしたたかにステッキを打ち鳴らすのを聞いた。

「それはまた……理由を聞かせてもらえないか。何が気に入らないのかね？　そうか、まだ具体的な待遇を提示していなかったな」

「いえ、おカネの問題ではないんです」

　カノンはハウエルズを遮った。少女の瞳が《機神戦士メタトロン》をちらりと映す。

「メティス・グループの社員になれるのはとても魅力的です。ハウエルズさんの波動歯車ハーモニー・ギアの組み方を勉強したいという気持ちもあります。ですが、あれはわたしが作りたいものとは違うんです」

　すみません、とカノンは締しめ括くくった。俯うつむいていたが、少女の表情は頑かたくなな意志を宿し、強張っていた。

　ハウエルズは刺すような目つきでカノンを見下ろす。ユーリが《機神戦士メタトロン》を入れたコンテナを閉める手を止めて、二人を気遣わしげに窺うかがっていた。

　やがて男は唐突に笑顔になった。

「そうか。無理強いするわけにはいかない。残念だが、諦めよう」

　わざとらしいほどの明るい声音。あっさりと引き下がられ、逆に不安になったカノンがハウエルズを見上げる。

　男は腕時計を見て言った。

「すまないが、私はこれから取引先に顔を出さないといけない」

「いえ、お気になさらず……」

「代わりにユーリを付けよう。こいつは冗長だが、知識量は保証する。案内役としては適任だ。……ユーリ、あとは任せたぞ」

「はい、了解しました、シャチョー」

　ハウエルズに目を向けられ、ユーリはビシッと敬礼した。

「さあさあ、三人共、行きましょうかー。ディーツェ・フェアは見どころがいっぱいですよ。なんといっても六百以上の企業がブースを出していますからね。これだけのオートマタメーカーが揃そろうのは、一年でこの二日間だけですよ。どの会社も自慢の新作を揃そろえていますし、見るものすべて目新しいはずです。コンテストに使えるアイデアもきっと……」

　機関銃のように喋しやべりながらユーリが三人を出口へ促す。

　分厚いドアから出る前、ふと水ミ無ナ月ヅキは振り返ったが、男の姿は既になかった。

　関係者以外立ち入り禁止区域から出ると、そこは人でごった返していた。小柄なユーリはすぐに人に埋もれてしまいそうだ。

「例年、ディーツェ・フェアの来場者数は二日で十万人です。人がいっぱいなので、はぐれないようにしてくださいねー。さてさて、シャチョーに任されたので、張り切って案内しちゃいますよ。会場は大きく三つに分かれています。完成されたオートマタの展示・販売を行っている企業ブース、オートマタの部品パーツや付属品、その他改造用小物を取り扱う小売りブース、オートマタによるショーなどが見られる特設ステージです」

　元気よく話すユーリだが、三人の反応は残念ながら鈍い。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンの護衛をすることしか考えておらず、リタはオートマタに興味がない。唯一食いつくはずのカノンは、ハウエルズの誘いを断った手前、気まずさを覚えている。

　ユーリは三人の冴さえない表情を見渡し、「ふーむ」と唸うなった。

「じゃあ、ここはあたし一押しの歯車ギアを紹介するところですかね。ずばり九九九スリーナイン連結遊星歯車ギャラクシー・ギアですよ。それが全部、インボリュート歯形じゃなくてサイクロイド歯形なんです。どうです、最高じゃないですか？　すべての軸が一ミクロンもズレることなく、無数の歯車が回り続けることで描かれる理想郷ユートピア……！　それを見たとき、あたしは今なら宇宙の神秘を解き明かし、銀河フィラメントをも支配できるんじゃないかと錯覚しました」

　途端にカノンがキラキラした目で語り出す。

「わああすごい！　サイクロイド×遊星歯車ギャラクシー・ギアって全宇宙の理想形じゃないですか！　想像しただけで興奮してきました。完璧に調和の取れた美しい世界が見えるようです。きっとその新宇宙には無駄なエネルギーがないんですよね。ゼンマイから生み出された膨大なエネルギーが歯車を通して無数の星々に行き渡ることで、銀河全体が豊かになる。サイクロイド歯形はいわばダークエネルギーなんですよ」

「おお、よくわかってますね。さすがシャチョーが目をつけるだけあります。カノンちゃんとは話が合いそうです。さあ、九九九スリーナイン連結遊星歯車ギャラクシー・ギアを見に行きましょう！　あたしたちはビッグバンの目撃者になるんです！」

「はい、神が生み出した至高の宇宙空間へ行きましょう！」

　ユーリとカノンが異様なテンションで盛り上がる一方、リタと水ミ無ナ月ヅキは無言で立ち尽くしていた。

　ぽかーんとした表情のリタが水ミ無ナ月ヅキを見る。水ミ無ナ月ヅキは頭を抱えていた。

「ちょっとミナヅキ。何言ってんの、この二人」

「諦めろ。ああ、マニアが増えてしまった……」







　九九九スリーナイン連結遊星歯車ギャラクシー・ギアを四人で見に行き、現物を前にしてもユーリとカノンはマニアにしか通じない会話をしていた。

　水ミ無ナ月ヅキの所感では、やたら複雑な遊星歯車ギャラクシー・ギアで特に感慨は覚えなかった。どこにビッグバンが見えるのか、さっぱりわからない。リタに至っては一目見ただけで頭痛を訴える始末である。

　それでも、水ミ無ナ月ヅキはカノンにくっ付き、リタは水ミ無ナ月ヅキにくっ付いているため、三人が別行動になることはなかった。

　いくつかブースを巡ったところで、リタがくんくんと鼻を鳴らす。

「なんか美味おいしそうな匂いがするわね」

「これはチーズの匂い、それに……？」

　カノンも鼻をヒクつかせて辺りを見渡した。ユーリが笑顔で言う。

「ディーツェはフランスに近いので、チーズが美味おいしいですよ。会場内のレストランでは、チーズ・フォンデュを出していたはずです。きっとその匂いですねー」

　と、カノンとリタが顔を見合わせた。

「チーズ・フォンデュいいかも。お昼にしようか」

「わたくしも賛成よ。お腹なか空いてたのよね」

「じゃあ、あたしはレストランの外で待ってますね。出口付近にいるので、皆さんはゆっくり食事してきてください」

「え、ユーリさんも一緒に行きませんか？」

　カノンが不思議そうに言った。水ミ無ナ月ヅキもリタも同じような表情でユーリを見つめる。

　三人の視線を浴びた白衣の少女は、眼鏡の奥の瞳を瞬まばたかせた。それから困ったように小麦色の頭をかく。

「あはは、あたしはいいですよ。なんていうか皆さん、とても仲が良いので、あたしがお邪魔しても悪いですし……」

「別に邪魔なことはないわよね」

「そうですよ。誰もユーリさんを邪魔だなんて思いませんよ？」

　キョトンとするリタとカノンに、ユーリはこめかみをヒクつかせた。

「……いや、あなたたちはそりゃいいでしょうけどね。あたしはアウェイですから」

「そんなことないですよ。わたしたちは歯車ギアを語り合った仲じゃないですか。レストランでも語りましょう！」

「まだ歯車ギアについて話すつもりなの!?　さっき散々喋しやべってたわよね!?」

「リタさん、歯車ギアがこの世に誕生してから何百年経たっていると思ってるの？　たった数時間で語り尽くせるわけがない。……そういえば、リタさんもまだ全部の歯車ギアの話を聞いたわけじゃないよね」

「ひいいいっ、聞いたわ！　カノンの歯車ギアの話はもう十分よ！」

「十分？　でも、リタさんは学校の授業にもついていけてないし、たぶんそれは、わたしがリタさんにきちんと解説しきれていない証拠だと思う」

「違うわ！　わたくしがオートマタに詳しくないのはカノンのせいじゃないから安心して！」

「大丈夫だよ、リタさん。ディーツェ・フェアは歯車ギアの叡えい智ちを理解する絶好の機会だから。今日こそは平歯車プレーン・ギア、螺子歯車スパイラル・ギア、冠歯車クラウン・ギア、遊星歯車ギャラクシー・ギアまでたっぷり解説して……」

「ああん、助けて、ミナヅキ！　カノンが、カノンがああっ！」

　わーわー喚わめく紅白の少女を前にして、ユーリは居心地悪そうに身体からだを揺らす。

「あのー、あたし本当に外で待ってますんで、お気遣いなく……」

　そろそろと退散しようとする白衣の襟首を、水ミ無ナ月ヅキはがしっと摑んだ。振り返った少女に真面目な顔で言う。

「俺たちに歯車ギアを語られたら迷惑なんだ。マニア同士で話してくれ」







　レストランは木造の山小屋をイメージした内装だった。陽気な音楽が流れていて、店内はたくさんの客で賑にぎわっている。

　展示場の内部にあるため、店内は完全に締め切られていない。チーズの匂いが会場中に漂うのも道理である。

　四人は壁際の奥まったテーブルに案内された。カノンの隣に水ミ無ナ月ヅキ、水ミ無ナ月ヅキの向かいにリタ、リタの隣にユーリという席順だ。

「ユーリさんはいつからメティス・グループに勤めているんですか？」

　店員の接客用オートマタにチーズ・フォンデュを人数分注文したところで、カノンが訊きいた。

「七年前からですね。吸血鬼との戦争が終わって、世の中全部がごたごたしている間に行き場を失ったあたしを、シャチョーが拾ってくれたんです。あたしにとってシャチョーは恩人なんですよ！　いっぱいオートマタについて教わりましたし、こうして秘書として雇ってくれていますし……」

「えっと、七年前？　ユーリさんって何歳ですか？」

　カノンが突っ込むのも無理はない。ユーリはどう見ても中学生だ。ダボダボの白衣を着ていても、すべてのパーツがカノンより小さい。

「あたしは永遠の十四歳でーす。それ以上はツッコミ禁止ですよ」

「それって実年齢を隠す台詞せりふよね。実はヴァンパイアってオチ……じゃないわね」

　ユーリの手首を摑つかんで体温を確認したリタが言った。水ミ無ナ月ヅキのサーモグラフィ判定でも、ユーリは人間という結果が出ている。

「ということは、ユーリさんはメティス社のときのことは知らないんですね」

　残念そうなカノンにユーリが首を傾かしげた。

「メティス社？」

「戦時中、メティス・グループはメティス社って名前だったじゃないですか。ロゴも違いましたし。どんな製品を作っていたのかなって……」

　それは人工頭脳に関わる質問だった。

　結局、《機神戦士メタトロン》に吸血鬼の脳が使われているかは、確認できていない。秘書のユーリに探りを入れるのは悪くない試みだ。

「そういえば、カノンちゃんは《白びやく檀だん式しき》を作りたいんですか？」

　ユーリは白衣の襟をいじりながら訊きいた。

「えっと、わたしは対吸血鬼戦闘用オートマタを作りたいんじゃなくて……」

「シャチョーの話を断ってましたよね。それってつまり、カノンちゃんは《機神戦士メタトロン》じゃなくて《白びやく檀だん式しき》を作りたいってことですよね？　あたしはそう捉えましたが」

「そう、ですね。でも、わたしは戦闘用を作りたいわけではないんです。そこは誤解しないでほしいというか……」

「……あえて不出来なオートマタを作りたがるのは、どうしてですか？」

「不出来？」

　カノンだけではなく、水ミ無ナ月ヅキやリタも疑問の声を上げた。

　白衣の少女は眼鏡を持ち上げる。

「シャチョーが言っていました。《白びやく檀だん式しき》は無駄な物を詰め込んだせいで完成度が低いって。《白びやく檀だん式しき》は不出来で不完全で非効率です。不要な人工臓器をなくせばもっと軽量化できます。人工血管も半分の量でよかったはずです。神経ケーブルの八割は要りません。一方で、関節可動域とか暗器の量とか、戦闘能力を向上させる工夫の余地はまだまだ残しています。不思議なくらいお粗末な出来、というのが──」

「黙りなさいよ。それ以上《白びやく檀だん式しき》を侮辱したら許さないわよ」

　抜き身のナイフを思わせる声がユーリを遮った。

　リタの手はテーブルの上で固く握られていた。吸血鬼特有の紅あかい瞳はひた、とユーリに据えられている。

　リタのプレッシャーを受けても、ユーリは締まりのない表情を少しも崩さなかった。軽い調子で言う。

「あはは、怒らせちゃいましたか？　意外ですね。オートマタをよく知らないリタ嬢も《白びやく檀だん式しき》信者なんですか？」

「わたくしだけじゃないわ。お父様を始めとして、ヘルヴァイツにいるヴァンパイアは皆、最強のオートマタである《白びやく檀だん式しき》に敬意を払っているのよ」

「最強のオートマタですか。当時は画期的だったと思いますが、今は《機神戦士メタトロン》がありますからね。さっきの試合を見たでしょう？　シャチョーの作ったオートマタこそ最強の称号に相応ふさわしいと思いませんでしたか？」

「何言っているのよ。《白びやく檀だん式しき》は今でも最強に決まっているじゃない」

　つい数週間前、水ミ無ナ月ヅキと戦って負けたリタは面白くないようだ。沈黙を守る白銀の少女へ目を向ける。

「カノンも黙っていないで、何とか言いなさいよ。《白びやく檀だん式しき》がバカにされているのよ。悔しくないの!?」

　春はる海みの実の娘で、水ミ無ナ月ヅキの所有者マスターでもある少女は、けれど、困ったように微笑ほほえんだ。

「ユーリさんの言い分は間違っていない。《白びやく檀だん式しき》はとても不完全なオートマタ」

　リタも水ミ無ナ月ヅキも凝然とした。

「はあ!?　何よそれ……！」

「ですよねえ。未来の天才技師カノンちゃんに賛同いただけて嬉うれしいです。それで、あたしは気になるわけですよ。なんで不完全だとわかっていて、あえて出来の悪いオートマタを生み出そうとするのか……」

　カノンが否定しなかったことで、ユーリが得意げに続ける。

　白銀の少女はユーリを真まっ直すぐに見つめた。

「──不完全はそんなに悪いことですか？」

　店内の場違いなほど陽気な音楽が一ひと際きわ大きくなった。

　ちょうどやってきた接客用オートマタが、四人分の紅茶をテーブルに並べていく。ユーリはそれに目もくれなかった。カノンの藍色の瞳をまじまじと見つめている。

「……いやいや、何を言っているんですか、カノンちゃん。不完全なオートマタはダメでしょう。そんなのは認められませんよ。あたしは断固、異を唱えます」

「では、『完全』とは何をもって完全とするんですか？　オートマタの技術は日々進歩していますよね？　どうなれば『完全』なんですか？　もっと言うと、製作するのも評価するのも完全じゃない人間が行っているのに、どうして完全と言い切れるオートマタが作れるんですか？」

　ユーリがフリーズしていた。

　カノンは自分のカップにティースプーン一杯の砂糖を入れ、かき回しながら言う。

「秘書のユーリさんにこんなことを言うのは気が引けるんですけど、わたしはさっきの《機神戦士メタトロン》には惹ひかれませんでした。確かに強かったし、無駄もなくて、『完全』なのかもしれません。それでも、わたしは表情の見えるオートマタがいいです。どんなに欠陥があっても、一緒に生活して、いろんなものを共有してくれるオートマタがいい」

　カノンは紅茶のカップに口を付けつつ、ちらりと水ミ無ナ月ヅキのほうを見た。

　水ミ無ナ月ヅキと目が合うと、少女はすぐに視線を逸そらしてしまう。その頰が色付いて見えるのは、光の加減だろうか。

「そんなの、闘技用じゃないですよ……」

　唸うなるような低い声が割り込んだ。ユーリはじっとりした目でこっちを見ていた。

　カノンはユーリの視線を受けても、「そうですよね」と柔らかく言う。

「だからわたしはハウエルズさんの話をお断りしたんです。戦うためだけのオートマタを作りたくはないので」

　カップを置いたカノンはユーリへ身を乗り出した。

「その点、《白びやく檀だん式しき》は違うんですよ。対吸血鬼戦闘用オートマタでも、戦闘に必要ない機能がたくさんあります。吸血鬼を殺すという観点だけで見たら非効率ですし、ユーリさんの言うように不出来なのかもしれません。でも、彼らの用途はそれだけじゃないですから」

　オートマタの用途は製作者が決めた推奨用途でしかない。

　ハウエルズがカノンに語ったことだ。対吸血鬼戦闘用の水ミ無ナ月ヅキより戦闘に特化しているのに、《機神戦士メタトロン》は闘技用だった。もしあれが実戦に投入されたら、下手な戦闘用オートマタより戦果を上げるだろう。それでも、あれはあくまで闘技用なのだ。

　手元にある紅茶を水ミ無ナ月ヅキは見下ろした。

　人工消化器官がある《白びやく檀だん式しき》にはそれが飲める。そして、水ミ無ナ月ヅキにはカノンの改造によって味覚までついた。

　それは吸血鬼を倒すために必須な機能ではない。製作者である春はる海みだって、そんなことはわかっていたはずだ。それでも人工消化器官をなくすことはしなかった。

　結局、対吸血鬼戦闘用とは、《白びやく檀だん式しき》の用途の一側面を表しているに過ぎないのだ。

　カノンは楽しそうに語り続ける。

「さっきユーリさんが要らないと言っていた《白びやく檀だん式しき》の部品パーツ。あれ、ちゃんと全部に意味があるんですよ。わたしにはわかります。ユーリさんにも教えますね」

「……いえ、結構ですよ……」

「そう言わずに、これを知ったら《白びやく檀だん式しき》の見方が変わりますよ。人工臓器がたくさんあるのは誰かと一緒に食事するためで、人工血管が全身を巡っているのは誰かが彼らを抱き締めたとき、温ぬくもりを感じられるようにするためで、神経ケーブルが多いのは彼ら自身が優しく触られたのを知覚するためなんです！　どうですか？　びっくりしました？」

　ユーリは俯うつむいていた。その表情は見えない。

　答えを返さない少女にも、カノンは優しく微わ笑らいかける。

「不出来で不完全で非効率でもいいじゃないですか。《白びやく檀だん式しき》は、ちゃんと人間として生きられるように作られているんです。わたしも、そういう温かみのあるオートマタを作りたいんですよ」

　小麦色の頭は動かなかった。

　やがてカタカタと小さな身体からだが震え始め、少女の前にある手つかずの紅茶が波打つ。

　ユーリの異変に三人が疑問を覚えたとき、ダン！　と少女の拳がテーブルに叩たたきつけられた。白衣の少女が勢いよく立つ。

「……噓うそです。そんなことシャチョーは……！」

「おまたせしました。当店自慢のチーズ・フォンデュです」

　空気を読めない接客用オートマタが鍋を持ってきて、ユーリの台詞せりふは途切れた。気を削そがれた少女が力なく着席する。

　テーブルの中央に鍋が置かれる。溶けたチーズがぐつぐつと煮立つ様を目にして、カノンとリタが女の子らしい歓声を上げた。

　接客用オートマタは鍋の他に、パンの入ったバスケットとジャガイモの載った皿を置き、去っていく。

　さて、と水ミ無ナ月ヅキは剣を鞘さやから引き抜くような心持ちでフォークを取った。

　カノンとリタは水ミ無ナ月ヅキがオートマタだと知っている。問題はユーリだが、不確定なら人間のフリをしておけば間違いないだろう。

　ハウエルズは、オートマタが食事をするのはナンセンスだと言っていた。彼の秘書であるユーリに、自分が人間らしく食事ができることを見せつけておく必要がある。

「うわあ、美味おいしそう！　チーズ・フォンデュ食べるの久しぶり」

「わたくしも鍋料理って家ではあまり食べないのよね」

「え、なんで？　リタさん家ちって家族多いんじゃないの？」

「ヴァンパイアは体温が低いから、熱いものが苦手なのよ。だから鍋は……って、ミナヅキ、ジャガイモだけ食べてるわ！」

「わわわ水ミ無ナ月ヅキ、それ食べ方違うから！」

　近くにあった山盛りのジャガイモをひたすら口に運んでいた水ミ無ナ月ヅキは、びくりとして手を止めた。

　どうやら何かやらかしたらしい。

　女性陣の残念な視線を一身に受けた水ミ無ナ月ヅキは、口の中の茹ゆでられたジャガイモを嚥えん下かする。それから誤魔化すために言った。

「……甘味なし、塩味なし、酸味なし、苦味なし。総評、美味おいしくない」

「どうなってるのよ、カノン。ミナヅキの発言が怪しすぎるわ。これならまだ、全部美味おいしいのほうがマシだったんじゃなくて!?」

「だって、総評だけだと美味おいしいか美味おいしくないかの二択なんだもん。もっとなんか感想ほしいよね!?　塩気が効いているとか、甘さがくどいとか！」

　鍋の陰でこそこそと会話するリタとカノン。

　だが、水ミ無ナ月ヅキの味覚センサーにはそう認識されるのだ。それ以外言いようがない。

　ユーリはぽかんとした表情で水ミ無ナ月ヅキを見ていた。

「あのー、ミナヅキくんは……」

「じっ、実はですね、彼は数か月前に極きよく東とう国こくから来たばかりなんです！　そう。チーズ・フォンデュというものを今日初めて見たんです！　だから、食べ方を知らないのは当たり前なんです、ははは……」

　慌ててフォローするカノンに、ユーリも「あー」と曖昧な声を出した。水ミ無ナ月ヅキにバカにしたような目を向ける。

「では、無知なミナヅキくんのためにあたしが講義してあげますね。その鍋には数種類のチーズを煮込んでトロトロに溶かしてあります。食べ方はまず、一口大のパンやジャガイモを、フォンデュ専用の細長いフォークに刺します。次にそれを鍋に入れて、溶けたチーズが絡からまったところで引き揚げて食べます」

　上から目線でユーリは語る。

　カノンが水ミ無ナ月ヅキに細長いフォークを手渡した。

「はい、これを使って食べるの」

　瞬間、ユーリの目がギラリと光った。

　水ミ無ナ月ヅキは渡されたフォークでパンを刺した。それを鍋に入れる。

　ユーリは講義を再開したが、その口調はイライラしたものになっていた。

「えー、ここで注意点はですね、引き揚げるときに具材を鍋の中に落とさないことです。もし落としてしまったら、それはマナー違反です。罰ゲームを設定することもあるようですよ。例えば同じテーブルの人に飲み物を奢おごったり、異性にキスをしたり……」

「キスですって？」

　刹那、テーブルの空気が一変した。

　心なしか周囲の気温が下がったように感じる。

「リタ……？　カノン……？」

　鍋にフォークを突き入れたまま、水ミ無ナ月ヅキは前と隣にいる少女たちを見比べた。彼女たちは鍋を真剣な瞳めで見つめ、微動だにしない。

　ユーリも場の異様な雰囲気を感じ取る。

「え、あれ？　なんで今から地球人対宇宙人の最終決戦が始まりそうな空気になっているんですかね？　なんかあたし、マズいこと言っちゃいました？」

「ユーリさん、起爆ワードが含まれていました……」

　カノンががっくりと肩を落としたとき、リタが「ふっふっふ」と妖しい笑い声を洩らした。

　紅蓮の瞳を燃やし、八重歯を剝いた吸血鬼王女は立ち上がる。

「ついに雪辱を晴らす機会が訪れたわ！　カノンにリードされたままなんて、わたくしは認めなくてよ。罰ゲームいいわね、やりましょう。チーズ・フォンデュを食べるなら罰ゲームは必須よねえ」

「んんん？　いえ、別に罰ゲームは必ず設定しなければいけないものじゃないですよ？」

「具材を落としたら異性にキスするということにしましょう。みんな、異論はないわよね？　異論があったらわたくしが吹き飛ばすわ」

「あれー？　これ、あたしの話聞く気ないですよね？　華麗にスルーされてますよ」

「……なんとかしてリタさんの野望を阻止しないと。このままだと水ミ無ナ月ヅキがリタさんに……はっ、違う違う、わたしはあくまで所有者マスターとして、水ミ無ナ月ヅキにそんなことはさせられないと思っているだけで……」

　カノンがぶつぶつと呟つぶやいている中、リタは水ミ無ナ月ヅキにびしっと指を突きつけた。

「ということで、ミナヅキ。チーズ・フォンデュでは鍋をよくかき回してチーズをつけなさい！　あと、フォークで具材を刺すときはすぐ取れるように軽く刺すのよ！」

「うわあ、ミナヅキくんに罰ゲームさせる気満々じゃないですか。ここまであからさまだと、むしろ清すが々すがしいですね」

　イスに背中を預けて言ったユーリは、ふと水ミ無ナ月ヅキを見た。

　状況をよくわかってなさそうな絡から繰くり少年に、白衣の少女は鼻を鳴らす。

「鈍感ですか。それとも、わからないフリをしているんですかね」

　水ミ無ナ月ヅキは鍋へ目を落とした。そこにはさっきから入れっぱなしのフォークがある。パンには十分すぎるほどチーズがついているはずである。

　加えて、罰ゲームがあることなど知らなかったため、無造作にフォークを刺したものだ。これが一番の難関として水ミ無ナ月ヅキの行く手に立ちはだかっているのは間違いなかった。

　フォークを持つ手に力を込める。

　わずかにそれを動かすと、ドロリとしたチーズが鍋で不吉なまだら模様を描いた。

　紅白の少女が固唾を吞のむ。

　水ミ無ナ月ヅキは目ま蓋ぶたを閉じ、精神統一した。店内の陽気な音楽が引いていくような錯覚に陥る。

　無心。集中力が極限まで高まった瞬間、水ミ無ナ月ヅキはカッと目を見開いた。

　一息にフォークを引き揚げる。

「「「っ……！」」」

　三人の視線を浴びたフォークの先に、果たしてパンはあった。

　トロトロのチーズにまみれたパンが、ライトに明々と照らし出されている。それは水ミ無ナ月ヅキの勝利を祝福するかのごとく微かすかな湯気を立ち昇らせていた。

「よしっ!!」

「ちっ」

「ほっ」

　水ミ無ナ月ヅキがガッツポーズを決め、リタが舌打ちを洩もらし、カノンが胸を撫なで下おろした。

　ユーリは冷え切った声で言う。

「あたしは今、人類史上最も真剣なチーズ・フォンデュを目撃しましたよ。このテーブルだけ明らかに雰囲気がおかしい件で、誰かからコメントをいただきたいのですが」

「甘味なし、塩味あり、酸味なし、苦味なし。総評、美味おいしい」

「低次元な食レポをどうもありがとうございました」

　チーズのついたパンをもごもごと食す水ミ無ナ月ヅキ。カノンとリタはその様を和やかな目で見つめていた。ユーリだけが不機嫌そうに髪を弄いじっている。

　紅白の少女たちもフォークを手にチーズ・フォンデュを始める。このまま通常の賑にぎやかな食事になると思われたが。

「まあ、パンが鍋に落ちたわ。これは罰ゲームね」

　空っぽのフォークを手に、リタが不敵な笑みを浮かべた。カノンがそれを見み咎とがめる。

「リタさん、今のわざとやらなかった!?　鍋の中ぐるぐるかき回してたよね!?」

「言いがかりよ、カノン。自分がパンを落とせないからって、難癖つけないでほしいわ」

「その発言でわざとやったの確定！　そんなの罰ゲームじゃない！」

「あら、具材を落としたらキスするのはもう決められたことよ。仕方ないわね。ミナヅキ、こっちを向いて」

　リタが移動し、水ミ無ナ月ヅキの横に来る。

　少年の首に腕を回し、紅あかい少女はこっちを見つめていた。視線が絡からむと、少女は照れたように頰を染める。

「な、なんだか、いざするとなると恥ずかしいわね」

　ドギマギとリタは言った。

　落ち着かなく漂う少女の視線が幾度も水ミ無ナ月ヅキの唇を掠かすめている。

　水ミ無ナ月ヅキはただ待つだけである。キスを「相手を黙らせるためにするもの」と誤解したままの絡から繰くり少年は、恥じらう乙女の顔を直視していた。

　躊躇ためらっていつまでも口付けてこないリタに、水ミ無ナ月ヅキは疑問を抱く。それから何な故ぜ、リタが躊ちゆう躇ちよしているか思い至った。

「ああ、俺が話していないから、やりづらいのか。俺が喋しやべっていないと意味がないもんな」

「は？　もうっ、ミナヅキったらまだ勘違いしてるの？」

「勘違い？　何のことだ？」

「しょうがないわね。いいから黙って」

　やがて意を決したリタは、水ミ無ナ月ヅキへ顔を寄せる。

　伏せられた瞳。長い睫まつ毛げ。薔ば薇ら色いろの頰。

　徐々に少女の顔が近付く。

　微かすかに震える唇が少年に触れようとしたとき、

「あーーーーーーっっっ!!」

　カノンが盛大な声を上げ、水ミ無ナ月ヅキは反射的に振り向いた。リタの唇が空を切る。

　見れば、そこには鍋に落ちたパンが。

「わたしもパンを落としちゃったから、罰ゲームをしないと」

　カノンが何も刺さっていないフォークを掲げ、勝ち誇ったように言う。リタが目を尖とがらせた。

「はああっ!?　わざとだわ。絶対わざとやったでしょう!?」

「言いがかりだよ、リタさん。タイミングが悪かったからって、難癖つけるのはやめよう」

「きいいいっ、狙ってたわね！　わざとあのタイミングで落としたんでしょう！」

　リタとカノンは席を立ち、そのまま言い争いに突入する。

　放置された水ミ無ナ月ヅキはチーズ・フォンデュを再開した。フォークでパンを刺し、鍋に入れた後に持ち上げるが、

「あ」

　気を抜いていたためかパンが落ちた。

「……」

　水ミ無ナ月ヅキは鍋を見つめたまま固まる。言い争うのに忙しいカノンとリタは、水ミ無ナ月ヅキがパンを落としたのに気付いていない。

　ふと水ミ無ナ月ヅキは、もう一人同席している少女を目だけで見た。

　ユーリは殺気立った目で水ミ無ナ月ヅキを凝視していた。女子中学生の表情ではない。

「……何ですか、ミナヅキくん。よかったですね。これであの二人とキスする大義名分ができましたよ。おめでとうございます」

「罰ゲームとはペナルティと同義だろう？　なんで『おめでとう』なんだ？」

「よく言いますよ。無関心な顔してますけど、内心、ミナヅキくんはこの罰ゲームを歓迎していたんでしょう？　ミナヅキくんにデメリットはありませんもんねえ」

「まあ、誰にもデメリットはないよな」

　言った途端、ユーリはチッと顔を歪ゆがめた。

「鈍感なフリして、ちゃんとわかっているじゃないですか。あーイライラしますね。なんであたしがミナヅキくんたちの茶番を見せつけられないといけないんですか。だから、レストランに入るの嫌だったんですよ……」

　ぶつぶつ言うユーリは水ミ無ナ月ヅキから顔を背けた。

　水ミ無ナ月ヅキは鍋に落ちたパンを食べて証拠隠滅する。それからユーリの横へ移動した。

「カノンちゃんもリタ嬢もどうかしてますよ。ままごと遊びの領域を超えています。いくらミナヅキくんの見た目がちょっといいからって……て、待ってください、ミナヅキくん。なんであたしに顔を近付けてきてるんですか!?」

「何な故ぜって、キスするために決まってるだろう」

　この世の摂理を説くみたいに水ミ無ナ月ヅキは言った。

　水ミ無ナ月ヅキは既に、ユーリの背後にある壁に手をついて彼女を閉じ込めている。いわば壁ドン状態だ。

　ユーリが目を剝むく。

「は、ちょ、意味わかんないですよ！　嫌です。断固拒否です。離れてください！」

「罰ゲームなんだ。嫌でも諦めろ」

「ふざけないでください！　誰の罰ゲームなんですか!?　これじゃ、あたしが罰ゲームしてるみたいじゃないですか。やだやだ嫌ですっ！　本当にやめてください！」

「……何な故ぜだ。カノンは嫌がらなかったのに、どうしておまえは嫌がる……？　理解不能だ」

「全女性が自分に惚ほれてるとでも思ってるんですか!?　とんでもないナルシスト野郎ですね！　そういうことなら、あそこで言い争ってる二人としてください。目の前でイチャつかれるのも腹が立ちますけど、巻き込まれるよりマシです」

「といっても、あいつらは俺のミスに気付かなかったからな……」

「ったく、なんで肝心なところを見逃すんですかね、あの二人は……！　わかりました。それならあたしも見なかったことにしますよ。ミナヅキくんはパンを落としてないです。これでオールオーケーですね」

「そういうわけにはいくか。俺はおまえに借りを作る気はない」

「借りって、たかがチーズ・フォンデュの罰ゲームに借りも何も……やっ、顔近いです。耳に息かけるのもなしです！　ミナヅキくん相手にこんなの絶対嫌ですっ！」

　少年の顔面をぎりぎりと押し、ユーリは懸命に防ぐ。

　激しい抵抗に遭った水ミ無ナ月ヅキは、ふと少女の眼鏡に手を伸ばした。それを取る。

　そうしたのは、カノンと観みた恋愛映画でキスする前にそういうシーンがあったからだ。水ミ無ナ月ヅキは記憶領域メモリーにある銀幕の一シーンを忠実に再現する。

　深緑の瞳が見開かれる。

　ユーリの眼鏡を取った水ミ無ナ月ヅキは、それを見て、

「なんだ、これ。度が……」
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「返してくださいっ!!」




　店内を震わせる大だい音おん声じようにその場は静まり返った。

　カノンとリタも口論を中断してユーリを見る。

　幼い少女は手負いの獣のごとき獰どう猛もうさで水ミ無ナ月ヅキから眼鏡を奪い返した。あまりの迫力に水ミ無ナ月ヅキが動けないほどだった。

　眼鏡をかけるなり、ユーリはパンフレットをばん、とテーブルに叩たたきつけた。

「これ見て勝手に回ってください！　あたしは失礼します！」

　カノンとリタが何か言う前に、ユーリはダボダボの白衣を翻ひるがえして去っていく。水ミ無ナ月ヅキには一言どころか一いち瞥べつもくれなかった。

　店内にざわめきが戻ってくる。

　水ミ無ナ月ヅキは妙に見覚えのある後ろ姿を、つい見送っていた。
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「……報告は以上です」

　ユーリが三人といたときの大まかな状況を報告しても、男は背を向けたままだった。労ねぎらいの言葉一つない。

　会場の商談スペースで、ハウエルズはガラス張りの壁からブースを見下ろしていた。彼の目線の先には、人ごみの中でも一際輝きを放つ白銀の少女がいる。

「すべて計画通りだ。この後の手て筈はずはわかっているな」

「はい、シャチョー」

　ハウエルズの言葉にすぐさま応えるユーリ。だが、ユーリ自身も気付いていたが、その声には精彩がなかった。

　胸の奥では微かすかな不協和音が鳴り続けている。

　眼下を見れば、レストランを出た三人は相変わらずベタベタとくっ付いて会場を巡っているようだった。少女たちが少年の腕を両側から引っ張っている。

　頰を染めて少年を見るカノン。少年への好意を隠しもしないリタ。二人の少女に慕われ、それを当然のような顔で享受する水ミ無ナ月ヅキ──。

　気付けば手に力がこもっていた。両手に持っていたクレープが潰れかけていて、ユーリは慌てて力を緩める。

　そこでようやく、すん、とハウエルズが鼻を鳴らした。

　振り向いた男がユーリの手元を認め、怪け訝げんな顔になる。

「ユーリ、それは何だ？」

「盛り盛りチョコバナナクレープです。会場内では手軽に摂とれる軽食がクレープしかないので、来場者のほとんどが昼食代わりに買っていますね。これはその中でも一番人気で……」

「そんなことは知っている。何な故ぜ、おまえがそんなものを持っている？」

　猛もう禽きんを思わせる鋭い目がユーリを捉える。

　久しぶりにハウエルズにまじまじと見つめられ、ユーリは歓喜と緊張が全身に広がっていくのを感じていた。

　口の中の唾を飲み込む。

「こ、れは、シャチョーが食べるかな、と思って、二つあるのは、もし足りなかったら困るっていうのと、あとシャチョーが食べるなら、あたしも横で一緒に、なんて……」

　両手のクレープに目を落とし、しどろもどろに言うユーリ。いつもは饒舌な彼女だが、今回ばかりは上手く舌が回らなかった。

　脳裏にはレストランでの三人がチラついている。

　少年が食事する様を見て、嬉しそうに微笑む少女たち。それを脳内で自分とハウエルズに置き換えていたユーリは、ふと、ハウエルズが黙したままなのに気が付いた。そっと上目遣いで窺うかがう。

　男はひどく冷たい目でこっちを見ていた。

　嫌悪と侮蔑。

　男の眼差しからそれを読み取り、ユーリは震えた。間違えたのだと悟った。わかっていたはずだった。彼が非効率や無意味を嫌う人間だということを。それでもあの三人を見ていたら望まずにはいられなかったのだ。

　濁流のように押し寄せた後悔の只中で、ユーリは竦み上がる。

　男はやがて、裁きを下すかのごとく告げた。

「二度とこんな下らんことはするな」

　ごめんなさい、という掠かすれた声は男の耳に届いたかわからない。

　ユーリの目の前は真っ暗になっていた。今にも膝から崩れ落ちそうだった。

「ミナヅキと戦わせた《機神戦士メタトロン》の調整だが、ミスがあった。闘技用はうちの看板だ。調整ミスは許されない。明日の試合ではしくじるなよ。それと、今年は予想以上にブースでの売れ行きがいい。特に家庭用オートマタのうち、以下の製品は在庫を……」

　ハウエルズはもう事務的な会話に戻っていた。その声がどこか遠くに聞こえる。ユーリは返事をするのも忘れて、両手に居座るクレープの重さを感じていた。

「……おい、聞いているのか。ユーリ！」

　不意に、どん、と背中を小突かれてユーリは我に返った。バランスを崩す。その拍子に手の中のクレープは包み紙からすっぽ抜けていた。

「あっ」

　チョコレートソースのかかった生クリームやバナナが落下していくのを、ユーリはスローモーションで見た気がした。

　ベシャ、とクレープが床へ墜落する。

　突如として床に生えた二つの尖せん塔とうを見下ろし、ユーリは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　ハウエルズはそれを無感動に一いち瞥べつする。

「十分後に次の商談がある。甘ったるい部屋で商談ができるか。それはすぐ処分しておけ」

　吐き捨てるように言い、男は部屋を出て行った。

　バタン、とドアが閉まる。

「……はい、シャチョー」

　男のいなくなった部屋でユーリは床に膝をついた。

　無む惨ざんに潰れたクレープを拾う。それをじっと見つめた少女は、おもむろに口に詰め込んだ。処分するべく頰張り、咀そ嚼しやくし、嚥えん下かする。

　初めて食べたクレープの味は何もわからなかった。

　──あたしはただ、シャチョーと一緒に食べたかっただけなのに。

　口元を黒いソースで汚し、少女はガラス張りの向こうを見つめた。

　深緑の双そう眸ぼうには、仲なか睦むつまじくクレープ屋台に並ぶ三人の姿が映っていた。
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　熱い鉄板にクリーム色をした液体が落とされる。

　一挙動でそれを均一な薄さに延ばした青年は、鮮やかな手て際ぎわで生地をひっくり返した。パン、と軽い音がする。

　その上に純白のホイップクリームをたっぷり絞り、バナナを丸ごと数本豪快に載せ、チョコレートソースをどばどばと大量にかけた。キツネ色になったクレープ生地を丁寧に畳み、扇形にして紙で包めば完成である。

「はい、一番人気の盛り盛りチョコバナナクレープお待ち」

　クレープ屋台にいる青年がいい笑顔で、水ミ無ナ月ヅキに出来上がったばかりのクレープを差し出した。この青年もオートマタだ。なんでもディーツェ・フェアに出展している、とある企業の新製品らしい。

　やたら重量のあるクレープを手に水ミ無ナ月ヅキは少女たちの元へ戻る。カノンとリタは既に自分たちのクレープを齧かじっていた。

「あ、水ミ無ナ月ヅキも『盛り盛り』にしたの？　そんなに食べて容量オーバーにならない？」

　カノンが水ミ無ナ月ヅキに気付いて心配そうに言う。彼女の手にあるクレープもまた『盛り盛り』だった。生地からはキャラメルソースが溢あふれている。

「もし食べきれなかったらわたくしが食べてあげるわ。ミナヅキ、一口交換しましょ」

　リタは水ミ無ナ月ヅキにラズベリーソースのかかったクレープを近付けてくる。そこにアイスを認めた水ミ無ナ月ヅキは食いついた。

「きゃっ」と喜ぶリタ。その横でカノンが「水ミ無ナ月ヅキ、アイスならこっちにもあるよ！」と自分のクレープを押しつけてきた。そっちにもかぶりつく。

　レストランでチーズ・フォンデュを堪たん能のうした後、三人はデザート代わりに屋台のクレープを食べることにした。カノンたちに言わせると、会場にはチーズだけではなく甘い匂いも漂っていて、二人はそれも気になっていたのだとか。

　少女たちのアイスをつまみ食いしたことで、水ミ無ナ月ヅキは頭部が冷やされた。爽快な冷涼感が押し寄せ、しばしの多幸感に浸る。

「甘味あり、塩味なし、酸味なし、苦味なし。総評、美味おいしい……」

「はあ、気になるなあ、ユーリさん。どうしちゃったんだろ」

　カノンはユーリが残していったパンフレットを眺め、しょんぼりと言う。ユーリが途中でいなくなったことを、彼女は誰よりも気にかけているのだった。オートマタマニアとして意気投合していたのだから無理もない。

「気にすることないわよ。何か用事を思い出したのかもしれないわ」

「そうは見えなかったけど……水ミ無ナ月ヅキ、本当にユーリさんに失礼なことしなかった？」

「問題ない。眼鏡を取っただけだ」

　本当は、嫌がる女性にキスを迫るというとんでもない失礼をしでかしているのだが、水ミ無ナ月ヅキ自身は失礼だと思っていないので報告がなされない。

「それくらいで怒っていなくなるのもおかしいわよね」

「もしかすると、あの眼鏡はユーリさんの生死に関わる大事なものとか……？」

「眼鏡に度は入っていなかった」

　水ミ無ナ月ヅキの言葉にカノンとリタは揃そろって首を回した。水ミ無ナ月ヅキは自分のクレープを咀そ嚼しやくしつつ続ける。

「あれはただの飾りだ。なくなっても困るものではない」

「伊達だて眼鏡ってことね。あーもう、ここで考えてても無駄だわ。そんなに気になるなら、またメティス・グループのブースに行ってみたらいいじゃない。彼女も社員なんだから、そこにいるでしょ。直接会ったほうが早いわ」

「うん、そうしようかな……」

　カノンは急いでクレープを食べきると、包み紙を近くにあったゴミ箱に捨てた。

「わたし、ユーリさんに会ってくる」

「よし、行くか」

　メティス・グループのブースに走って行こうとするカノンに水ミ無ナ月ヅキも続く。と、カノンが足を止めた。

「水ミ無ナ月ヅキはここで待ってて」

「何を言っているんだ？　おまえの行くところに俺も同行するに決まっているだろう」

「うーん、今回は大丈夫。わたし一人で行ってくる」

「いや、ダメだ。よりにもよってメティス・グループのブースに、おまえを単独で行かせられるか」

「何を心配しているの、水ミ無ナ月ヅキ。ハウエルズさんとの話はもう終わったじゃない。ほんの少しユーリさんに会ってくるだけだから」

「ハウエルズがあれで引き下がるとは思えない。とにかく俺はおまえについていくからな」

　クレープを口に押し込んで水ミ無ナ月ヅキは頑かたくなな意志を示す。

　カノンが困って眉を下げたとき、

「はあ、ミナヅキ、わかってないわね。カノンはミナヅキについて来られたら迷惑なのよ」

「迷惑!?」

　寝耳に水だ。何な故ぜ、カノンに同行するのが迷惑なのか。

　訳がわからない水ミ無ナ月ヅキに、リタはしたり顔で続ける。

「だって、ミナヅキが無自覚にユーリに何かやった可能性が高いんだもの。ミナヅキが原因で怒ったんだとしたら、本人が行かないほうがいいことだってあるわ」

「なんだその理論は。俺が怒らせたなら、俺が始末をつけるべきだろう」

「そういう人間関係の機微がわからないから、ミナヅキが行くと迷惑なのよ」

「水ミ無ナ月ヅキ」

　カノンを見ると、白銀の少女は真剣な面持ちで水ミ無ナ月ヅキを見つめていた。

「わたしを守ろうとしてくれてるのはわかるけど、何でもわたしの後にべったりついて来ればいいわけじゃない。最近、水ミ無ナ月ヅキは過保護すぎる」

「問題ない。それでおまえの安全は完璧に守られている」

「問題ある！　水ミ無ナ月ヅキのはどう考えてもやりすぎだから」

　なおも水ミ無ナ月ヅキが反論しようとしたとき、カノンが少年の手を取った。水ミ無ナ月ヅキの手が温かさに包まれる。

「わかるでしょ。お母さんは水ミ無ナ月ヅキに、わたしを守るためだけの機械になってほしかったんじゃない」

　その言葉に水ミ無ナ月ヅキは黙り込んだ。

　目を落とした絡から繰くり少年にカノンは優しく言い聞かせる。

「お母さんが目指したオートマタは人間そのものだから。水ミ無ナ月ヅキが人間らしくなるには、わたしと別行動するのも大事なこと。わたしがユーリさんに会っている間、リタさんとブースを見てきたら？」

「いいこと言うわね、カノン！　そうよ、ミナヅキ。わたくしと一緒に回りましょう」

　リタは早速、水ミ無ナ月ヅキの腕を抱え込む。リタにひっ付かれても水ミ無ナ月ヅキは渋面だ。カノンから目を離すことが、絡から繰くり少年は己の使命に反している気がしてならないのだ。

　だが、他でもない所有者カノンの意向である。

　──これも『敵』と仲良くする訓練の一環か。

　水ミ無ナ月ヅキは嘆息して首肯する。

「わかった、リタとブースを回ればいいんだな」

「ただ回ればいいんじゃないからね。ちゃんとリタさんに解説してあげてよ。リタさん、学校の授業についていけないレベルでオートマタ知識ないんだから」

　乗り気じゃないと顔にありありと書いてある少年に、カノンはしっかり釘くぎを刺す。カノンはパンフレットをちらりと見た後、リタに言った。

「そういうわけでリタさん、水ミ無ナ月ヅキをよろしく。一時間後の三時五十分にメティス・グループのブース脇に集合で」

「任せてよ。三時五十分ね」

　カノンとリタは手を振って別れていく。

　人ごみに消えていく白銀を名残惜しげに見送っていると、リタがキラキラした笑みを向けてきた。

「やったわね、ミナヅキ。デートよ、デート！」







　中小企業のブースは隣接して配置され、川のように連なっていた。それが何列もある。

　水ミ無ナ月ヅキとリタは両脇をブースに挟まれた通路を歩いていた。

「なんだかお祭りみたいね。見たことないオートマタがいっぱいだわ」

　水ミ無ナ月ヅキの腕を抱えたリタはしきりにキョロキョロしている。

「オートマタマニアたちの話では、ここに最新モデルが揃そろっているらしいからな。さて、何から解説していくか。会場にあるオートマタを全部、説明していたら一日あっても足りんぞ」

　オートマタも人間もごった返している会場で、水ミ無ナ月ヅキも困惑する。

　と、腕を引かれた。

「ねえ、向こうからいい匂いがするわ」

「おまえはまたそれか」

「だって、事実なんだからしょうがないじゃない。……そうだったわ、ミナヅキは匂いがわからないのよね」

　リタが残念そうに見てくる。水ミ無ナ月ヅキは肩を竦すくめた。

「で、その匂いはどこからなんだ？」

「こっちよ、こっち」

　リタに導かれるまま一つのブースに入ると、男性型オートマタが何体も並んでいた。皆、カップを前に何かやっている。どうやらコーヒーを淹いれているようだ。

　リタが一体の傍そばに寄って、手元を覗のぞき込こむ。

「見て、ミナヅキ。これ、ラテアートよ。ハートを描いてる。可愛かわいいわね」

　それには目を向けず、水ミ無ナ月ヅキはリタに解説すべく製品情報を探した。

「これは接客用オートマタ《珈琲主人バリスタ》だ。エーデルライト五〇〇のゼンマイを使用しているため、推定最長稼か働どう時間は二週間。飲食店には必ず一体は置いてあるタイプのオートマタで、ハンドドリップでいかに美味うまいコーヒーを作れるかを追求していて……」

　唐突に唇に指を当てられ、水ミ無ナ月ヅキは言葉を止めた。

「もう、ミナヅキまでカノンみたいな解説しないで」

　いつの間にかリタは水ミ無ナ月ヅキのほうを向いていた。頰を膨らませている。

「カノンみたいだと？　あいつの永遠に終わらない意味不明な話と一緒にするな」

「ふふっ、ミナヅキもカノンのあれは理解できないのね」

「当たり前だ。あんなものが理解できてたまるか」

　二人がオートマタの前で話していると、小さな紙コップを持った人間のスタッフがすり寄ってきた。淹いれたてのコーヒーを試飲させてくれるらしい。勧められるまま、二人は紙コップを受け取る。

　リタは匂いを嗅いで「うーん、いい香りね」と笑顔だ。好感触のリタにスタッフも積極的に商品説明を始める。さっきの水ミ無ナ月ヅキの説明よりも専門的な話だ。

　最初こそにこやかに聞いていたリタだが、だんだん雲行きが怪しくなる。

「こちらの製品はソーラ型ワンライン遊星歯車ギャラクシー・ギアなので……特殊シャフトの材質はステンレスのため錆さびが……人工皮膚は殺菌防水耐熱加工をしていて……」

　売りつける気満々のスタッフは営業トークを止めない。

　商品説明が終わったとき、リタは心底うんざりした顔になっていた。カノンの講義を受けた後のようだ。全身から疲労感が立ち昇っている。

　リタの反応が芳かんばしくなくなったことで、スタッフは水ミ無ナ月ヅキへ矛先を向けた。営業スマイル全開で水ミ無ナ月ヅキに迫る。

「彼氏さんはどうですか？　うちの《珈琲主人バリスタ》が淹いれたコーヒーはいかがでした？」

　水ミ無ナ月ヅキは手にある真っ黒い液体を一気に飲み干し、言った。

「甘味なし、塩味なし、酸味あり、苦味あり。総評、美味しくない」







　リタが浮かれた足取りで歩いている。鼻歌まで歌っている彼女を、水ミ無ナ月ヅキは不思議そうな目で見ていた。

「さっきまで憔しょう悴すいしていたのに、ヘンな奴やつだな。そんなに《珈琲主人バリスタ》のブースから出たかったのなら、さっさと出ればよかったのに」

　思わず水ミ無ナ月ヅキが言うと、リタはくるりと振り返った。波打つ紅髪が鮮やかに躍る。

「違うわよ。まあ、あの説明はちっともわからなかったけど、そうじゃなくて」

　リタは水ミ無ナ月ヅキにぴったりと身体からだを寄せた。少女の頭が水ミ無ナ月ヅキの肩に乗せられる。

「わたくしたち、恋人同士に見られていたのね」

　囁ささやくようにリタは言った。

　ちらりと横を見ると、少女の頰はほんのり赤くなっていた。こっちを見つめる瞳は微妙に潤んでいる。……体調がよくないのだろうか。

　水ミ無ナ月ヅキがそう思った矢先、リタが「あっ」と声を上げた。

「ミナヅキ、あっちでお菓子配ってるわよ。もらいに行きましょう」

「おまえも学習しないな。それでさっきスタッフに捕まったじゃないか。あれは客寄せのトラップだ」

「でも、ミナヅキが追い払ってくれたじゃない。ミナヅキが『美味おいしくない』って言ったときのスタッフの顔、今思い返しても可お笑かしいわ」

　くつくつとリタは笑っている。

《珈琲主人バリスタ》のスタッフは水ミ無ナ月ヅキの返答を聞くや否いなや、気まずそうにいなくなった。

「俺は味覚センサーに認識されたままを言っただけだ。追い払ったつもりはない」

「そうなの？　コーヒーは普通に美味おいしかったわよ」

「ほう？　それは問題だな。味覚センサーの仕様では、苦味があった場合はすべて、総評は『美味おいしくない』となる」

「苦ければ不味まずいって決まるわけじゃないのよね。味覚って難しいわ」

　水ミ無ナ月ヅキはトラップを張っているブースからリタを遠ざけつつ歩く。すると、またもや引っ張られた。

「ミナヅキ、あそこ、アクセサリーを売ってるわ」

　水ミ無ナ月ヅキが何かを言う間もなく、紅あかい少女は駆け出してしまう。

　そのブースにはショーケースがずらりと並んでいた。リタは興きょう味み津しん々しんでケースの中を覗のぞいている。

「不思議な乳白色ね。何でできているのかしら？　貝殻？　象牙？」

「エーデルライトだな」

「へえ、エーデルライト。掌てのひらより小さいのに、すごい値段ね。これ一個で家が建つわ」

「そりゃ、ヘルヴァイツでしか採れない希少な鉱石だからな」

「全部、渦巻きの形をしているけど、ここのブランドはこのモチーフが特徴なのかしら？」

「ぜんまいばねなんだから全部渦巻きに決まってんだろうが！　おまえはこれを何だと思ってるんだ！」

　堪たまらず突っ込んだ水ミ無ナ月ヅキに、リタは真顔で瞬まばたいた。

「ペンダントトップかと思ったわ」

　はああぁぁ、と魂が抜けそうなため息が水ミ無ナ月ヅキの口から洩もれた。

「……いいか。オートマタの左胸には渦巻き状のぜんまいばねが埋め込まれていてだな、それをゼンマイ鍵で回すことでばねが撓たわみ、弾性エネルギーが発生する。俺たちはそれを動力として……」

「あっ、あっちには違うデザインがあるわ！」

「聞けよ!!」

　リタは違うものに興味を示して行ってしまう。

　水ミ無ナ月ヅキは頭を抱えた。リタにオートマタの解説をするのが絶望的に思えてきた。難易度が高すぎる。

　謎の疲弊からショーケースにもたれていると、

「ねえねえ、ミナヅキ。これどう？　似合う？」

　声をかけられ、水ミ無ナ月ヅキは顔を上げた。

　美しい紅髪に黄金を飾り付けた少女がいた。

　似合っている。

　何なん人ぴとたりとも彼女の美しさを謗そしることはできないだろう。炎のごとき髪に燦さん然ぜんと煌きらめく金はよく映えていて、彼女の神こう々ごうしさを存分に引き出していた。お団子の根本には金色のハート形が連なり、愛らしさも同居している。

　じっと見つめる水ミ無ナ月ヅキに、リタは恥じらって目を伏せた。その頰が火ほ照てっていく。少女は高鳴る鼓動を収めるように豊かな胸に手を当て、水ミ無ナ月ヅキの言葉を待っていた。

　水ミ無ナ月ヅキは少女の髪から一本、ハートを引き抜く。

　まるで一輪の花を差し出すようにそれをリタの目前にかざすと、水ミ無ナ月ヅキは言った。

「覚えておけ。これがゼンマイ鍵だ」







「それを早く言いなさいよ、ミナヅキのバカ！　ヘアピンかと思ったじゃない」

「おまえが俺の話を聞かないからだろ。俺はぜんまいばねとゼンマイ鍵について説明していたのに」

　リタと水ミ無ナ月ヅキは、アクセサリーではなくゼンマイを売るブースを後にしていた。

　通路を歩いていくが、リタが興味を示すブースは滅多になかった。無理やり解説しようとしたところで、リタは聞いてくれない。少しでもリタの関心があるブースに行くしかない。

「なんかあそこに人だかりができてるわね。何があるのかしら」

　腕を引かれ、水ミ無ナ月ヅキは正面のブースへ突入した。

　人が群がっているのは大きなガラスケースのようだ。リタがぐいぐい人をかき分け、横長のガラスケースまで辿たどり着つく。

　そこには闘技用オートマタが何体も展示されていた。

　メティス・グループではなく、他社の製品だ。

《機神戦士メタトロン》と違って、装飾性が高く、ビジュアルに力を入れているのがよくわかる。ボディの色も一体一体が異なる派手な色使いだ。ヘルメットには何の用途かわからない角みたいな装飾が付いていて、肩当ても無駄にゴツゴツしている。剣を腰にさすために着けているベルトも妙に強調されていた。

　実は、《機神戦士メタトロン》はひどく地味でシンプルな闘技用オートマタだったのだ、と水ミ無ナ月ヅキはこのとき初めて知った。

「ふうん、ここにたくさん人が集まっている理由がわかる気がするわ。わたくしも、このオートマタたち、カッコいいと思うもの」

　並んでいる闘技用を見ながらリタは言う。それから水ミ無ナ月ヅキを見て、

「あっ、もちろんミナヅキもカッコいいと思ってるわよ？　ていうか、ミナヅキが一番ね。本当よ！」

　慌てたように言い募るリタ。なんでそんなことを言い始めたのかわからないが、水ミ無ナ月ヅキは目的を達成すべくガラスケースを指した。

「じゃあ、解説していくぞ。《仮面闘士ヒーロー》というのがこのシリーズの製品名だ。今おまえの正面にあるオートマタは去年のモデルらしい。ゼンマイのエーデルライト含有量は低いが、試合にしか使わないことを考えれば、そこは拘こだわることではない。特徴は全身の人工筋肉で……」

　語っていた水ミ無ナ月ヅキはふと頰に視線を感じ、目を向けた。

　リタは正面のオートマタではなく、水ミ無ナ月ヅキを熱心に見つめていた。

「……何だ」

　違う。今見てほしいのは俺じゃない、と思いつつ水ミ無ナ月ヅキは言った。

　リタがクスッ、と笑う。

「いいわよ、話を続けて」

「……おまえはちゃんと聞くのか？」

「聞いてるじゃない」

　確かに聞いてはいるようだが、解説しているオートマタではなく水ミ無ナ月ヅキをじっと見ているのが、何とも気掛かりだ。

　だが、リタが聞いてくれているのは千載一遇のチャンスである。今のうちに解説をするべきだ。そう判断した水ミ無ナ月ヅキは話を再開することにした。

「……《仮面闘士ヒーロー》は毎年、派手な立ち回りで勝敗に関係なく観客から人気を得ている。見ての通り、二刀流のモデルが多いのも人気の要因だ。二刀流を実現するために遊星歯車ギャラクシー・ギアは多重構造で配置され、その分人工骨の容積を減らし……」

　リタは微笑ほほえんで水ミ無ナ月ヅキを見ている。まるで語っている水ミ無ナ月ヅキを見て楽しんでいるみたいだ。強烈な違和感を覚えつつも、水ミ無ナ月ヅキは話し続ける。

　そして、十数分後。

　とりあえず解説は終えたが、リタが理解したかは怪しい。どうして話題にしているオートマタをまったく見ずに話を理解できるのか。

　けれど、リタは何な故ぜかニコニコしていた。

　二人がガラスケースから離れて人垣を抜けたとき、ドン、と誰かが正面からリタにぶつかってきた。

　小学校高学年くらいの男の子だ。

　おそらく闘技用オートマタを間近で見るために人垣へ突っ込もうとしていたのだろう。走ってきた彼はリタにぶつかって跳ね飛ばされ、尻もちをついていた。

　いってえ、と顔をしかめる彼の傍そばに、リタはしゃがんだ。

「大丈夫かしら？」

　目を上げた男の子がリタの美しさに息を吞のむのを見た。

　床についた彼の掌てのひらには血が滲にじんでいた。「まあ」とリタが口元に手を当てる。

「擦すりむいているわね。ミナヅキ、絆ばん創そう膏こう持ってる？」

「いや」

「そうよね。まずは流しに行きましょうか」

　そう言ってリタが男の子の手を取ったときだった。




「うわあああ、吸血鬼……！」




　怯おびえた叫び声が会場を裂いた。

　リタの手を乱暴に振り払った男の子が、弾はじかれたように跳とび退すさっていた。

　周囲の人たちは何事かと振り返っている。

　リタは呆あっ気けに取とられて硬直していた。

　男の子は猛獣に襲われたみたいにリタから目を離さず、後あと退ずさる。小さな両の膝は戦慄わななき、見開いた瞳は恐怖に濡ぬれていた。

　その様が周囲の誤解をかき立てる。

　そのとき、男の子に中年の男女が駆け寄った。彼の両親だと推測される。彼らは少年の手に血を認めるなり、顔面蒼そう白はくになった。

　吸血されたと勘違いして騒ぎ立てる両親たち。周囲の人たちも同様だ。吸血鬼の少女が男の子を吸血しようとしたらしい。そんな話が瞬時に作られ、蔓まん延えんする。

　気が付けば、リタと水ミ無ナ月ヅキの周りには誰もいなくなっていた。

　皆が恐怖と反感の目をリタに注いでいる。

　孤立無援のざわめきの中、

「……違うわよ」

　紅あかい少女は震える声で言った。

　リタが毅然と立ち上がる。

　取り囲む人間たちを睥へい睨げいし、リタは大声を張り上げた。

「わたくしはその子を吸血してないわよ！」

　会場の明るい音楽も、周囲の不穏な雑音も、全部打ち消して。

　吸血鬼少女の主張はその場に響いた。

　それでも、誰もリタから視線を逸そらさなかった。恐怖、嫌けん悪お、非難、警戒……。様々な視線がリタに容赦なくぶつけられていた。

　これがひと月前だったら、こんなことにはならなかっただろう。ヘルヴァイツ共和国は世界で唯一、人間と吸血鬼が平等な国だ。両種族は互いを尊重して平和に暮らしていた。

　しかし、その均衡はもう崩れてしまっているのだ。

　人々の冷たい目線に晒さらされ、リタは唇を嚙かみ締しめていた。やがて少女は水ミ無ナ月ヅキの袖を引く。

「……行くわよ、ミナヅキ」

　実際、リタは吸血していない。あの男の子が落ち着いて両親に事情を話せば、何も問題にならないはずだった。

　歩き出すリタと水ミ無ナ月ヅキ。

　そのとき、紅あかい少女の背に何かが投げられた。

「出て行け、吸血鬼」

　心ない言葉と共にリタの背中を打ったのは、小さなネジだった。それはコン、とリタの背にぶつかって床に転がる。

　そんなのは攻撃のうちに入らない。

　けれど、吸血鬼排斥運動の始まりを告げるにはそれで十分だった。

　一人がやれば、皆がやり始める。一個のネジでは傷付けられなくとも、千個あれば数の暴力として襲いかかる。

　誰かが紙屑くずを取った。誰かが空き缶を取った。誰かが金属製の部品パーツを取った。「銀を持ってこい！」という声も聞こえる。

「っ！」

　人間から次々に物を投げつけられてリタは早足から駆け足に変わった。コートの袖を摑つかまれている水ミ無ナ月ヅキも走ることになる。

「おい、あの一緒にいる少年は吸血鬼か？」

「鏡を使え！　鏡に映ったら人間だ！」

「男のほうは人間だ。〈魅了シャルム〉されているぞ！」

　銀が使われている部品パーツを手に、一部の人間たちが追いかけてくる。

　彼らの言葉にリタが悔しそうに歯は嚙がみした。彼らはリタが水ミ無ナ月ヅキを吸血して操っていると思っているのだ。

　真まっ直すぐに延びる通路をリタは逃げる。会場は混雑しているが、リタの逃走する列だけはトラブルに巻き込まれるのを恐れたのか、人はいなくなっていた。

「この吸血鬼めっ！」

　それをいいことに、追っ手の一人がリタ目掛けて、三十センチほどの人工骨を投げつける。

　風を切って飛んだ鋼色の人工骨は、少女の背へ一直線に迫り──

　瞬間、パシッと。

　手を伸ばした水ミ無ナ月ヅキが人工骨をキャッチしていた。

　追っ手たちから驚きょう愕がくの声が上がる。

　リタを狙った人工骨を放ると、水ミ無ナ月ヅキは少女の手を摑つかんだ。リタが驚いて水ミ無ナ月ヅキを見る。

「ミナヅキ……？」

「撒まくぞ。あいつらに邪魔されてたまるか」

　走る少女は呆ぼう然ぜんと水ミ無ナ月ヅキを見返し、やがて深く頷うなずいた。

　水ミ無ナ月ヅキは機械の脚力を解放する。

　がっしりと少女の手を握り、絡から繰くり少年は全力で床を蹴った。ジャンプして二人でブースを跳び越える。空中を翔かける漆黒の少年と真紅の少女に、追っ手だけではなく来場客やスタッフもぽかんと口を開けていた。

　人ごみの最さ中なかに着地した水ミ無ナ月ヅキは、リタを連れて人々の隙間を縫う。ぶつかりそうになった人々の怒号や悲鳴が背後から聞こえてくるが、無視だ。

　力強い手に引かれたリタは、先導する少年の背だけを見つめていた。







　展示場の隅にある柱の陰。

　ブースから離れたところで水ミ無ナ月ヅキとリタは息を潜めていた。

　柱の向こうでは、「あいつら、どこ行った!?」という物騒な声が複数聞こえてきている。吸血鬼を徹底的に排除しないと気が済まないらしい。

　相手は人間だ。戦えば絶対に勝てる。

　だが、事を大きくするのは避けたかった。水ミ無ナ月ヅキの正体やカノンの出自など、こっちが抱えている爆弾は大きい。突かれたら痛手を被こうむるのは自分たちのほうだ。

　しばらく微動だにしないでいると、彼らの声は遠ざかっていった。

「行ったか……？」

　水ミ無ナ月ヅキが柱を背にして顔を覗のぞかせたとき。

　トン、とリタの額が水ミ無ナ月ヅキの胸を打った。

「……リタ？」

　少女によって水ミ無ナ月ヅキは柱に押しつけられていた。

　紅あかい髪が顎下をくすぐる。リタの両手は水ミ無ナ月ヅキのシャツをきつく握り締めていた。少女の肩は小動物みたいに震えている。

「どうした？　人間に追いかけられたのが、そんなに怖かったのか？」

　違うわよ、とリタは返したが、その後の言葉はすぐには出てこなかった。

「……最近、いつもこれなの。吸血鬼は出て行けって、ここは吸血鬼の国じゃないって……軍務でどこに行っても、人間を助けても、二言目には『吸血鬼か』って……」

　普段のリタからは信じられないほど、その声は弱々しかった。

「学校でも嫌がらせされてるわ。でも、わたくしは王族だから……わたくしが毅き然ぜんとしていないと、他のヴァンパイアの生徒はもっと辛つらい思いをするから……」

　リタの手の冷たさがシャツ越しに伝わってくる。

　何も気に留とめていないようで、彼女はきちんと傷付いていたのだ。ただ強がって、それを見せないようにしていただけで。

「さっきだって、わたくしは怪け我がの手当てをしたかっただけなのに……人間を嫌いになりたくないわ。でも、こんなことをされ続けたら、わたくし……」

　それ以上、リタの言葉は続かなかった。

　押し殺した嗚お咽えつが胸から聞こえてくる。されるがままになった水ミ無ナ月ヅキは、自分のシャツが濡ぬれるのを感じていた。

「泣いているのか、リタ」

「っ、……そうよ。ミナヅキもわかってるなら抱き締めるくらいしなさいよっ」

「抱き締める？　こうか？」

　少女の背に腕を回すと、リタは「もっと強く」と不満げに言った。

　言われた通り、水ミ無ナ月ヅキは力を込める。

「もっと」

「まだまだね」

「全然足りないわ」

「やっと合格よ、ミナヅキ」

　水ミ無ナ月ヅキは全身で少女を強く抱き締めていた。壊しそうだから、という遠慮はいらなかったようだ。まるで一つになったみたいにリタの息遣いと鼓動が感じられる。腕にしっかりと収まる少女の感触は、絡から繰くり少年にも心地よさと充足感をもたらしていた。

　どれだけそうしていただろう。

「……吐き出したら、なんかすっきりしたわ」

　やがて少女は恥ずかしそうに、ぽつりと言った。

　腕の中を見下ろすと、少女の涙はもうどこにも見当たらなかった。

「リタ、そろそろ時間だ。カノンとの待ち合わせ場所に戻るぞ」

　水ミ無ナ月ヅキは腕を解く。

　それでもリタは離れようとしなかった。名残惜しげに水ミ無ナ月ヅキのシャツを摑つかんだまま放さない。

「でも、カノンと合流するには、さっきのブースの近くを通らないといけないわ」

「おまえは〈霧化ネーベル〉を使ったほうがいいかもな。というか、さっき逃げるときも〈霧化ネーベル〉を使えばよかったんじゃないか？」

「ミナヅキとのデート中に〈霧化ネーベル〉なんか使うわけないじゃない」

　拗すねたように言ったリタは、肩を落とす。

「あーあ、このままずっとミナヅキとデートしていたいわ。カノンと合流したら、どうせ拷問みたいな歯車イベントに付き合わされるのよ。それより、二人でもっといろいろ見たいわよね」

「いや、勘弁してくれ。俺はこんな難易度の高い任務はもう御免だぞ」

　どこかから冷え切った隙間風が吹き込んできて、リタの長い髪を揺らした。

　少女は瞬まばたきも忘れて水ミ無ナ月ヅキを見つめていた。

「任、務……？　ミナヅキ、何のことを言っているの？」

　水ミ無ナ月ヅキはキョトンとして返す。

「何って、この一時間のことだが。俺はカノンから、おまえにオートマタの解説をするよう頼まれている。おまえも聞いていただろう？」

　リタの手が水ミ無ナ月ヅキのシャツから離れた。

　少女は信じがたいものを見るような表情になっていた。水ミ無ナ月ヅキを凝視したまま、唇を微かに震わせる。

「……待って。じゃあ、さっきまでミナヅキがオートマタについて語っていたのは、全部、任務だから……？」

「当たり前だ。でなければ、聞く耳を持たないおまえにオートマタなんぞ語らん」

「勘違いした人たちに追われたわたくしを引っ張ってくれたのは……？」

「あんな連中に追いかけられて解説ができるか。任務の邪魔だから撒まいたんだ」

「何それ……ミナヅキはっ、さっきまでデートじゃなくて任務をしてたつもりだったの!?」

　リタは両の拳を握り締めていた。

　真剣な目で見つめてくる彼女に、水ミ無ナ月ヅキも真顔で答える。

「ああ、そうだな。『敵』と仲良くする訓練でもある」

　少女が俯うつむいた。

　水ミ無ナ月ヅキは首を回す。

「それより、早く行かないとカノンとの待ち合わせが──」

「ふざけないでよ!!」

　リタの怒声が辺りに響き渡った。

「任務だとか訓練だとか、何よそれ！　わたくしのことを何だと思ってるのよ。ミナヅキがそういうつもりなら、わたくしだって一緒にいるのは御免だわ！」

　灼しゃく熱ねつの鉄のような瞳が水ミ無ナ月ヅキを見据えていた。少女の纏まとう怒気がビリビリと空気を震わせる。

　それでも、水ミ無ナ月ヅキはリタではなく周囲を気にしていた。

「おい、リタ。大声を出すと、あいつらに……」

「知らないわよっ！　そんなことどうでもいいわ！　任務だって言うなら一人で勝手にしたらいいじゃない。ミナヅキのバカっ!!」

　刹那、リタの姿が消えた。〈霧化ネーベル〉したのだ。

　そのとき、慌ただしく近付いてくる複数の足音が聞こえた。

「おい、声がしたぞ」「いた！　あそこだ！」「男だけだぞ。捕まえて吸血鬼の居場所を吐かせろ！」

　物騒な部品パーツを持った人間に指をさされ、水ミ無ナ月ヅキは盛大な舌打ちをした。

　この連中をカノンのいる場所へ連れて行くわけにはいかない。

　リタのことを考える余裕もなく、水ミ無ナ月ヅキは追っ手を撒まくために駆け出した。







　カノンとの待ち合わせ場所であるメティス・グループのブース脇。

　甲かつ冑ちゆうを纏まとった女神が描かれたパーティションの前に辿り着いた水ミ無ナ月ヅキは、慌ただしく視線を巡らせた。そこにカノンの姿はない。

　時刻は四時ジャスト。約束の時刻を十分すぎている。手荒なことができないため、振り切るのに時間がかかったのだ。

「……最悪だ」

　思わず呟つぶやいた水ミ無ナ月ヅキは、すぐさま思考する。

　──カノンはどこへ行ったのか。どこかのブースを見に行ったんだったらいい。だがもし、ハウエルズによって攫さらわれたのだとしたら。

　首を振って嫌な想像を払った絡から繰くり少年は、己の使命を胸に行動を開始した。
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　一方、水ミ無ナ月ヅキがやってくる、ほんの数分前。甲かつ冑ちゆうを纏まとった女神の前では、カノンが二人の姿を求めてキョロキョロしていた。

「もう約束の時間を過ぎてるのに、水ミ無ナ月ヅキもリタさんもどうしたんだろう……結局ユーリさんには会えなかったし」

　言いながら、少女の目は手元にあるパンフレットに留とまる。

　それはユーリがレストランで残していったものだった。会場図にはいくつか大きく丸がつけられている。すべてカノンのツボを的確に押さえたブースだった。ユーリに会えなかったカノンはそこを巡っていたのだ。

　そして、カノンが最も興味を引かれたのは、一枚のチラシだった。

『幻の波動歯車ハーモニー・ギア　特別イベント

　普段体感できない真っ暗な闇の中で、幻と言われる巨大波動歯車ハーモニー・ギアが奏かなでる駆動音を聞きましょう。わずかに光る歯形もロマンチックで、夜の海辺を思わせます』

　情景を想像した少女はだらしない表情で「ふああああ……」と至福のため息を洩もらす。

　控えめに言っても、最高のイベントだ。

　これは絶対に行きたい。いや、行かないのはありえない！

　クレープを食べているときにリタにチラシを見せたら全力で引いていたけど、これに行かなかったら一生後悔する。もはやこれを見るためだけに、ディーツェ・フェアに来たような気がしている。

　それが四時からスタートなのだ。だから、三時五十分集合にしたのだが、二人はまだやってこない。

　時計とチラシを幾度も見比べる。

　うう、と迷っていたカノンだったが、やがて少女は覚悟を決めた。

「行かなきゃ。幻の波動歯車ハーモニー・ギアがわたしを呼んでるっ……！」

　瞳を爛らん々らんと輝かせ、口くちの端はにヨダレを光らせた少女は勢いよく走り出した。
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　──どこへ行った、カノン？

　展示場とその隣にあるホテルを繫つなぐ渡り廊下を歩きながら、水ミ無ナ月ヅキは会場の見取り図を思い返していた。

　すべてのブースを高速で巡り、視認した。特設ステージも天井裏から俯ふ瞰かんし、カノンがいないか確かめている。

　ここまでして見つからないとなると、残る場所はホテルの部屋しかない。もしかしたら既に買い込んだ部品パーツを部屋でいじっている可能性もある。それか、本当にハウエルズに拉致されたか──。

　ガラガラガラガラ……。

　台車を引く音が近付いてきて、物思いに耽ふけっていた水ミ無ナ月ヅキは顔を上げた。

「あ」

　思わず声が洩もれる。ホテルのほうから空の台車を押してきたのは、ダボダボの白衣を着た少女、ユーリだった。

　水ミ無ナ月ヅキの声に反応してユーリもこっちを見る。途端に、彼女は何な故ぜかギョッとした表情になった。

　台車を止め、ユーリは水ミ無ナ月ヅキを胡う乱ろんげに見る。

「……こんなところで何してるんですか？」

　水ミ無ナ月ヅキが口を開くより早く、ユーリは訊きいた。尋問するみたいな口調だった。

「それはこっちの台詞せりふだ。おまえこそ、今までどこで何をやっていた？」

「何って、あたしは仕事ですよ。お気楽な学生身分のミナヅキくんとは違いますからね。シャチョーに言われて製品の補充をしていたんです。ブースにうちの社の製品全部は置ききれないので、ホテルの部屋が倉庫代わりなんですよ」

「そうか。カノンと会わなかったか？　カノンがおまえを捜していたんだが」

「カノンちゃんがあたしを？」

　目を瞬まばたかせるユーリに水ミ無ナ月ヅキは首を振った。

「会ってないのか……なら、いい」

　そう言って水ミ無ナ月ヅキが再び歩き出そうとしたときだった。

「ちょ、ちょっと待ってください！　どこに行くんですか!?」

　慌てた様子でユーリが立ち塞がった。水ミ無ナ月ヅキは白衣の少女を見下ろす。

「ホテルの部屋だが」

「いやいや、なんでせっかくディーツェ・フェアに来てるのに部屋へ行くんですか。バカなんですか？　あ、わかりました。またミナヅキくんの引きこもり癖が出たんですね。さてはカノンちゃんと喧けん嘩かでもしたんでしょう」

　ユーリはニヤニヤと底意地の悪い笑みを向けてくる。

　水ミ無ナ月ヅキは小さく眉を寄せていた。ユーリの発言が不愉快だったからではない。不可解だったからだ。

　どうして今日出会ったばかりのユーリが水ミ無ナ月ヅキの「癖」を指摘できるのか。

　ユーリは水ミ無ナ月ヅキの反応を意に介さず続ける。

「そういうときは愉たのしいものでも見て、気晴らしするといいですよ。そうですね、あたしがミナヅキくんにオススメするのは、特設ステージでやっている《歌唱少女アイドル》のライヴイベントですかね。知ってますか、《歌唱少女アイドル》？」

　水ミ無ナ月ヅキは首を振った。

　少年の反応にユーリはせせら笑う。

「ミナヅキくんのことだから、知らないと思いました。芸能人みたいにテレビによく出ているオートマタグループなんですけど、ミナヅキくん、ニュースしか観みなさそうですもんね」

「なんでそんなことがわかるんだ。……おまえ、俺とどこかで会ったことがあるのか？」

　水ミ無ナ月ヅキは記憶領域メモリーを探る。ヒットなし。

「勘ですよ、勘。ミナヅキくんが真面目そうに見えたから、そう思っただけです」

　ユーリは大きすぎる白衣の袖をぷらぷらと揺らす。

「芸能用オートマタ《歌唱少女アイドル》は歌やダンスができるんです。一体一体、個性がプログラムされていて、同じ製品は絶対に存在しないのがウリだそうですよ。他社の製品なので、あたしもよく知らないですけどね。シャチョーが出来の悪い下らないオートマタと言っていたので、きっとステージも大したことないんでしょう。そうに違いありません」

「おまえ、大したことないと言いながら、それを俺に薦めるのか……」

「だってミナヅキくん、可愛かわいい女の子は好きですよね？　それなら、《歌唱少女アイドル》を見に行くのはオススメですよ、というだけです。はい、ということで、会場へ戻りましょうね」

　両手で促すユーリを、水ミ無ナ月ヅキはひょいと躱かわした。

「いや、俺はカノンを捜しに部屋へ行く」

　はあ!?　とユーリは素っ頓狂な声を上げた。スタスタと歩く水ミ無ナ月ヅキに追おい縋すがってくる。

「待ってくださいよ！　カノンちゃんは部屋にいないですよ！」

「なんでわかるんだ？」

　水ミ無ナ月ヅキが足を止め、鋭い目を向ける。

　ユーリは締まりなく笑った。

「それはオートマタマニアですから。てか、ミナヅキくん、カノンちゃんを捜してたんですか。はぐれちゃったんですかね？　それを早く言ってくださいよ。あたし、カノンちゃんを見つけられる自信ありますよ」

「何だと？」

　ユーリは眼鏡をくい、と持ち上げた。

「マニアのことはマニアにお任せですよ。さあ、ミナヅキくん、会場へ戻りますよ」

　自信満々なユーリに、水ミ無ナ月ヅキは怪け訝げんに思いつつも従った。







「ここで待ってるといいですよ。五時を過ぎたらカノンちゃんが来るはずです」

　ユーリにそう言われた場所で立ち尽くすことしばし。

「あっ、水ミ無ナ月ヅキ！」

　本当に五時を回ったところでカノンの大声がした。

　見れば、カノンとリタが揃そろっている。水ミ無ナ月ヅキと目が合うなり、白銀の少女が一直線に駆けてきた。

「もう、水ミ無ナ月ヅキ！　心配したんだから。見つかってよかったあ」

　息を切らしてやってきたカノンは、水ミ無ナ月ヅキのコートをぎゅうっと握り締める。両目はわずかに潤んでいて、彼女が今にも泣き出しそうだったのを水ミ無ナ月ヅキは知った。

　走ってきたせいで少女の銀系が乱れている。あらぬ方向へ跳ねたカノンの髪を、水ミ無ナ月ヅキは直した。

「それはこっちの台詞せりふだ。俺もおまえを捜してた。どこ行ってたんだ？」

「幻の波動歯車ハーモニー・ギア、特別イベントだよ」

「何だそれは」

「あ、水ミ無ナ月ヅキにはチラシ見せてなかったっけ。ユーリさんが持ってたパンフレットにあったんだよ」

　なるほど、と水ミ無ナ月ヅキは納得した。ユーリは、カノンがそのイベントに参加していると確信していたのだろう。だから的確な指示ができたのだ。

「あーあ、水ミ無ナ月ヅキとリタさんにもさっきのイベント参加させてあげたかったな……。こんな機会、滅多にないのに。最高に幸せな気分になれるイベントだったんだから！」

「歯車ギアに関しては、おまえのコメントに信しん憑ぴよう性せいがない」

　口惜しそうなカノンを見下ろし、水ミ無ナ月ヅキは半目になる。

　カノンはリタを振り返った。

「リタさん、水ミ無ナ月ヅキが帰ってきてよかったね。これでまた三人で見て回れるよ」

　笑顔のカノンに、しかし、リタはすっと目を逸そらした。水ミ無ナ月ヅキとも目を合わせようとしない。

「……そうね」

　明らかにいつもとテンションが違うリタに、カノンが瞬まばたく。

「どうしたの。なんかリタさんらしくない……」

「何でもないわ」

　カノンの言葉を遮り、リタは冷淡に言った。

　どう見ても何かがあった態度に、カノンは水ミ無ナ月ヅキを見上げる。無言で糾弾するような眼まな差ざしを向けられても、水ミ無ナ月ヅキには反応のしようがない。絡から繰くり少年はリタを怒らせた原因すら理解していないのだ。

　応えない水ミ無ナ月ヅキに、カノンはそっと息をついた。

　一人だけ距離を置いているリタに歩み寄る。

「リタさん、特設ステージ行こうか。《歌唱少女アイドル》がライヴしてるんだって。わたし、生で見たことないんだよね」

「大したことないらし……」

「水ミ無ナ月ヅキは黙ってて」

　ユーリから聞いた情報を言おうとすると、振り返ったカノンにギロリと睨にらまれた。

　長い髪を弄いじっていたリタは、口を尖とがらせつつも言う。

「《歌唱少女アイドル》のライヴ行ったことないの、カノン？　女子のファンも多いわよ。可愛かわいいオートマタばかりだから」

「わあ、やっぱり可愛かわいいんだ。実は水ミ無ナ月ヅキのお洒落しやれパーツを検討するのに、参考にしたいと思ってたんだよね」

「やめろ、そんな不純な動機でアイドルのステージを見に行くな！」

「そういえば、パンフレットには《歌唱少女アイドル》の握手会ってあるけど、これって何だろう？」

「カノンは疎うといわね、握手会も知らないの？　会場で売っている《歌唱少女アイドル》の音源を買えば、彼女たちと握手ができるイベントよ」

「え、それ絶対行きたい！　《歌唱少女アイドル》に触れるってことでしょ？　どんな人工皮膚使ってるのかな。神経ケーブルの反応速度は？　人工眼球運動の精度はどれくらい？　うわああ、試したいことがたくさん！」

「やめろ、そんな不純な動機でアイドルの握手会に参加するな！」

「早く特設ステージに行こう！　ライヴが終わっちゃう」

　カノンが水ミ無ナ月ヅキとリタを促していく。

　そのときもリタは水ミ無ナ月ヅキの隣を確保することなく、カノンに腕を抱えられたままだった。







「ああ、楽しかったあ。ディーツェ・フェア来てよかったね」

　ディーツェ・フェア一日目閉場のアナウンスが流れ、カノンと水ミ無ナ月ヅキ、リタは展示場からホテルへ移動していた。

　リタも同じホテルで部屋を取っているらしく、一緒に行動している。

　あれから水ミ無ナ月ヅキたちは《歌唱少女アイドル》のステージを見て、握手会まで参加した。

　ちなみに、ステージはユーリの前情報と違って、水ミ無ナ月ヅキが見ても感動を覚えるレベルだった。大したことない、なんて噓うそっぱちである。

　握手会ではカノンがオートマタの手を握った瞬間、「この人工皮膚はずばりナチュラルスキンメーカー社の真・プリンセスガールシリーズ、しっとりなめらかタイプのカラーナンバー〇一、ライトベージュオークルですね？　伸縮性に優れ、なおかつ人肌の手触りを忠実に再現したこの製品はわたしも気になってました。実際のところ、これはどれくらいの頻度で貼り替えているんですか？」と話しかけて、《歌唱少女アイドル》をフリーズさせていた。あまりにもフリーズを連発させるので、カノンは出禁になった。

　その後はコンテスト用の部品パーツを物色していたら、あっという間に閉場時刻である。

　カノンは購入した部品パーツの袋をたくさん抱えて言う。

「夕食どうしようか？　リタさん決めてる？」

「ホテルの近くに、美味おいしいシーフードレストランがあるわ。近くの湖で捕れた魚を使っているそうよ」

「じゃあ、そこにしよう。わたし、荷物置きたいから一回ホテルの部屋に寄っていく」

「わたくしも着替えたいわ。歩き回って汗かいたもの」

　三十分後にホテルのロビーで、と決めて、カノンと水ミ無ナ月ヅキはリタと別れた。

　ホテルのエレベーターで二人だけになってから、カノンは水ミ無ナ月ヅキを睨にらみ上あげる。

「水ミ無ナ月ヅキ、わたしがいない間、リタさんと何があったの？」

「何もない」

「絶対、噓うそだから。お昼までは水ミ無ナ月ヅキにべったりしてたリタさんが、いきなり水ミ無ナ月ヅキを避けてるんだから、何かあったに決まってる」

「おまえはいつも俺からリタを引き剝がしてたじゃないか。手間がなくなってよかったんじゃないのか？」

「それとこれとは話が別！　乙女心は複雑なの」

　乙女心など理解できるはずもない絡から繰くり少年は肩を竦すくめた。

　ポーン、と音がしてエレベーターが開く。

　カノンはホテルの廊下をずんずんと歩いていく。

「とにかく夕食のときにリタさんと仲直りして。二人が気まずいと、わたしまで気まずいんだから」

「仲直りってどうやるんだ？」

「それは自分で考えて！　順序としてはまず、なんでリタさんの態度が変わったか、原因を探るところからでしょ。それで何が悪かったのか反省すれば、仲直りの方法もわかるんじゃない？」

　水ミ無ナ月ヅキは「ふうん」と曖昧な声を出した。

　記憶領域メモリーを思い返してみるが、自分は何も悪いことをしていない。むしろ、しっかり任務を果たしたことを褒めてほしいくらいだ。本当にリタに解説するのは骨が折れたのだ。

　考えている間に部屋に着き、カノンは鍵を使ってドアを開ける。

「わあ、朝も見たけどすごい部屋！　そうだ。ハウエルズさんに部屋のお礼言うの忘れてた。明日、言わないと」

　贅沢なスイートルームにカノンは浮かれた足取りで入っていく。

　さすがメティス・グループの社長、ハウエルズが手配しただけあって、ホテルの部屋はとんでもなく豪華だった。高校生が宿泊するには明らかに分不相応である。

　後に続いた水ミ無ナ月ヅキはバロック調の室内を見渡した。広々としたリビングには革張りのソファーや重厚感のある調度品がたくさん並んでいる。

「だが、メティス・グループに入る話は断ったじゃないか。明日のオートマタファイトの席を用意しておくとハウエルズは言っていたが、本当に行くつもりなのか？」

「うん。だって、肝心の人工頭脳をまだ見ていない」

「あれに俺と同じ脳が使われているかは、正直、わからないな。あれは《白びやく檀だん式しき》とはあまりに仕様が違いすぎて、判断がつかない」

「だから、見てみるしかないよね。今日はどんなオートマタでどこにあるのかわかったから、明日、イエッセルに帰るまでには人工頭脳の真相を突き止めないと。夕食のときには、リタさんとこれからの動き方を相談して……」

　足が沈み込むほど柔らかい絨じゆう毯たんを踏み、カノンは部屋の奥へ向かった。そこには大きなベッドが二つ、存在感を主張している。

「っ……！」

　ベッドルームを見るなり、カノンは息を吞のんだ。

　そのまま彼女は足に根が生えたみたいに立ち尽くす。

「……あれ？　わたしもしかして水ミ無ナ月ヅキとお泊まりするの初めて？　でも、一緒に暮らしてるよね。それなのに、なんでこんなにドキドキするんだろう……あっ、そうか。ベッドが同じ部屋にあるからだ。いつもは寝る部屋は別々だもん。……え、そう考えるとこの状況ってマズいんじゃ……」

　急にぶつぶつ呟つぶやき始はじめたカノンに水ミ無ナ月ヅキは首を傾かしげる。

「どうした、カノン？」

　背後から声をかけると、少女は「ひゃあっ」と飛び上がった。ますますわからない水ミ無ナ月ヅキはカノンを捕まえる。

「おい、平気か？　顔が赤いぞ」

「な、何でもない。大丈夫だから……」

　水ミ無ナ月ヅキはカノンの顔を覗のぞき込こむ。少女は顔を真っ赤にして、水ミ無ナ月ヅキから懸命に目を逸そらしていた。

「あまり大丈夫には見えないが。熱があるならリタと食事に行くのはやめて、もう寝るか？　俺が一晩中看病していてやるぞ」

　途端にカノンの顔から、ボン、と火が出た。

「そんなことされたら本当に熱が出る！　……そうだ、夜は水ミ無ナ月ヅキを眠らせて手入れするんだから気にすることないよね。毎晩、手入れするのが大事だし」

　自分に言い聞かせたカノンは、くるりとベッドに背を向ける。それからリビングを横切って、ドアを開けた。

「うわあ、洗面所も綺き麗れい！」

　カノンのはしゃぐ声を聞きながら、水ミ無ナ月ヅキはバルコニーへ目を走らせた。

　リビングの片側は大きなガラス扉になっていて、そこからバルコニーに出られるようだ。窓の外には底の知れない闇が広がっている。風が吹いているのか、遠くに見える街の灯ひは星ほし屑くずみたいに瞬またたき、いかにも儚はかなげだった。

　寂せき寞ばくたる情景に水ミ無ナ月ヅキがカーテンを閉めようとした、そのとき。

「ねえ、水ミ無ナ月ヅキ。これ、見て」

　カノンが戸惑った声を上げて、洗面所から出てくる。

　水ミ無ナ月ヅキは振り返った。

「もしかして、これって……」

　そう言うカノンの背後に、水ミ無ナ月ヅキは信じがたいものを見た。

　闘技用オートマタ《機神戦士メタトロン》。

　全身を装甲で覆ったオートマタは、闘技用の剣を持って直立していた。ヘルメットの目元は赤く点灯している。

「今日ブースで見た……」

　カノンの言葉の途中で《機神戦士メタトロン》が音もなく剣を振り上げる。

　狙うのは無論、少女の心臓だ。

　背を向けているカノンがそれに気付くはずもなく──

「メタ……」




「カノン───ッ!!」




　──『敵』を認識。戦闘モードへ移行──

《機神戦士メタトロン》が剣を突き出した瞬間、水ミ無ナ月ヅキはカノンを引き倒していた。

　右手のアサシンブレードを出し、闘技用の剣を受ける。

　黒い剣と銀の刃がぶつかった。

「カノン、無事か!?」

　足元に倒れている少女に水ミ無ナ月ヅキは声をかける。カノンは身体からだを起こすと、怯おびえた瞳でこっちを見上げた。
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「う、うん。それより、なんで、それ、この部屋に……」

「それは後だ！　おまえは部屋を出てハウエルズを捜してこい。あいつはまだ会場付近にいるだろ！」

　頷うなずいたカノンが震える脚で立ち上がり、行こうとしたとき。

　フシューという音と共に、水ミ無ナ月ヅキは強い力で薙なぎ払はらわれた。

「ぐっ……！」

　リビングの床に叩たたきつけられる。が、受け身を取った水ミ無ナ月ヅキはすぐに起き上がる。そして追撃に備えるが。

「何っ!?」

《機神戦士メタトロン》が狙ったのは水ミ無ナ月ヅキではなく、カノンだった。

　最初に目撃した人型を対戦相手と認識するのか、水ミ無ナ月ヅキには目もくれず、攻撃手段も持たない少女へ剣を振るう。

「伏せろ、カノン！」

　叫びつつ、左手の四連装拳銃を発砲。

《機神戦士メタトロン》の胸に人工血液の銃弾がヒットする。やったか、と思いきや、敵の動きは変わらなかった。まるで効いていない。

　頭を抱えて伏せたカノンに剣先が迫る。

　くそ、と水ミ無ナ月ヅキは《機神戦士メタトロン》に跳びかかった。

　剣を持つ手首を摑つかみ、足払いをかける。闘技用は体術を想定していないのか、これは鮮やかに決まった。

　仰向けに倒れた《機神戦士メタトロン》の左胸、ゼンマイのある位置に水ミ無ナ月ヅキはアサシンブレードを突き立てる。

　しかし。

　ガッという反発。銀の刃は装甲に阻はばまれていた。

　──暗器が通じない……？

　冷静に考えれば、それは必然とも言えた。水ミ無ナ月ヅキは対吸血鬼戦闘用オートマタだ。四連装拳銃もアサシンブレードも、人間と同じ肌を持った吸血鬼を倒すために備わっている。闘技用オートマタの頑丈な装甲を破ることを目的とはしていないのだ。

　動きを止めた水ミ無ナ月ヅキに、下から剣が突き出される。

　それを跳とび退すさって回避したとき、同時に《機神戦士メタトロン》も跳ね起きていた。

　武骨な機械人形が水ミ無ナ月ヅキへ迫る。豪速で繰り出される斬撃。アサシンブレードで受けるものの、パワーは敵が圧倒的に上だ。少年は耐えきれず吹っ飛んでいた。

　壁かべ際ぎわのごてごてした調度品へ叩たたきつけられる。サイドテーブルが倒れ、その上に載っていた大きな花瓶が落ちて割れた。騒々しい音が室内に響く。

「水ミ無ナ月ヅキっ！」

　倒れた少年にカノンが駆け寄った。

《機神戦士メタトロン》は出口付近にいて、カノンが部屋から脱出するのはもう不可能だった。

　黒い剣を持った闘技用オートマタが二人を見下ろす。不気味さすら感じられる無機質な機械人形に追い詰められ、カノンは水ミ無ナ月ヅキを抱える手に力を込めた。

　その手を絡から繰くり少年はそっと押おし退のける。

「水ミ無ナ月ヅキ……？」

　カノンの腕から抜け出し、水ミ無ナ月ヅキは起きた。白銀の少女を庇かばうように立つ。

　調度品にぶつかった際に傷付いたのか、少年の人工皮膚はところどころ裂け、人工血液が滴したたっていた。それが彼の衣服や絨じゆう毯たんをどす黒く変色させていく。

　けれど、水ミ無ナ月ヅキは退ひかない。

　水ミ無ナ月ヅキの後ろにはカノンがいる。《機神戦士メタトロン》がカノンを標的にしている以上、水ミ無ナ月ヅキの行動不能は即すなわちカノンの死だ。

　どれだけ敵の戦闘能力が高くとも、自分の武器が通用しなくとも。

　──俺はカノンを守ってみせる。

　水ミ無ナ月ヅキは漆黒の瞳で敵を睨にらんだ。

　緊迫感が静寂となって室内に満ちる。

　フシューと闘技用オートマタの排気音が洩もれた。それが止やんだ直後、敵が動く。水ミ無ナ月ヅキも床を蹴った。

　真正面から電光石火で突き出される剣。それを見切る。

　身体からだを捻ひねることで躱かわした水ミ無ナ月ヅキは、《機神戦士メタトロン》の右腕を狙った。

　アサシンブレードを敵の肘の部分、ちょうど装甲の継ぎ目へ突き入れる。

　バチンッ、と何かが切断される音がした。

　機械人形の動きが一瞬、止まる。

　──攻撃が効いた！

　次の瞬間、相手は跳とび退すさってしまったが、水ミ無ナ月ヅキは確かな手応えを感じていた。追い打ちをかけるべく踏み込む。

　敵も応戦するが、明らかにさっきと動きが違う。水ミ無ナ月ヅキの攻撃で《機神戦士メタトロン》の肘は関節部分が傷付き、動作がぎこちなくなっているのだ。

　機械人形は胸に来るはずの攻撃に備えて身構える。

　けれど、次に水ミ無ナ月ヅキが狙ったのは敵の手首だった。

　コントロールの鈍くなった斬撃を潜り、水ミ無ナ月ヅキは《機神戦士メタトロン》の手首を装甲の隙間から破壊する。敵の右手から剣が滑り落ちた。

　オートマタファイトなら、反則だ。

　肘を攻撃した時点で、おそらく試合は中断されるだろう。反則負けもあるかもしれない。

　だが、これはお遊びオートマタファイトじゃない。生きるか死ぬかの実戦だ。攻撃してはいけない場所などなく、どんな手を使ってでも相手を斃たおさなければならないのだ。

　──これが闘技用と戦闘用の違いだ。

　得物を落とした《機神戦士メタトロン》は無事な左腕でそれを拾おうとするが、水ミ無ナ月ヅキはその剣を蹴り飛ばした。

　ガラス扉を破った剣はバルコニーに転がる。

《機神戦士メタトロン》は剣で戦うことしかプログラムされていない。彼は戦うために、敵である水ミ無ナ月ヅキに背を向けて得物を拾いに行く。

　それを悠長に待ってやるほど、対吸血鬼戦闘用オートマタは甘くない。

「これで終わりだっ！」

　敵がバルコニーに出る前に、水ミ無ナ月ヅキは《機神戦士メタトロン》の首筋、所有者認識チップの挿入口へ銀の刃を突き入れた。

　チップを破壊するべく斬り上げる。

　ヘルメットが紛砕され、頭部の部品が飛び散った。

　刹那。

　──カチ、と。

　危機感に総毛立つという体験を水ミ無ナ月ヅキはそのとき初めてした。理解より直感。思考より反射。水ミ無ナ月ヅキは咄とつ嗟さに跳とび退すさっていた。

　閃せん光こうが視界を塗り潰す。

　人工鼓膜を破らんばかりの炸さく裂れつ音おんが轟とどろいた。

　瞬間的な熱風が少年の頰を煽あおり、黒髪を舞い上げる。

《機神戦士メタトロン》が爆発したのだ。光が収まったとき、機械人形は原形を留とどめておらず、バラバラになっていた。黒焦げになった装甲がカタン、と微かすかな音を立てて崩れる。

　カノンは離れていたため、怪け我がはない。水ミ無ナ月ヅキもすぐに後退したので、細かな金属片が掠かすったくらいだ。

　そもそも、あまり大きな爆発ではなかった。被害があったのは《機神戦士メタトロン》だけで、室内の調度品も爆発のせいで壊れたものはなさそうだ。

　割れたガラス扉から凍えるような夜気が入り込んで、室内の温度を急速に奪っていた。

「……何だ、これは」

　無惨に散った《機神戦士メタトロン》を見渡し、水ミ無ナ月ヅキは呆ぼう然ぜんと声を洩もらす。

　何な故ぜ、爆発が起きたのかまるで理解できなかった。

　壁かべ際ぎわでへたり込んでいる少女も茫ぼう然ぜん自じ失しつとしている。

　と、ドアを激しくノックする音がした。ドンドンドンッ、と急せかすような音と、大声が聞こえる。

　水ミ無ナ月ヅキは動けないカノンに代わってドアを開けた。

「どうしました!?　ものすごい音が聞こえたと周囲の部屋から苦情が来ているのですが……」

　人間のホテルマンだった。水ミ無ナ月ヅキの顔を見て、次に少年の背後に広がる惨状を目まの当あたりにした彼は、みるみる顔を青くした。

「お、お客様、このお部屋は一体……!?」

「オートマタが爆発した」

「爆発!?」とホテルマンは素っ頓狂な声を上げた。それから「少々お待ちください」と作り笑顔で言った彼は、慌てふためいて去って行く。

　ドアを閉めて、水ミ無ナ月ヅキはカノンを振り返った。

　瞬間、はっとする。

　カノンは床に座ったまま、《機神戦士メタトロン》の部品パーツを拾い集めていた。バラバラになった装甲、焦げたゼンマイ、分解された歯車ギア……。それらを大事そうに手に取っていく。

　室内に散らばる部品をすべて集めたとしても、おそらく《機神戦士メタトロン》は復元できない。

　そう。カノンの意図は復元ではないのだ。

　少女の掌てのひらが湾曲してしまった装甲をそっと撫なでる。爆発でついた汚れや粉ふん塵じんが拭われて、メタリックな輝きが露あらわになった。そこに少女の寂しそうな顔が映る。

　悼いたむように、労ねぎらうように。一つ、また一つとカノンは壊れた部品パーツを集めていく。

　少女の丁寧な手つきに水ミ無ナ月ヅキは思わず見入った。

　自分を襲ってきたオートマタにもかかわらず、カノンは《機神戦士メタトロン》が無惨に破壊されたことに心を痛めていた。

　そのとき、水ミ無ナ月ヅキはカノンの手元に気付いた。

「おい、カノン。その部品パーツは……！」

　え、と少女が声を上げる。

　カノンの手には銀色の匣はこがあった。

　自身の記憶領域メモリーと照合した水ミ無ナ月ヅキは、確信して言う。

「同じだ。俺が睦ム月ツキの頭から発見した人工頭脳と、形もサイズも……！」

　カノンが息を吞のんで、匣はこを見る。そこには、現在のメティス・グループのロゴである甲かつ冑ちゆうを纏まとった女神像が描かれていた。

　水ミ無ナ月ヅキが《機神戦士メタトロン》のチップを破壊する際、ヘルメットは割れて中身の一部が飛び出していた。肝心の人工頭脳は爆発の影響を受けなかったのだ。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンの手から匣はこを取る。

「この中に吸血鬼の脳が入っていたら、それで決まりだ。あの人工頭脳を作ったのはハウエルズということになる！」

　カノンがごくりと喉を上下させた。水ミ無ナ月ヅキを見上げ、少女は一つ頷うなずく。

　水ミ無ナ月ヅキも頷うなずき返かえし、アサシンブレードを出した。

　匣はこに刃を差し入れようとしたとき。

　そこで再びノックが鳴る。

　軽く顔をしかめた水ミ無ナ月ヅキはキャリーバッグの中に匣はこを隠した。玄関へ向かう。

　ドアを開けると、今度は複数人の警官がいた。その後ろにはハウエルズもいる。

「失礼。爆発したというオートマタを見せてもらうよ」

　警察手帳を見せた警官たちは、水ミ無ナ月ヅキに有無を言わさず部屋へ入り込んできた。カノンが不安げに男たちを見る。

「ハウエルズさん、確認してください」

　警官に促され、ハウエルズはカノンが集めていた部品パーツの一つを取った。

　割れたヘルメットの破片。

　それを手にした男は、ロクに見ることもなく無造作に放った。投げられた破片がカノンの集めていた他の部品パーツに当たり、カン、と冷たい音を立てた。

　ハウエルズは散らばる部品パーツを見渡し、淡々と言う。

「これは、盗難にあった我が社の製品、《機神戦士メタトロン》に間違いありません」

「盗難……？」

　水ミ無ナ月ヅキが口を挟んだ。

　警官の一人が水ミ無ナ月ヅキのほうを向く。

「ハウエルズさんから被害届が出ていたんだよ。今日の夕方、社員が目を離した隙に闘技用オートマタ《機神戦士メタトロン》が盗まれていた、とね」

　水ミ無ナ月ヅキが眉をひそめると同時に、洗面所を見ていた別の警官が「コンテナがありました！」と顔を覗のぞかせた。

「メティス・グループのロゴが入っています。ここに《機神戦士メタトロン》が入っていたと思われます」

「はい、それは我が社のコンテナです。普段、《機神戦士メタトロン》はそこに仕舞っています。盗まれる前もそこに入れていました。このコンテナは、暗証番号入力が必要な区画に置いていたのですが……」

　そこまで言ったハウエルズは、意味ありげにカノンを見た。

　白銀の少女はまだ状況が摑つかめず座り込んでいる。

　ハウエルズの視線を汲くみ、警官の一人がカノンの前にしゃがんだ。

「お嬢さんがこの部屋に宿泊しているカノン＝ザンデルホルツさんですか？」

「はい」

「洗面所にあったコンテナは、あなたが部屋に運んできたんですか？」

「なっ……！」

　声を上げたのは水ミ無ナ月ヅキだ。その質問は「あなたが犯人ですか？」と訊きいているようなものだ。失礼だろう。

　だが、カノンは冷静に返した。

「違います。わたしが部屋に入ってきたときには既にありました」

　警官が他の警官やハウエルズを見上げ、肩を竦すくめる仕草をした。彼らはカノンを疑っているのだ。警官が顔をカノンへ戻す。

「では、ザンデルホルツさんは《機神戦士メタトロン》の盗難に無関係と言いたいわけですか？」

「そうです。わたしは《機神戦士メタトロン》を盗んでいません！」

　カノンが大きな声で主張したときだった。

　ドン、と鈍い音が響いた。ハウエルズがステッキを床に打ち付けたのだ。

「ミス・ザンデルホルツ。見苦しい抗弁はやめたまえ。正直に認めたほうが罪は軽くなる」

「罪」という言葉にカノンは身体からだを震わせた。信じられない、という表情で男を見上げる。

　ハウエルズは冷たく続けた。

「あの区画の暗証番号を知るのはうちの社員でも数人だけだ。彼らのアリバイは確認済みだ。他に暗証番号を知ることができるのは、キミたち三人しかいないのだよ。大方、私の手元を見て番号を覚えたのだろう」

「そんな！　わたしは暗証番号なんか覚えていません！」

「なら、何な故ぜこの部屋に《機神戦士メタトロン》があるのかね？　キミは朝にチェックインしているだろう。ここの部屋の鍵はキミが持っていたのではないのかね？」

「それは、そうですが……でも、鍵ならホテルにも予備があるはず」

「ホテルの人間を疑えと言うのかね？　しかし、それでは暗証番号を知っている説明がつかない。キミが盗んでいないと言うなら、アリバイを証明したまえ。私たちが目を離したのは午後四時から五時にかけてだ。その間、キミはどこで何をしていた？」

「その時間なら、幻の波動歯車ハーモニー・ギアの特別イベントに……」

「そこにキミがいたと証明できる人はいるのかね？　イベントで会った人は？」

「え、だって、あれは、暗闇の中で波動歯車ハーモニー・ギアの駆動音を楽しむイベントで、周囲にいた人なんて見えるはずない……」

「つまり、誰もキミがそこにいたと証明できないわけだね？」

　ハウエルズの念押しに、カノンは目を見張ったまま硬直した。

　男は大仰に息をついてみせる。

「《機神戦士メタトロン》は我が社の技術の結晶だ。キミが大いに関心を寄せている波動歯車ハーモニー・ギアも使われている。それを目まの当あたりにしたキミが、研究材料として《機神戦士メタトロン》を手に入れたいと思ってしまうのは無理からぬことだろう」

「違います……わたし、そんなこと思ってません……！」

「特にキミはその歳としで既に両親を亡なくしている。生活はあまり楽ではないはずだ。将来に不安を覚えたキミは、手っ取り早く技師としての名声や大学への奨学金を手にしたかった。そのためには高校生オートマタコンテストで結果を出すしかない。キミは焦あせるあまり、魔が差したんだ。うちの《機神戦士メタトロン》を研究すればコンテストで優勝できるはずだ、とね」

　カノンも水ミ無ナ月ヅキも絶句していた。

　よくもまあ、そんなこじつけをしたものである。

　実際のところは、カノンは普通に暮らせるだけの資金援助を大公家から受けている。将来に不安を抱えるほど生活に困窮はしていない。

　しかし、そんな事情は警官の知るところではない。ハウエルズの言い分はもっともなものとして捉えられていた。

　ハウエルズは精一杯、憐あわれんだ表情になる。

「私だって優秀な学生をこんな形で地獄へ突き落としたくはない。だが、《機神戦士メタトロン》を盗難し、あまつさえ破壊までしてしまった以上、我が社としては法的措置を取らざるを得ない。わかるだろう？」

　そこでハウエルズはカノンに顔を寄せた。

　少女にだけ聞こえる低い声で囁ささやく。

「──大人しく私に従っておけばよかったものを。逆らうから、こうなるのだよ」

　カノンがキッと眼まな差ざしを鋭くした。

　男はどこ吹く風だった。少女のささやかな抵抗を嘲笑うように口元を歪め、ハウエルズは身を翻ひるがえす。カノンが勢いよく立ち上がった。

「待ってください、ハウエルズさん……！」

　男に追おい縋すがろうとしたカノンだったが、前には恰かつ幅ぷくの良いい警官たちが立ちはだかった。警官は落ち着いた声で言う。

「ザンデルホルツさん、詳しい話は署で聞きましょうか」

　カノンの顔から、みるみるうちに血の気が引いていった。怯おびえる少女の背へ手を回し、警官は促す。

　危機感を覚えた水ミ無ナ月ヅキは一歩踏み出していた。

「おい、待て。カノンは被害者だぞ。俺たちは《機神戦士メタトロン》に襲われたんだ！」

　去ろうとしていたハウエルズの足がぴたりと止まった。

　カノンの横に立つ警官が「それは、どういうことですか？」と問いかけてくる。

「俺とカノンが部屋に入ったとき、《機神戦士メタトロン》は起動していた。ヘルメットに赤いライトが二つ点灯していたから間違いない。カノンは《機神戦士メタトロン》に殺されそうになったんだ！」

「……闘技用オートマタはオートマタファイトをするためだけの機械人形だ」

　ハウエルズが硬い声で水ミ無ナ月ヅキの台詞せりふを遮る。

「おそらくミス・ザンデルホルツは自分のチップを入れて起動させ、《機神戦士メタトロン》の動作を見ようとしたのだろう。その際、仕様をよく知らない彼女は、自分が対戦相手と認識されるような動作をしてしまったと推測される」

「チップなんか入れてない！　カノンはただ洗面所を見に行っただけで……！」

「ミスター・ザンデルホルツ。彼女を庇かばいたくなる気持ちはわかるが、身内であるキミの発言は証言として認められないのだよ」

「じゃあ、この爆発は何だ？　俺が《機神戦士メタトロン》を止めるために所有者認識チップを砕いたら、あいつは爆発したんだ。こんなの、俺たちに危害を加えようとして誰かが《機神戦士メタトロン》に爆弾を仕込んだに決まってる！」

「それはない。何な故ぜなら《機神戦士メタトロン》には元々、自己破壊装置として爆弾が入っているからだ」

「は……？」

　水ミ無ナ月ヅキが怪け訝げんな声を出した。カノンもわけがわからないという目でハウエルズを見ている。

　男は物分かりの悪い生徒に言うように告げた。

「何度も言うが、《機神戦士メタトロン》には我が社の技術が詰まっている。それが他所に持ち出されたら、我が社は大損失だ。我々は技術を守らなければならない。他者の手に渡って技術を盗まれるくらいなら、爆破したほうがマシなのだよ」

　水ミ無ナ月ヅキもカノンも言葉を失っていた。

「企業秘密を守るために、《機神戦士メタトロン》は仕様を知らない技師が弄いじろうとしたとき、爆発するようにできている。ミスター・ザンデルホルツはチップを壊す際に、自爆条件に合致してしまったのだろう。爆発は彼女の無実を裏付ける理由とはなり得ない」

「……なんて、ひどい……」

　カノンが微かすかな抗議の声を上げるが、ハウエルズは応えなかった。

「とにかくザンデルホルツさん、一度署へ行きましょうか」

　再び促した警官がカノンの腕を摑つかむ。瞬間、水ミ無ナ月ヅキの目が剣けん吞のんな光を帯びた。

「おい、おまえ。カノンから手を……」

「水ミ無ナ月ヅキ」

　たしなめる声。

　カノンの強い呼びかけに、水ミ無ナ月ヅキは口を噤つぐむ。少女の藍色の瞳は、ここで警官に逆らったらダメだと言っていた。

「大丈夫。わたしは盗んでない。ちゃんと話せば、無実だってわかってもらえるはずだから」

　気丈に言ったカノンは警官に従い、水ミ無ナ月ヅキの前を通り過ぎていく。

　がたいのよい警官に挟まれた少女の背はひどく頼りなく見えたが、水ミ無ナ月ヅキには見送ることしかできない。

　立ち尽くした少年に、そっと寄ってきたホテルマンが「あの、新しいお部屋をご用意しますので、少々お待ちください」と囁ささやいていった。
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「《機神戦士メタトロン》盗難事件の被疑者を無事、確保しました。被疑者はカノン＝ザンデルホルツ、十五歳。イエッセルに住む高校生です。これからそちらへ連行します」

　無線機で警官が話している。ホテルの廊下ですれ違う人たちは皆、何事かとカノンをジロジロ見ていた。警官に挟まれた白銀の少女は身を縮こまらせる。

「あの、これからわたし、どうなるんですか？」

　水ミ無ナ月ヅキの手前、ああは言ったが、カノンの内心は不安でいっぱいだった。隣にいる警官を見上げると、目ま深ぶかに帽子をかぶった男は「ああ」とやる気なさそうに言う。

「警察署で取り調べを受けてもらうよ。無実が証明されれば、その時点で釈放されるけど、証明ができなければ最低、一週間勾留かな」

「一週間も!?」

「犯行を否認していたら、勾留はさらにもう一週間延長される。犯人と確定したら、その後は裁判や諸もろ々もろの準備だな」

「そんな……」

「天下のメティス・グループから窃盗を働いたんだから当然だろう。しかもよりにもよって闘技用オートマタとはな。きっと一生かかっても払えない損害賠償請求されるぜ。自じ業ごう自じ得とくとはいえ、その歳としで可哀かわい想そうにな」

　警官が不ぶ躾しつけな視線を少女に注ぐが、カノンはそれにも気付かなかった。

　──無実が証明できなければ、最長で二週間……？　絶対に保たない。

　いつも肌身離さず持ち歩いているものを、少女は服の上からきつく握り締める。

　今さらだが、これを持ってきてしまったことを後悔した。

　警官とエレベーターを降りて、一階のロビーに着く。ホテルの入口には既に、オレンジ色のパトカーが回転灯を光らせて待ち構えていた。

　その途中で、

「え？　ちょっと、カノンじゃない！　なんで警察と一緒にいるのよ!?」

　ロビーにいたリタが飛び出してきた。リタはカノンたちの前に立ちはだかると、警官とカノンを不思議そうな目で見比べる。

　──そうだ。リタさんなら……。

　この騒動のせいですっかり忘れていたが、リタとは夕食に行くためにロビーで待ち合わせをしていたのだった。

　警官が言う。

「どいていただけますか、被疑者を連行中ですので」

「被疑者!?　カノンが一体何をしたって言うのよ」

「守秘義務があるので、それには答えられません。どかないと、公務執行妨害にあたりますよ」

「はあ!?　それは脅しかしら？　あなたたち、わたくしを誰か知って、それを言っているんでしょうね!?」

「リタさん、大丈夫だから」

　険悪な雰囲気になりかけているのを、カノンが慌てて割り込んだ。

　水ミ無ナ月ヅキと同じで、リタも放っておくと警官相手に問題を起こしかねない。この二人はなんだかんだで不器用なところがそっくりなのだ。

「そうは言っても、カノン……」

　言い募るリタの手を握って、カノンは真剣な目を向けた。

「わたしは大丈夫。水ミ無ナ月ヅキをお願い」

　リタがカノンを見る。

　少女たちの視線が絡からんだ。

　警官がカノンの腕を引く。そのままカノンはパトカーへ連れられていった。

　その場に残されたリタはパトカーが去ってから、手を開いた。

　そこには金色に輝くハート形の金属片がある。さっきカノンに手を取られたとき、握り込まされたのだ。

　アクセサリーのようなそれをしげしげと眺め、リタは言った。

「……何だったかしら、これ」
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　カノンを乗せたパトカーが夜闇を切り裂き、遠ざかっていく。それをホテルの部屋の窓から見送ったハウエルズは、秘書の名を呼んだ。

「ユーリ」

「はい、シャチョー。お呼びですか？」

　ダボダボの白衣を纏まとった少女は、即座に男に応える。顔には微笑を絶やさない。そうすることが秘書の務めだと教わったことがあるからだ。

　対して、男の眉間には深い皺しわが刻まれていた。

「何な故ぜ、《機神戦士メタトロン》を起動させていた？」

　ユーリの頰がひくり、と動いた。ハウエルズは続ける。

「私はこう言ったはずだ。《機神戦士メタトロン》をコンテナごと部屋へ置いてこい、と。それ以上の指示はしていない」

　男が振り返る。

　ユーリは屈託のない笑顔を浮かべていた。まるで初恋の相手に会ったときのように、男の視線を受けた少女は歓びを露あらわにする。

　このまま時間が止まればいいのに、なんて全然違うことをユーリは考えていた。

　口を開かない少女にハウエルズは痺しびれを切らした。ステッキを振り上げ、小麦色の頭へ打ちつける。

「誰が《機神戦士メタトロン》を起動状態で置いてこいと言った！　あの娘が死んでいたらどうするつもりだったのだ！　最強のオートマタを作るにはあの娘が必要だ。あれを喪うしなったら取り返しがつかないと、わからなかったのか！」

　ガン、ガン、と容赦なくステッキが幾度も少女を打つ。

　ユーリは避けなかった。悲鳴も上げず、表情は笑顔のままで、男の暴力を受け止め続ける。小麦色の髪が乱れ、その下の頭皮が裂け、血液が噴き出した。鮮血が少女の額を伝い、両目に入り、涙のように頰を濡ぬらした。

「この不出来で、不完全で、非効率なガラクタがっ！　命令も正しく聞けないのか。おまえは私に従っていればいい、と言ったはずだ。勝手なことをするな！」

　怒りに身を任せる男を、ユーリは微笑ほほえんで見つめる。打たれ続けたことで眼鏡がずり落ち、小さな音を立てて床に落ちた。

　痛みはない。生温かい液体が顔を伝う不快感もどうでもいい。

　ただ、胸の奥の不協和音だけがひどく煩うるさく鳴っていた。まるで下手なトランペットを耳元で吹かれているみたいに。

　少女の顎から血が滴したたり、ホテルの絨じゆう毯たんを汚し始めたところでハウエルズはようやく手を止めた。ステッキをハンカチで拭い、男は言う。

「最近、おまえは挙動がおかしい。使えないなら処分……」

「あたしはおかしくありません、シャチョー」

　男を遮り、ユーリは言った。床に落ちた眼鏡を拾い、かける。

「あたしはまったくもって正常です。その件では少し気を回しすぎました。カノンちゃんが平静に《機神戦士メタトロン》を警察に届けたのでは、盗難容疑をかけるのは難しくなると判断したんです」

「……」

　ハウエルズは応えなかった。

　男は既にユーリを見てはいなかった。これから夕食へ行くのだろう。外套を羽織って出かける用意をしている。

「イレギュラーがあったものの、おおむね計画通りだ。くれぐれもあの娘が釈放されることがないようにしろ。爆発した《機神戦士メタトロン》の記憶領域メモリーは回収しておけ。おまえの手違いから生じた証拠品だ。いいな、回収次第すぐ破棄しろ」

　命令だけして男は部屋を出て行く。

　一人残されたユーリは寂しそうに呟いた。

「はい、シャチョー」
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　水ミ無ナ月ヅキはスイートルームから新しく用意された部屋に移っていた。今度の客室はこぢんまりとしたシングルルームである。

　新しい客室に入るなり、水ミ無ナ月ヅキは持ってきたキャリーバッグを乱暴に投げ出した。

「やられた……！」

　ハウエルズは初めからこれを狙っていたのだ。

《機神戦士メタトロン》をカノンに見せ、彼女にメティス・グループに入るよう促す。そこで彼女が頷うなずけば、目的達成。拒否した場合は、《機神戦士メタトロン》盗難の罪を着せてカノンを追い詰める。

　ホテルの部屋を用意したのも、朝にチェックインするよう言ったのも、すべてハウエルズの計画の内である。

　水ミ無ナ月ヅキは、展示場とホテルを繫つなぐ渡り廊下でユーリと会ったのを思い出していた。あれはおそらく自分たちの部屋に《機神戦士メタトロン》を運んでいたのだ。

　ユーリの言った「製品の補充」をしていたのだとしたら、台車が空だった説明がつかない。販売場所はブースなのだから、ユーリは製品を運んでこなければおかしいのだ。妙に水ミ無ナ月ヅキをホテルの部屋へ行かせたがらなかった理由も、それで説明がつく。カノンを犯人に仕立て上げるには、水ミ無ナ月ヅキに一人で部屋に入られたら困るのだ。

　さらに、犯行の推定時刻に合わせて会場では特別イベントまで行われている。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンが持っていたチラシを引っ張り出して見た。

『幻の波動歯車ハーモニー・ギア　特別イベント

　普段体感できない真っ暗な闇の中で、幻と言われる巨大波動歯車ハーモニー・ギアが奏かなでる駆動音を聞きましょう。わずかに光る歯形もロマンチックで、夜の海辺を思わせます』

　情景を想像した水ミ無ナ月ヅキは沈痛な面持ちで「はああああ……」と深遠なため息を洩もらす。

　はっきり言おう。

　こ ん な の 誰 が 行 く ん だ ！

　うまいこと綺き麗れいな言葉を並べているが、暗闇で歯車ギアの単調な駆動音を聞かされるだけとか、軽く拷問だ。これに喜んで参加する人の気がしれない。目撃者が出ないよう暗くしたのだろうが、実際イベントにはカノンしか参加しなかったのではと思う。

　だが、それで結局カノンは釣れたのだから、ハウエルズの目もく論ろ見みは大成功だ。彼女のアリバイを証明するのは不可能になってしまった。

　水ミ無ナ月ヅキは考える。

　スイートルームにあった《機神戦士メタトロン》をカノンが盗んだのではない、と証明する方法。

「……起動状態だった、ということは、あの《機神戦士メタトロン》の記憶領域メモリーには彼の見聞きしたすべてが入っている」

　それは、証拠として使えるだろう。

　オートマタが自動的に起動することはありえない。必ず誰かが起動命令ウェイクアップしているのだ。

　起動状態だったのに、カノンが来るまで奴やつが洗面所から動かなかったのは仕様だ。

　闘技用オートマタは戦うことしかプログラムされていない。しかし、戦うには対戦相手が必要だ。戦う相手を視認するまで奴やつは動けなかったのだ。

《機神戦士メタトロン》の記憶領域メモリーには所有者マスターの音声と、起動中に彼の眼球カメラが捉えた映像が記録されている。そこからカノンが犯人ではないと証明することが可能だ。

　──スイートルームに残されている《機神戦士メタトロン》の記憶領域メモリーを手に入れる。それを証拠として警察へ提出すれば、カノンは釈放されるはずだ。

　よし、と水ミ無ナ月ヅキはスイートルームに行くべく、バルコニーに続くガラス扉を開けた。宿泊客がいなくなった部屋にはおそらく鍵がかかっている。ドアから入れないなら、バルコニーから侵入するしかない。

　氷点下の風が吹き込み、カーテンがはためく。

　水ミ無ナ月ヅキは手すりに飛び乗った。

　いつ雪が降り出してもおかしくない寒空の下だ。バルコニーに出ている酔狂な人はいないらしく、辺りはひどく静かだった。

　脚のバネと人工筋肉を駆使し、水ミ無ナ月ヅキは助走もなく跳躍した。

　少年の濃紺色のコートが翻ひるがえる。真っ暗な虚こ空くうを切り裂き、水ミ無ナ月ヅキは斜め上のバルコニーへ足音軽く着地した。

　目標の部屋ははるか上だ。止まっている暇はない。

　闇に紛れ、絡から繰くり少年は客室のバルコニーを跳び渡った。

　カーテンを閉め切っている客たちが気付く由よしもない。偶然、ガラス扉に顔を寄せていた子供が驚いた目でこっちを見たが、そのときには水ミ無ナ月ヅキは次のバルコニーへ飛び移っている。いくらあの子供が騒いだところで、大人からは目の錯覚だと笑われるだけだろう。

　そして、水ミ無ナ月ヅキは目標のスイートルームに辿たどり着ついた。

　室内に人影はない。割れたガラス扉はそのままで、部屋には《機神戦士メタトロン》の部品パーツが散らばっていた。

　カノンと高校に通い、授業を受けている水ミ無ナ月ヅキはオートマタ技師としての基礎知識は人並み以上にある。記憶領域メモリーがどういった形状をしているかは学習済みだ。

　部屋に侵入した水ミ無ナ月ヅキは目当てのものを探し始めた。

　ものの数分でそれは見つかる。

　数センチほどの大きさの金属片。記憶領域メモリーはソファーの脇に落ちていた。安あん堵どする。

　爆発で破損していたら、という懸け念ねんもあったが、無事だったようだ。ひとまず目的達成である。あとはこれを警察に届ければいい。

　水ミ無ナ月ヅキは目的の小さな金属片を摘まんだ。ふっと息を吹きかけ、埃を払ったとき、

「っ!?」

　横から飛んできた刃物が手の甲に突き刺さった。

　クナイである。東洋で使われる、十センチほどのナイフ状の武器。銀色に光る鋭い両刃が水ミ無ナ月ヅキの手の甲を穿うがっていた。その柄には鎖が結びつけられている。

　鎖を辿たどり、水ミ無ナ月ヅキは顔を横向けた。

　バルコニーの手すりに《機神戦士メタトロン》が立っていた。

　白っぽい夜空を背景にメタリックな装甲が淡く輝いている。その様はどこか神こう々ごうしくすらあった。名前通り、神の御使いが天から降り立ったのかと錯覚するほどだ。

《機神戦士メタトロン》は左腕をこちらへ向け、手首の装甲の隙間から鎖を伸ばしている。

　──何な故ぜ、こいつがここに……？　いや、その前にこの武器は何だ？

　水ミ無ナ月ヅキが疑問に思ったとき、《機神戦士メタトロン》がもう片方の腕を振るった。

　そこからも飛来するクナイ。

　水ミ無ナ月ヅキは手に刺さっているクナイを引き抜き、ソファーの陰へ身を投げた。少年を襲うはずだった得物が勢いよく革を破る音がした。

　──これはどういうことだ？

　入手した記憶領域メモリーをコートのポケットへ突っ込み、水ミ無ナ月ヅキは思案する。

《機神戦士メタトロン》がもう一体いた。それ自体は不思議な話ではない。オートマタファイトという競技の特性上、試合でオートマタが壊れることはあるだろう。メティス・グループが予備を用意している可能性は十分ある。

　問題は、あの《機神戦士メタトロン》が明らかに不要な武器を有していることだ。

　オートマタファイトは闘技用の剣で戦う競技だったはずだ。それなら、闘技用オートマタが剣以外の武器を持っているのはおかしい。あの鎖付きクナイを扱えるのは、闘技用の域を超えている。

　じゃり、と足音がした。

《機神戦士メタトロン》が絨じゆう毯たんを踏んで近付いてくるようだ。

　ソファーの陰で水ミ無ナ月ヅキは身構えた。

　──『敵』を認識。戦闘モードへ移行──

　右手のアサシンブレードを音もなく出す。

　次に足音が聞こえたとき、水ミ無ナ月ヅキは床を強く蹴った。ソファーを跳び越え、空中から敵に迫る。

　水ミ無ナ月ヅキが出てくるのを待ち構えていたように、クナイも飛来してきた。

　それをアサシンブレードで弾き、まずは敵の腕を狙う。既に《機神戦士メタトロン》の弱点は摑つかんでいる。奴やつは有効範囲外への攻撃には対応できない。

　水ミ無ナ月ヅキは敵の腕を無効化するべく、刃を肘の装甲へ差し入れようとするが。

　アサシンブレードに鎖が巻き付いた。

「ちっ……！」

　攻撃を阻はばまれた水ミ無ナ月ヅキは着地するなり、後退した。

　前回の《機神戦士メタトロン》と戦い方が違う。今、奴やつは腕への攻撃を防いできた。

　警戒して下がった水ミ無ナ月ヅキに、敵は両手に持ったクナイで襲いかかる。

　風切り音が間断なく鳴り、クナイの銀色が幾筋も閃ひらめいた。見切れなかった攻撃が少年の身体からだに容赦なく傷を刻んでいく。

　──こいつ、前の《機神戦士メタトロン》よりはるかに強い……！

　後退しながら水ミ無ナ月ヅキは顔を歪ゆがめていた。

　アサシンブレードだけでは二本のクナイに対処しきれない。敵の攻撃を半分も防げず、水ミ無ナ月ヅキは反撃にも出られなかった。

　おそらくこれは《機神戦士メタトロン》の上位モデルなのだろう。水ミ無ナ月ヅキと互角だったスピードが、明らかに上がっている。加えて、有効範囲という概念がない。さっきから敵は心臓以外も狙ってくるのだ。

　以前の《機神戦士メタトロン》はオートマタファイトという競技の枠内で戦おうとしていた。だから水ミ無ナ月ヅキはその弱点を突いて勝つことができた。だが、この上位モデルにはそれがない。

　水ミ無ナ月ヅキは後退する途中でぶつかった調度品のサイドテーブルを、《機神戦士メタトロン》へ叩たたきつけた。木製のそれにクナイが刺さり、水ミ無ナ月ヅキへの攻撃が一瞬止やむ。

　その隙に、少年は跳んだ。

　オートマタを倒すなら、狙うべきは胸のゼンマイか首筋のチップだ。硬い装甲でゼンマイが守られているなら、チップを狙うしかない。

　サイドテーブルからクナイを抜いた《機神戦士メタトロン》が、上を向く。

　頭上を跳ぶ少年へ、敵は得物を投げつけた。その攻撃は想定内だ。そして、そのクナイを叩たたき落おとす気は元よりない。

　身体からだの損傷を恐れない絡から繰くり少年は、防御より攻撃を優先したのだ。

　少年の腹をクナイが穿うがった。人工皮膚が破れ、その奥にある神経ケーブルと人工血管、人工臓器が破壊されるのを自覚した。

　身体からだの中を砕かれながらも、水ミ無ナ月ヅキは宙を逆さまに跳んで《機神戦士メタトロン》の急所を狙う。

「もらった───はっ!?」

　首筋を捉えて勝利を確信したとき、水ミ無ナ月ヅキは信じがたいものを見た。

《機神戦士メタトロン》にはチップが入っていなかった。

　──そんなバカな。

　水ミ無ナ月ヅキも一度だけ、チップなしで動いたことがある。

　だがそれは水ミ無ナ月ヅキが自分で破壊したからだ。起動命令ウエイクアツプと終了命令シヤツトダウンをするにはチップの存在が必要不可欠で、水ミ無ナ月ヅキも所有者の声紋がなければ起動できない。チップが最初から入っていないのは、おかしいのだ。

　動揺が水ミ無ナ月ヅキの手を止めた。

　それを見逃す敵ではない。

　素早い身のこなしで振り返った《機神戦士メタトロン》は、硬い装甲に包まれた脚で水ミ無ナ月ヅキを蹴り飛ばした。見事な回し蹴りだった。

　バン、と大きな音を立てて水ミ無ナ月ヅキは壁に叩たたきつけられる。人工血液が派手に噴き出し、絨じゆう毯たんを汚した。

　室内には《機神戦士メタトロン》の洩もらす微かすかな排気音が響いていた。

　機械人形は黙って水ミ無ナ月ヅキを見つめる。床に倒れる血ち塗まみれの少年は人間であれば重傷で、再起不能のように見えた。

　しかし──

「……わかったぞ。そういうことか」

　呟いた水ミ無ナ月ヅキは、不敵な表情で身を起こす。

　まだ戦意を喪失していない水ミ無ナ月ヅキを認め、敵は次なる攻撃態勢に入る。両手で鎖をぶんぶんと振り回し始めた。

　水ミ無ナ月ヅキも、どうせ効かないからと使っていなかった四連装拳銃を起動する。

「おい、おまえ、《機神戦士メタトロン》じゃないな。中に誰が入っている？」

　少年の問いかけに、鎖を回す速度がわずかに変わった。

「おかしいと思ったんだ。《機神戦士メタトロン》には死角がないんだろ。ハウエルズが自慢げに言ってたもんな。なら、おまえはなんで俺が跳んだとき上を向いた？　《機神戦士メタトロン》の上位モデルなら、あんな動きはしないはずだ」

　敵は答えない。

　それでも水ミ無ナ月ヅキは話し続ける。

「首筋の挿入口にチップががないのも変だ。おまえは起動する度に自分でチップを破壊する仕様なのか？　それだと所有者マスターの命令も受け付けなくなる。チップなしで起動している、という線も考えにくい。そんなオートマタは現在のヘルヴァイツでは認められていない」

　水ミ無ナ月ヅキは目を細め、機械人形を見た。

「つまり、その装甲はおまえの本体じゃない。おまえは《機神戦士メタトロン》の装甲を身に着けているだけだ。サーモグラフィを通すと、ところどころ赤く見える。人間の体温だ。驚くべきことに、どうやらおまえは人間らしい。それか、人間と同じ体温を持つオートマタか」

　もしオートマタだとしたら、メティス・グループも体温のある機械人形を作っているということになる。しかし、それはハウエルズの信念に反しているように思えた。

　水ミ無ナ月ヅキの言葉に敵は黙ったままだ。

　もしかしたら喋しやべれないのかもしれない。だが、水ミ無ナ月ヅキの言葉を解かいしてはいるようだ。問答無用で攻撃してこないのがその証左だろう。

　水ミ無ナ月ヅキはこれ見よがしに息をついた。

「ハウエルズの命令でおまえがここに来たのはわかってるんだ。あいつがカノンを嵌はめたんだろう？　《機神戦士メタトロン》を起動させていなければ証拠は残らなかっただろうに、あいつもバカだよなあ。闘技用ごときで俺を壊せるとでも思ったのか？」

　鎖を回す速度がいきなり上がった。

　──間違いない。こいつには感情がある。

「それで、壊し損ねた俺の後始末をおまえが担になっているわけか？　おい、帰っておまえのマヌケな主人に伝えろ。俺を壊したければ、喋しやべれもしない雑魚ざこを寄越すな、とな」

　敵が動いた。

　鎖付きクナイが唸うなりを上げて迫る。

　それを伏せて躱かわし、水ミ無ナ月ヅキはほくそ笑んだ。

　敵は水ミ無ナ月ヅキに煽あおられて怒り心頭だ。攻撃が「壊す」ことしか考えておらず、必然的に狙いが直線的になる。

　水ミ無ナ月ヅキはサイドステップで攻撃を躱し、四連装拳銃を向けた。

　サーモグラフィで赤くなっている箇所を撃つ。そこは装甲の隙間だ。人工血液の銃弾は狙い通りに着弾した。

　──やはりオートマタか。

　銃弾を受けても苦く悶もんする様子が見られなかったため、水ミ無ナ月ヅキはそう判断した。

　なら、遠慮することはない。

　敵が大きく振りかぶって鎖を投げる。その拍子に現れる赤い場所を撃った。敵の腕の神経ケーブルを破壊し、コントロールを狂わせにかかる。

　鎖を避けるのはそこまで難しいことではない。幸い、スイートルームには調度品がたくさんある。それらを盾にすればいいのだ。敵が接近戦に持ち込もうとしても、水ミ無ナ月ヅキはひたすら逃げてそれを回避する。

　銃弾に神経ケーブルを破壊されたせいで攻撃が当たらず、敵が苛立ち始はじめる。それでさらに攻撃が単調になる。悪循環だ。

　空振りした鎖付きクナイが部屋の調度品を薙ぎ払った。花瓶や絵画が宙を舞い、騒々しい音を立てる。水ミ無ナ月ヅキは低い姿勢で鎖を潜り、敵へ肉薄した。

　一直線にヘルメットを狙う。それを外せば、本来の首筋にあるチップが露あらわになるはずだ。

「顔くらい拝ませろ。表情はあるんだろ？」

　アサシンブレードでヘルメットの縁ふちを引っかけ、持ち上げる。

　白い首が徐々に露あらわになっていき、顎が見えたところで水ミ無ナ月ヅキは相手を特定した。思わず声が洩れる。

「おまえ……！」

　その先を続ける前に、

　──エネルギー残量がありません。強制終了します──

　頭の中で機械の音声がした。

　──は？

　初めて聞く言葉だ。まったく意味がわからない。いや、意味自体はわかるのだが、納得がいかない。

　だが次の瞬間、水ミ無ナ月ヅキに現実を叩たたきつけるように、がくんと全身が重くなる。水ミ無ナ月ヅキは膝から崩れ落ちていた。

　──どうなっている？　エネルギー残量？　バカな。俺のゼンマイはエーデルラ…………。

　視界が暗転。

　身体からだの感覚が消えた。

　遠くで妙に知った声がしたのを最後に、水ミ無ナ月ヅキの意識は闇に吞のまれた。
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　白衣が風に揺れている。

　暖かい春の風だ。窓から射さし込こむ柔らかい陽光が辺りを照らし、彼女の美しい黒髪を輝かせていた。

　──ああ、これは夢か。

　亡なき母の後ろ姿に水ミ無ナ月ヅキは胸が締めつけられる。

　時折、こうして終了直後に記憶データのフラッシュバックが起きるのだ。それを水ミ無ナ月ヅキは夢と呼んでいた。

　これはいつの記憶データなのだろうか。

　水ミ無ナ月ヅキに覚えはない。検索しようにも、夢を検索できるはずもなかった。

　黙って春はる海みの背を見つめていると、そこに冷徹な声がかかる。

「説明してほしい、ハルミ。何な故ぜ、こんなものを娘宛てに送った？」

　横には男が立っていた。

　神経質そうな顔をした男だ。彼は水ミ無ナ月ヅキを指さしていた。どうやら「こんなもの」とは水ミ無ナ月ヅキのことらしい。

「キミはこれを『不適合』と判定して、戦場に投入するのを断念した。その決断を責める気はない。私もテストしたが、驚くほどに欠陥だらけだった。どうしてこんな結果になるのか私も理解できないが、これだけは確信を持って言える。処分品ジャンク。それが妥当だろう」

　男の言葉に水ミ無ナ月ヅキは心が硬く凍っていくような気がした。

　彼はなおも続ける。

「だが、キミはこれを処分しなかった。それどころか戦場で使い潰すのを嫌がり、秘密裏に娘へ送ろうとした。不可解だ。一体、どんな意図があってそんなことをしたのかね？」

　しばし、春はる海みは黙していた。

　新緑の芝生がさわさわと揺れる。窓辺には下に植えてある木の枝が顔を覗のぞかせていた。そこに付いている大きな白い花々も揺れている。

「その子をあなたが使ったのですか？」

「そうだ。私自らテストをした。私のテスト結果が信用できないのなら、立ち会ってくれてもいい。実際、キミだってこれに『不適合』という結果を出したではないか。それを血の繫がった娘に送るとは、どういう了見で……！」

　クスクスと小鳥の囀さえずるような声がした。

　ヒートアップしていた男が口を噤つぐむ。白衣から笑い声が聞こえてきていると気付いた男は、たちまち不機嫌な表情になった。

「……何が可お笑かしいのかね」

「あなたとその子が会話するところを想像したら、とても面白いことになりました。あなたはさぞかし不愉快になったことでしょう」

　春はる海みは笑いを収めた。背中でそっと息をつく。

「あなたにその子は使えませんよ。欲張ってもダメです。その子を娘の元へ送っておいてくださいね」

「理由を聞かせてもらおう。この不適合はまだ研究価値があるのかね？　キミの意見を聞きたい。その上で判断させてもらう」

「わたしはこれ以上、あなたと議論する気はありません。それは以前にも言った通りです」

　何な故ぜだ、と男は顔を歪ゆがめた。

「ハルミ、いつからキミはそうなった？　かつては同じ大学で学び、オートマタについて幾度となく語り合ったじゃないか。キミの発想はとても刺激的だった。私はキミ以上の技師はいないと思っている。キミが技師として第一線を退いた今でもだ！」

　白衣を映す男の瞳が、執着に濁る。

「キミが大公家に嫁ぐと言ったとき、私は予見したはずだ。キミはまたいずれ技師に戻るだろう、と。キミほどの才能は眠るはずがないんだよ。事実、キミは《白びやく檀だん式しき》を作った。あれで私は確信したよ。私とキミは共に研究すべきなんだ」

　春はる海みは身じろぎをしたようだった。

　それでも男は熱っぽく語り続ける。

「《白びやく檀だん式しき》はまだ不完全だ。キミだってそう思うだろう？　あれはもっと進化する。私とキミが手を組むことで、最強のオートマタ部隊は必ずや完成する！　そうすれば、今、世界中を蹂躙している吸血鬼は……」

「エリック先輩」

　春はる海みの強い声が男を遮った。

「買い被りすぎですよ。わたしはあなたの望むような技師ではありません」

　荷馬車の通るのどかな音が遠ざかってから、春はる海みは言った。

「平行線なんですよ。どこまで行っても交わらないものがあります。あなたとわたしは、逆方向へ走っているようなものです。一緒に走ることはできませんし、もしそんなことをすればお互いのためにならないでしょう」

「そんなはずがない。キミと私が研究した成果が《白びやく檀だん式しき》だ！　《白びやく檀だん式しき》の功績は疑いようがないだろう。ハルミ、私とオートマタを作ってくれ。私にはキミが必要なんだ！」

　白衣の上で黒髪が揺れた。春はる海みは首を振っているようだった。

「……その子の起動命令ウェイクアップの言葉を覚えていますか？」

「起動命令ウェイクアップの言葉なら、キミのメモが入っていた。必要なら部下に持ってこさせよう」

「わたしは覚えているので、必要ありません。《白びやく檀だん式しき》の起動命令ウェイクアップに、わたしの望みが込められています。あなたがそれを受うけ容いれられなければ、共に研究することはできないでしょう」

　春はる海みは一度も振り向かなかった。

　男は失意を滲にじませ、部屋を後にする。水ミ無ナ月ヅキもそれに続いた。

　廊下を歩きながら男は洩もらす。

「これの起動命令ウェイクアップ？　戦闘用には随分そぐわない台詞せりふだった気がしたが、何だったか……」

　しばし考え込んでいた男は、唐突に足を止めた。

「ああ、思い出した。確か──」







「オハヨウ、ミナヅキ。キョウモステキナヒヨ」







　二つの声が重なった。

　所有者認識チップに登録されている声紋を認識し、水ミ無ナ月ヅキは目ま蓋ぶたを開ける。

　まず目に入ったのは、凹凸の激しい身体からだだった。波打つ紅あかい髪、八重歯、ルビーのような瞳が順々に視界へ飛び込んでくる。

　リタが拗すねた表情で水ミ無ナ月ヅキを見下ろしていた。

　──所有者情報更新──

　──所有者マスターが『リタ＝ローゼンベルク』に変更されました──

　──十二時の方向に敵一体──

　──異常検出。胸部カバーを要確認──

　脳内で続けざまに機械の音声が発せられる。その中に聞き捨てならない情報があり、水ミ無ナ月ヅキは「はあ!?」と素っ頓狂な声を上げていた。

「所有者マスターがおまえってどういうことだ!?」

　途端にリタがむっと頰を膨らませる。

「何よ。オートマタは所有者マスターが変わったら、挨拶するものじゃないの？　なんでわたくしにはそんな態度なのよ」

「おまえは『初めまして』じゃないだろうが！　カノンのチップはどうした？　それにあいつは……!?」

　終了シャットダウンする前はスイートルームで戦闘中だったはずだ。慌てて視線を巡らせる水ミ無ナ月ヅキに、リタは呆れたように息をついた。

「落ち着きなさいよ。順を追って説明するわ。……まず、カノンのチップはここよ。チップがカノンのままだとミナヅキを起動できないから、わたくしのものに換えたのよ」

　リタは乳白色をした所有者認識チップを掲げて見せる。

　オートマタを起動命令ウェイクアップできるのは所有者マスターの声紋だけだ。カノンがいない以上、水ミ無ナ月ヅキを起こすにはチップを交換するしかない。

「そうか。それで、ここはどこだ？　見たところホテルの客室のようだが」

「同じホテルの、わたくしが取った部屋よ。スイートルームからミナヅキを運んできたのはわたくし。カノンが警察に連れて行かれたから、一人で夕食をしてきたの。それでホテルに帰ってきたら、廊下で騒いでいる子供がいたのよ。バルコニーにニンジャがいたって」

「忍者……」

「黒ずくめでバルコニーの手すりを跳んでいたと聞いたわ。そんなことをするのはミナヅキくらいでしょ。それでカノンたちの部屋へ行ったら、戦っている物音がしているんだもの。ホテルマンに言って部屋を開けさせたら、ミナヅキが倒れていたというわけ」

「部屋には俺だけだったのか？」

「ええ、わたくしたちが部屋に入ったときは、ミナヅキしかいなかったわ。血ち塗まみれのミナヅキを見たホテルマンが救急車を呼ぼうとして、それを収めさせるのに苦労したんだから」

　まったく、と腕を組むリタを見て、水ミ無ナ月ヅキは眉を寄せた。

　──あいつは俺に止とどめを刺さなかったのか。

　強制終了した水ミ無ナ月ヅキを壊すのは容易たやすかったはずだ。

　いくら突然リタたちが部屋に入ってきたとしても、胸のゼンマイを貫いてから逃げることはできたはずだ。何な故ぜ、それをしなかったのか。

　まあいい、と水ミ無ナ月ヅキは思考を切り替えた。コートのポケットに手を突っ込みながら言う。

「リタ、カノンの無実の証拠は摑つかんだ。今から警察に……」

　そこで水ミ無ナ月ヅキの台詞せりふは途切れた。

　顔色が変わるのを自覚する。リタが怪け訝げんな目になった。

「どうしたのよ、ミナヅキ」

「……ない」

　水ミ無ナ月ヅキはポケットをまさぐる。確かに入れたはずの《機神戦士メタトロン》の記憶領域メモリーがなかった。瞬間、水ミ無ナ月ヅキの中で辻つじ褄つまが合う。

「そうか。あいつの目的は俺を壊すことじゃなくて、記憶領域メモリーの回収だったのか！　だから、逃げる際に俺を仕留めずに、記憶領域メモリーを奪い取ることを優先した」

　ぎり、と歯は嚙がみした水ミ無ナ月ヅキに、リタが話についていけず、「え？　あいつ？　誰!?」と声を上げた。

「マズいぞ。早くあいつから記憶領域メモリーを奪い返さなければ」

　水ミ無ナ月ヅキが寝ていたのはソファーだった。そこから勢いよく起きようとしたところで、リタが水ミ無ナ月ヅキの肩を押おし留とどめる。

「ちょっと待ちなさいよ。わたくしにも事情を説明して！」

「説明している暇はない。事態は一刻を争う」

「まさか一人で戦いに行くつもり!?　倒れていたってことはミナヅキ、一回負けたんでしょ？　無謀すぎるわよ！」

「問題ない。おまえまでカノンみたいなことを言うな」

「言うわよ！　だって、今はわたくしが所有者マスターなんだから。わたくしの言うことを聞きなさいよ！」

「拒否する。俺はおまえの命令は受け付けない」

　リタの手を払いのけた水ミ無ナ月ヅキは、身体からだを起こした。

　彼の頭はもう、どうやって記憶領域メモリーを取り戻すかだけを考えている。リタのことは眼中にないのだ。

　手を払われたリタは、拳をきつく握り締める。ぶるぶると全身を震わせ、少女は押し殺した声で言った。

「……またそうやってわたくしのことを蔑ないがしろにするのね。いいわよ。それなら、勝手にしなさいよっ！」

「無論だ。俺は勝手にする」

　言い捨てて水ミ無ナ月ヅキはソファーから立つ。

　その瞬間、こみ上げてくるものがあった。

「うおえええええっ」

　衝動のまま水ミ無ナ月ヅキはダバダバと大量の人工血液を吐いた。

「「……」」

　吐血、である。それは本来起こりえない現象だ。消化器官に人工血液が大量に入るのは、水ミ無ナ月ヅキの身体からだの構造上考えにくい。誰かが間違った場所に人工血液を注がない限りは。

　水ミ無ナ月ヅキは口くちの端はから血を滴したたらせ、リタを見た。

　目を逸そらしつつ、リタは言う。

「ち、血がいっぱい出ていたから補充しないと、と思ったのよね。ちょうどミナヅキの部屋にいろんな道具があったから……」

　リタの目線を辿たどると、そこには開かれた水ミ無ナ月ヅキのキャリーバッグがあった。

　カノンが使うはずだった手入れ道具一式である。乱雑に散らかっている様から、リタが悪戦苦闘したのが想像できる。

　口元を拭い、水ミ無ナ月ヅキは歩き出す。

「素人しろうとが俺を弄いじろうとするからだ。自分の力量を弁わきまえろ」

「弄いじらなければミナヅキは動かなかったのよ！　ゼンマイだってわたくしが回したんだから」

「おまえがゼンマイを!?」

　部屋を出て行こうとしていた水ミ無ナ月ヅキが勢いよく振り向く。

　瞬間、バチンッと何かが弾はじけ飛とぶ音がして、平たいものが身体からだから落ちた。

「「……」」

　絨じゆう毯たんに転がったのは、複数のネジと少年の胸板だった。

　水ミ無ナ月ヅキはシャツの下を確認する。剝むき出だしのゼンマイと歯車が見えた。

「…………おい」

「カ、カノンにミナヅキをお願いって言われたのよ！　それでこれを渡されたんだから！」

　唸うなるような声を出した水ミ無ナ月ヅキに、リタが慌ててハート形の金属片を取り出す。

「っ!?」

　部屋のライトに照らされた金色。

　それは水ミ無ナ月ヅキのぜんまいばねを回すためのゼンマイ鍵だった。カノンがそれをリタに渡していたことに衝撃を覚える。

　ぜんまいばねとゼンマイ鍵は二つでセットだ。対応するゼンマイ鍵でなければ、ぜんまいばねは回せないようになっている。今、リタが持っているのはまさしく水ミ無ナ月ヅキの生命線なのだ。

　水ミ無ナ月ヅキはリタに迫った。

「返せ。それはおまえが所持すべきものじゃない。俺が預かる」

「嫌よ。わたくしはカノンに託されたんだから。ミナヅキでも渡さないわ」

「おまえに生命線を握られるとか冗談じゃない。まだ俺が持っていたほうがマシだ」

「自分じゃゼンマイを回せないくせに何言ってるのよ。これはわたくしが持つわ」

　少年が少女の腕を摑つかみ、ゼンマイ鍵を奪おうとする。しかし、

「くそ、何だこれは。なんで俺の手がオイル塗まみれなんだ!?」

「はあ!?　手入れしてあげたのよ！　しっかり塗ってあげたんだから感謝しなさいよね！」

「このド素人しろうとがあっ！　オイルで手入れするのは内部の歯車だけに決まってるだろうがっ！」

「そんな専門知識、知らないわよ！　オイルで手入れといったら肌にするものでしょう!?」

「んなわけあるか！　おまえ、こんな油でベタベタのオートマタを見たことがあるのか!?」

　手がぬめっているため水ミ無ナ月ヅキはうまくゼンマイ鍵を奪えない。リタも全力で抵抗しているからなおさらである。

「もうっ、ミナヅキ、離しなさいよ！　……あ」

　リタが水ミ無ナ月ヅキを突き放すために胸を押す。

　しかし今、少年の胸板は外れてしまっているのだ。リタの手は剝むき出だしのゼンマイを押すことになり。

　ガコン、とゼンマイがズレた音がした。

　──エネルギー供給が停止されました。強制終了シヤツトダウンします──

　初めて聞く言葉と共に水ミ無ナ月ヅキは意識が遠くなっていく。

「きゃーーーーーー！　ミナヅキイイイィィィ！」

　リタの悲鳴と、自分の頭が床を打つ音がした。







「いい？　絶っっっ対に後ろを見ないでよ。約束だからね。もし破ったら許さないから！」

　再起動した水ミ無ナ月ヅキはリタと一緒に浴室に入っていた。

　全裸で腰にタオルをかけた水ミ無ナ月ヅキは、風ふ呂ろ場ばのイスに座っている。胸板は水ミ無ナ月ヅキが自分で苦労して留とめた。

　目の前には鏡があるが、そこにリタの姿は映らない。吸血鬼という種族は鏡に映らないのだ。だが、背後では確かにリタの気配と声がする。さっき衣きぬ擦ずれの音がしていたので、リタも服を脱いだ状態だと推測される。

　間違った手入れのせいで水ミ無ナ月ヅキは上半身全部、背中までオイル塗まみれだった。リタなりに丹念にやってくれたのだろうが、それが完全に裏目に出た。

　水ミ無ナ月ヅキが「責任を取って俺を洗え」と要求したら、リタは真っ赤になって「えええっ!?」と大声を上げた。何が不服なのか。抗議したいのは油あぶら塗まみれにされたこっちである。

「ね、ねえ、まさかミナヅキは、いつもカノンとお風ふ呂ろに入ってるの？」

　リタがボディーソープのポンプをキュコキュコと押しながら訊きいてきた。何な故ぜか微妙に声が上擦っている。

　水ミ無ナ月ヅキは自分しか映っていない鏡を見つめ、答える。

「毎日じゃないぞ。俺を本格的に洗浄するのは一か月に一回くらいだ。俺は人間と違って汚れにくい」

「てことは、月に一回は二人でお風ふ呂ろに入ってるってこと!?　カノンは何考えてるのよ！」

「何って、俺を清潔にすることしか考えてないと思うが」

「男女でお風ふ呂ろとか不潔よ、不潔！　ミナヅキだって、カノンの裸を見てるってことよね!?」

「いや、あいつは俺を洗うとき水着を着てるぞ」

　ああ、とリタがほっとした声を出した。次いで高圧的に言う。

「言っておくけど、わたくしは水着を着ていないから」

「だから、どうした？」

「絶対に後ろは見ないでってことっ！」

「しつこいな。問題ない。そもそも後ろを見る理由がないだろう」

「え……なんだかそれはそれで複雑な気分ね……」

「いいから、早く洗ってくれ」

　待ちくたびれた水ミ無ナ月ヅキは、はあ、とため息をついた。

　背中にボディーソープの泡が触れる。

　浴室にはしばし、少年の背中を擦る音だけが響いていた。

　横にある浴槽にはお湯が張られていて、そこには赤い薔ば薇らの花びらが浮いている。リタが用意したのだろう。華やいだ湯舟がとても彼女らしかった。

「……お父様がカノンにミナヅキを返したときのことよ。ゼンマイを見たカノンは、ミナヅキの稼か働どう時間を心配していたわ」

　ぽつりと洩もらされた言葉に、水ミ無ナ月ヅキは眉を寄せた。

　リタには鏡越しに水ミ無ナ月ヅキの表情が見えているのだろう。補足するように続ける。

「今、ミナヅキに入っているゼンマイは、ドクター・ビャクダンが用意したオリジナルのものじゃないのよ。それはわたくしの部隊の機関銃で破壊されてしまったの」

「それがどうしたと言うんだ？　俺の胸には以前も今も、エーデルライト九五〇製のゼンマイが嵌まっているぞ」

　エーデルライトという特殊な鉱石を九十五パーセント使用したエーデルライト九五〇製ゼンマイは、一か月連続稼か働どうが可能だ。

　ゼンマイの稼か働どう時間の長さが、現在オートマタが世界中で普及している所以ゆえんなのだが。

「わたくしも詳しいことはわからないけど、今のミナヅキのゼンマイはエーデルライト九五〇製でも、市販の一般的なものらしいの。でも、水ミ無ナ月ヅキはエネルギー消費量が他のオートマタに比べてすごく多くて……」

「それはそうだろうな。《白びやく檀だん式しき》は忠実に人間の動きを再現し、さらに吸血鬼との戦闘までする。膨大なエネルギーが必要になるのも道理だろう」

　そこまで言って、水ミ無ナ月ヅキはリタの言わんとしていることに気が付いた。

「そうか。同じエーデルライト九五〇製ゼンマイでも、市販のものと春はる海みが作ったものとでは供給できるエネルギー量が違うんだな。春はる海みはゼンマイも《白びやく檀だん式しき》用に特注品を使っていた、というわけか」

「今のミナヅキが最大何日保つかはカノンでもわからないみたい。だけど、激しい運動をすればすぐに止まってしまうらしいわ」

「それで、戦闘中にエネルギー残量がなくなって強制終了シヤツトダウンになったのか。最初に《機神戦士メタトロン》と戦うときも、カノンは妙に時間を気にしていたな。そういう事情があったのか」

　水ミ無ナ月ヅキは一日を振り返る。

　朝から歩き回り、戦闘を三回もしている。売店にいる接客用オートマタの一か月分は動いているはずだった。

　リタは水ミ無ナ月ヅキの首筋を丁寧に洗っている。チップの挿入口に石せつ鹼けんが入らないよう慎重にだ。少女のひんやりとした指先が首をなぞり、水ミ無ナ月ヅキはぶるっと身体からだを震わせていた。

「ねえ、ミナヅキ。わたくしのお願いを一つ、聞いてほしいの」

　どこか思いつめた声に、水ミ無ナ月ヅキは目を上げる。

　小さなシャボン玉が浴室を浮遊していくのを見た。

「──わたくしと仲良くする訓練を止やめてちょうだい」

　それは不可解な頼みに思えた。

　湯舟から立ち昇る蒸気が正面にある鏡を白く曇らせる。そこに吸血鬼は映らない。けれど、水ミ無ナ月ヅキは少女の吐息をはっきりと耳じ朶だに感じていた。

「この訓練を課したのはカノンだって知ってるわ。でも、ミナヅキは所有者マスターの命令に逆らえるでしょう？　訓練はミナヅキの意志で止められるわよね」

「おまえは俺と敵対したいのか？」

「ミナヅキは相変わらずバカね。そんなわけないじゃない」

　おまえにバカと言われる筋合いはない、と水ミ無ナ月ヅキは思ったが、それを口にはしなかった。身体を擦られる心地よさに身を委ねる。

「わたくしはミナヅキと仲良くなりたいの。訓練や任務とは関係なく、ね」

　リタは水ミ無ナ月ヅキの腕を取り、泡を載せていく。

「訓練ってことは、強制されているわけでしょ？　義務感から仲良くされても嬉うれしくないわ。むしろ腹立たしいわね。仲良くするって、そういうことじゃないはずよ」

「なら、どういうことなんだ？　俺はカノン以外と仲良くしたことがない。おまえと仲良くしていたのは訓練だったから違うんだろう？」

　首を捻ひねる水ミ無ナ月ヅキに、背後でリタが息をついた。

「じゃあ、ミナヅキはどうしてカノンと仲良くしてるの？」

「それは、あいつを守るのが俺の存在理由で、あいつの目指すものを俺も望んでいるから……」

「ミナヅキがそんな風に思うのはなんで？　カノンが所有者マスターだから？」

「いや、それは関係ない。そもそも今の所有者マスターはおまえだろう」

「そうよね。カノンへの気持ちは義務感じゃない。誰に強制されたわけでもなく、ミナヅキが自分の意志でそうしたいと思ったんでしょう？」

　水ミ無ナ月ヅキは頷うなずいた。

　同時に理解する。そういうことか、と。

「俺は訓練だからおまえと仲良くしなければならないと思っていた。そう思うこと自体が間違っていんだな？　それで、おまえは昼間怒っていたのか。俺がおまえといたのは訓練や任務だと言ったから」

　後ろではリタがしきりに頷うなずく気配がしていた。

　ふうむ、と泡だらけになった水ミ無ナ月ヅキは考える。

　──強制されなかったとして、対吸血鬼戦闘用オートマタの自分は吸血鬼のリタと仲良くできるのだろうか？

「わたくしと本当に仲良くする気がないから、ミナヅキはいつもわたくしを邪魔者扱いするんでしょ。わたくし、チームなのに仲間外れにされるのはもう嫌よ。ミナヅキの記憶領域メモリーを見るまで、カノンもミナヅキも本当のことを教えてくれなかったの、今思い返しても悔しくて堪たまらないんだから！」

「あの頃はおまえのド素人しろうとっぷりが功を奏していたな……。今となってはウンザリだが。おまえ、オートマタの授業きちんと受けろよ。おまえに手入れされるオートマタに俺は心から同情する」

「うるさいわね。言われなくても、これから勉強するわよ！　……あれからカノンは、わたくしのことをきちんと仲間として認めてくれているわ。ディーツェ・フェアにも誘ってくれたし、ピンチのときはミナヅキのゼンマイ鍵を預けてくれたしね」

　ゼンマイ鍵が渡っていたことで、カノンとリタの間に強い信頼関係があるのを水ミ無ナ月ヅキは認めざるを得なかった。

「わたくしはヴァンパイアの脳を人工頭脳に使った人間を許さないわ。同族に非道な仕打ちをした犯人を捕まえて裁く。それがヴァンパイア王族として、なすべきことだと思っているわ」

　リタの決意に満ちた声が浴室に響く。

　背後で立ち上がる気配がした。石せつ鹼けん塗まみれの腕が伸ばされ、シャワーヘッドを取る。

「そうすることで、ドクター・ビャクダンや《白びやく檀だん式しき》に対する世間の誤解が解けてほしいとも思う。いつかカノンとミナヅキが堂々と身分を名乗れるようになったらいいわよね」

　シャワーから勢いよくお湯が出た。

「ああ、そうだな」

　お湯をかけられながら、水ミ無ナ月ヅキは頷うなずいた。

　人間とオートマタと吸血鬼。三人共、立場は違うが、目指しているものは同じなのだ。

　少年の身体からだにつく泡を流し、リタは言う。

「だったら、わたくしを仲間外れにすることないわよね。ミナヅキったら、いつも自分一人でカノンを守ろうとするんだから。三人で団結すべきときに、わたくしを必要ない、なんて言うのは金輪際やめてほしいわ」

　記憶領域メモリーを思い返せば、確かに自分はそんなことを言っていた。そして、その度にリタは不満そうにしていた。

「もちろん、ミナヅキがヴァンパイアを無条件で『敵』と認識してしまうのは知っているわ。対吸血鬼戦闘用オートマタだもの、それは仕方ないかもしれないけど……」

「いや、違うな」

　水ミ無ナ月ヅキはリタの言葉を遮った。肩に置かれている少女の手を摑つかむ。

「──おまえは敵じゃない。仲間だ」

　リタが身体からだを震わせるのがわかった。

　水ミ無ナ月ヅキは少女の手を強く握ったまま、前を見つめる。

「その結論は俺の中でとっくに出ていたことだ。その証拠に今、俺はおまえを殺したいとは微み塵じんも思わない。それどころか、傷付けたくないとすら思う。不思議だ。俺は対吸血鬼戦闘用オートマタのはずなのに」

　鏡に映らないリタの顔は見えない。

　けれど、彼女がこちらを見ているのは気配で感じていた。

　記憶領域メモリーを思い返して気付いたのだ。リタに人工骨が投げられたとき、水ミ無ナ月ヅキは咄とっ嗟さにそれを止めた。それは任務でも訓練でもない。水ミ無ナ月ヅキがそうしたかったから、リタに傷付いてほしくなかったから、そうしたのだ。

　シャワーが浴室のタイルを叩たたいている。締め切られた空間には熱がこもり、確実に室温を上昇させていた。

「ところが生あい憎にく、今まで俺は誰かと協力して戦った経験がない。一緒に戦場へ行くはずだった兄姉きようだいたちには先に逝ゆかれてしまった。共闘するという概念が、あのときから俺にはなくなってしまったように思う。いまだに仲間というものがよくわからない」

　白い蒸気が充満する浴室で水ミ無ナ月ヅキは思いを馳はせる。

　兄姉きようだいたちと共に行けなかった戦場。栄光と悔恨。着せられた汚名。それらを全部、背負って水ミ無ナ月ヅキはここにいるのだ。

「独りきりで戦わなければならない、と俺は囚とらわれていたんだ。誰にも頼ることはできず、カノンは俺が一人で守らなければならない、と。でも、そんなことはなかったんだな。おまえの話を聞いてそれがわかった」

　少しだけ肩の力が抜けた気がした。

　水ミ無ナ月ヅキは握ったままの少女の手を見つめる。

「仲良く、か。できるような気がする。俺にはもう、おまえと敵対する意志はないわけだし。そもそも俺だって解説任務なんかしたくなかったんだ。任務でなければもっと気楽にブースを回れただろう。……なるほど。確かに、任務や訓練だと煩わしいな。つまり、おまえが望んでいるのはこういうことか？」

　水ミ無ナ月ヅキが問う。

　次の瞬間、水ミ無ナ月ヅキの背中にとんでもなく柔らかいものがぶつかった。さらに、肩に少女の頭が乗っかってくる。

「リタ……？」

　水ミ無ナ月ヅキは約束通り後ろは向かず、横を向いた。リタは意識を失い、ずるりと少年に倒れかかっていた。突然のことに水ミ無ナ月ヅキは瞬まばたく。

　サーモグラフィで、リタの体温が平常時より高いのを確認した。

　よく考えたらシャワーの水温は人間用だった。吸血鬼のリタは人間に比べて平熱が低いため、そのお湯は熱いはずである。オートマタの水ミ無ナ月ヅキは別に、冷水で流しても問題ない。だが、リタは水ミ無ナ月ヅキを気遣い、その結果、蒸気でのぼせてしまったのだろう。

　慣れない手入れや修復作業を、すべて間違った方法ではあったが一生懸命やってくれたリタ。

　自分のために倒れてしまった少女の顔を見つめ、絡から繰くり少年は胸の奥がじんわりと温かくなるのを感じていた。

　水ミ無ナ月ヅキはシャワーを止めた。

　決して後ろは向かず、リタを背負う。少女の素肌を背中に感じつつ、寝室へ移動。ベッドにリタを横たえた。

　──仲間、か。

　目ま蓋ぶたを閉じた少女を見下ろして思った水ミ無ナ月ヅキは、リタの肢体にバスタオルをかけた。

　服を着た水ミ無ナ月ヅキは、リタの枕元にイスを持ってきて座る。カノンとはまた違った美しさの少女は、いつまでも眺めていられそうだった。

　のぼせただけだし、少ししたら目を覚ますだろう。

　一刻も早く《機神戦士メタトロン》の記憶領域メモリーを取り戻さなければならないのだが、水ミ無ナ月ヅキはもう独りで行こうとはしなかった。

　絡から繰くり少年の看病という名の注視は、そのままリタが意識を取り戻すまで続いた。
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　大変だったのは、その後である。

「いやあああなんでわたくし服着てないの──!?」

　目を覚ました少女は自分の状況に気付くなり、両腕でバスタオルをかき抱いた。警戒するようにベッドの端へ寄ったリタは、涙目になって水ミ無ナ月ヅキを睨にらむ。

　水ミ無ナ月ヅキは平常運転で言う。

「何な故ぜって、おまえが風ふ呂ろで……」

「こっち見ないでミナヅキっ！　約束が違うわ。バカバカッ、信じらんない！」

「何言ってるんだ。俺は約束を守ったぞ。誓って後ろは見ていない。後ろにいたおまえは背負ってベッドまで運んだしな」

「背負ったですって!?　噓うそでしょ!?　ああん、責任取りなさいよ、ミナヅキイーーッ!!」

「責任？　何の責任……バカ、やめ、室内で嵐を起こすな！」
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　メティス・グループＣＥＯ付き秘書のユーリに朝はない。昼も夜もない。

　睡眠を必要としない彼女にとって一日の始まりと終わりというのは、日付が変わるその瞬間でしかないのだ。

　時刻は深夜三時。

　ディーツェ・フェアの展示場。メティス・グループのブースにある関係者以外立ち入り禁止の区域で、ユーリは先月発表されたばかりの学術論文を読んでいた。

　題名は、『闘技用オートマタにおける神経ケーブルの本数と反応速度の関連性』。

　誰もが寝静まった深夜の時間帯に、こうしてオートマタについて勉強するのがユーリの日課だった。

　これはハウエルズに命令されたから行っているのではない。

　闘技用開発チーム首席研究員という肩書きのためでもない。

　ユーリは論文を読みながら、「うーん」と唸うなる。

「これは、よくある説ですね。目新しさがありません。シャチョーは喜ばないでしょう」

　ユーリは読んでいた論文を放り、自身の記憶を辿たどった。幾度も脳内で反はん芻すうしている白びやく檀だん春はる海みの論文を呼び起こす。

「やっぱりドクター・ビャクダンの論文は唯一無二ですね。切り口が独創性に溢あふれています。シャチョーが認めるわけです」

　腕を組んで、うんうんとユーリは独りで感心した。それから哀かなしげに目を落とす。

「……シャチョーと楽しく議論する日は二度と来ないんでしょうかね」

　ハウエルズに拾われてまもない頃。

　ユーリは偶然、彼の机の上にあった春はる海みの論文を読んだのだ。それはユーリの、所有者についてもっと知りたいという欲求から出た行動だった。

　あるとき、ハウエルズに同行してメティス・グループの研究室へ行ったユーリは、オートマタ開発会議でその論文を元に発言する。そのときのハウエルズの驚きと歓よろこびに満ちた表情は忘れることができない。

　その後、ハウエルズはユーリをメティス・グループの研究員にして、オートマタのすべてを教えた。一度教わったことを決して忘れないユーリは、驚異的なスピードで知識を蓄え、他の研究員たちをあっという間に追い抜いた。ハウエルズの知識レベルまで到達し、もう彼から教わることは何もなくなったとき、ユーリは秘書に任命にされた。

　ユーリがまったくのオートマタ素人しろうとからハウエルズに匹敵するまで、たった三か月だった。

　その三か月で、ユーリはハウエルズと様々な議論をした。

　特にドクター・ビャクダンの論文を元に意見を交わすとき、男の表情は活いき活いきと輝いていた。彼は決して優しい人間ではなかったが、オートマタについて話しているときだけはユーリをきちんと見つめ、真摯に向き合ってくれた。

　それが堪たまらなく嬉うれしかったのだ。

　ハウエルズに認められることがユーリの自尊心を満たした。自分はここにいていいのだ、と思うことができた。

　だが、ドクター・ビャクダンの論文は有限だった。

　彼女は死んでしまっていて、もう新たな論文が執筆されることはない。

　ユーリはハウエルズの笑顔をもっと見たかった。もっと褒めてもらいたかったし、もっと長い時間を一緒に過ごしたかった。

　ハウエルズと語りたいがために、ユーリはドクター・ビャクダン以外の論文も読よみ漁あさった。しかし、ハウエルズは喜ばなかった。他の論文は、彼の知的欲求を満たすものではなかった。彼を夢中にさせたのはドクター・ビャクダンだけだったのだ。

　ハウエルズの関心を引くため、藁わらにも縋すがる思いでユーリは白衣を着るようになった。ドクター・ビャクダンは普段白衣を着ていたと聞いたからだ。

　邪魔くさかったけど伊達だて眼鏡もかけた。研究室で撮った写真の中で、ドクター・ビャクダンは眼鏡をかけていたからだ。

　本当は髪も黒髪ロングで、目も蒼あおくしたかった。でも、そんなことハウエルズには言えないから我慢した。

　ユーリはドクター・ビャクダンになりたかった。ハウエルズの心を摑つかんで止やまない存在になりたかった。

　そのために彼女は今夜も論文を読よみ漁あさる。もう何年もハウエルズとまともに話をしていない。でも、諦めてしまったらそこで終わりだから。こうしていれば、いつかまたハウエルズに見てもらえる日が来るかもしれないから。

　わずかな希望に縋すがるようにユーリは新たな論文に手を伸ばした。表紙を捲めくり、読み始める。




　そのとき、ドアのセキュリティが解除される音がした。




　ユーリは目を上げなかった。

　彼がここにやってくるのはわかっていた。予想通り──いや、来る時間が妙に遅かったから、予想通りとは言えないが。

　論文を読みながら、ユーリは問う。

「どうしました、ミナヅキくん。ここは関係者以外立ち入り禁止ですよ」

「《機神戦士メタトロン》の記憶領域メモリーを渡せ。俺の要求はそれだけだ」

　ユーリは顔を上げた。

　いかにもひ弱そうな少年が一人、ドアを背に立っている。華きや奢しやな体たい軀くは筋肉というものを知らないかのように細い。しかし、それは擬態だ。人間を食い物とする吸血鬼を惹ひきつけるために、自らの爪を隠し、弱々しく見せているだけにすぎない。

　ユーリは再び論文に目を落とした。ぺらりと、紙を捲めくる。

「《機神戦士メタトロン》の記憶領域メモリー？　なんでそれをミナヅキくんに渡さないといけないんですか。《機神戦士メタトロン》は昼のオートマタファイトに出るんですから記憶領域メモリーを抜くなんてできませんよ」

「違うな。俺が言っているのは、予備の《機神戦士メタトロン》ではなく、スイートルームで爆発したほうだ。大事な証拠品を勝手にそっちで抹消されては困る」

「ああ、あっちでしたか。それでしたら、まだスイートルームにあるんじゃないですか？　爆発で壊れてしまった可能性もありますが、探せば残骸くらいは……」

「おい、誤魔化すのもいい加減にしろよ」

　苛いら立だった声がユーリを遮った。

「俺はスイートルームでおまえの顔を見ているんだ。言い逃れられると思うな」

　ユーリはようやく論文を脇に置いた。

　残念なことに、この論文もハウエルズは好まないだろう。失意を押し隠し、ユーリは立ち上がる。

　あからさまに警戒する漆黒の少年へ快活な笑みを向けた。

「間違ってますよ、ミナヅキくん。発言は正しくしてください。それとも、『処分品ジャンク』はそんなこともできないんですか。あなたが見たのは顔じゃなくて、首と顎だけですよね」

　──『敵』を認識。戦闘モードへ移行──

　刹那、ユーリの手首のスリットが開き、両手に鎖付きクナイが現れる。

　身構えた水ミ無ナ月ヅキが暗器を顕現させるより早く。

　ユーリはリノリウムの床を蹴った。

　シャン、と鎖が微かすかに鳴る。

　その清廉な音が少年の耳に届くときには既に、ユーリは水ミ無ナ月ヅキの目前にいた。

　両手のクナイを振り下ろす。衝撃音と共に、それは水ミ無ナ月ヅキの背後にある分厚いドアに深々と突き刺さった。

　首の両脇にクナイを刺された水ミ無ナ月ヅキは、瞠どう目もくしてユーリを見つめていた。アサシンブレードを出した手は攻撃するのをすっかり忘れている。

「昨日の壁ドンのお返しです」

　水ミ無ナ月ヅキが反応できないスピードを見せつけたユーリは、至近距離でニヤリと笑った。

　はっとした水ミ無ナ月ヅキがアサシンブレードを突き出してくる。クナイをドアから引き抜いたユーリは後方へ跳んでそれを躱かわした。

　少年の手から銃弾が放たれる。

　ゼンマイ周りに十二発。直接ゼンマイを狙わないのは、《機神戦士メタトロン》の記憶領域メモリーの在あり処かを吐かせたいからか。

　分析しつつ、鎖を一振り。

　周囲にある製品のコンテナに当たらないよう、初弾四発を弾はじき飛とばす。

　残りの銃弾を潜り、襲いかかってきたアサシンブレードにやられる、と見せかけて高く跳躍した。

　虚こ空くうを回転する。追ってきた銃弾を両手のクナイで叩たたき落おとしながら、ユーリは唸うなった。

「うーん、遅いですね。さすが処分品ジャンク！　一生懸命やってるのはビシビシ伝わってくるんですけど、いかんせん遅すぎますよ。そんな甘あま々あまスペックであたしを下せると思ったなら、大間違いです」

「何な故ぜだ、昨日よりスピードが上がってる……!?」

　水ミ無ナ月ヅキの狼狽うろたえる声を聞き、ユーリは優雅に白衣をはためかせて着地した。水ミ無ナ月ヅキの銃弾は白衣を掠かすりもしていなかった。

「当たり前じゃないですか。あんな邪魔くさい装甲を着けていて、まともに動けるわけないでしょう。あれは本来あたしの装備品じゃなくて、《機神戦士メタトロン》のものです。昨日、あたしがあれをかぶっていたのは、単に誰かにあたしの姿を見られたくなかったからですよ。頭から出血していたら物騒なので、ああいう措置を取りました」

「頭から出血……？　何をやったんだ？」

　水ミ無ナ月ヅキは懲りずに跳びかかり、アサシンブレードを繰り出してくる。

　それをクナイで軽く受け流しつつ、ユーリは眉をひそめた。

「まったく処分品ジャンクはデリカシーもないんですね。どうしてあなたが女の子にモテているのか、あたしには理解ができません。とにかく処分品ジャンクには関係のないことですよ。余計な装甲を着けていたせいで、スイートルームでのあたしは動きが鈍かったんです。視界もよくありませんでした。でも、今はそんなことないですから。あたしは万全ですよ」

　言うなり、ユーリは水ミ無ナ月ヅキの懐ふところへ飛び込み、クナイの柄で少年の顎下を突き上げた。

　人間なら確実に気絶する、強烈なアッパーカットだ。

　ユーリのスピードに追いつけない水ミ無ナ月ヅキは、それをまともに食くらう。少年の身体からだが放物線を描いて吹っ飛んだ。そのまま部品の箱が並んでいるスチール棚に直撃する。棚から箱が落下し、追い打ちのように少年にぶつかっていた。

　倒れている少年をユーリはつまらなさそうに眺める。

　オートマタの急所はゼンマイとチップだ。アッパーカットで行動不能になることはありえない。それをわかっていて、あえて急所を外したのだ。

　──今、呆あつ気けなく壊しても面白くないですからね。

　ユーリは鎖を腕の中へ巻き戻しながら言った。

「さあさあ、処分品ジャンクはお引き取りください。シャチョーから、ミナヅキくんを壊せという指示はまだ受けていないです。一人きりの部屋へ帰って、カノンちゃんがいない悲しみに暮れたらどうですか？　本当はカノンちゃんが死んでいたら傑作だったんですけど、残念ながらそれは叶かなわなかったみたいですしね」

　何!?　と水ミ無ナ月ヅキが部品の箱を退どけ、身体からだを起こした。

「カノンを殺そうとしていたのはおまえだったのか。何な故ぜだ──？」

「何な故ぜって、処分品ジャンクの絶望する顔が見たかったからに決まっているじゃないですか。処分品ジャンクには、この世のすべてを呪っているような暗い顔で嘆き哀しんでいるのがお似合いですよ」

　少年はまったく理解できないというように目を細めていた。

「……さっきから、その『処分品ジャンク』というのは何だ？」

　ユーリは歯を剝いて笑った。

「処分品ジャンクは処分品ジャンクですよ。価値のない、捨てるしかないものです。自分がどういったものかも知らないんですか？　カノンちゃんに可愛かわいがられているから、ちょっと勘違いしちゃったんですかね？」

「『不適合』とは言われているが、処分品ジャンクは初めてだな」

「じゃあ、この機会に覚えましょうか。ミナヅキくんは処分品ジャンクです。『不適合』なんて生半可なものじゃないです。ドクター・ビャクダンの評価はぬるいんですよ」

　ビャクダンの名前を出した瞬間、少年の表情に鋭さが混じった。

「何な故ぜそれを知っている……？　春はる海みが俺を『不適合』としたのは、ごく限られた人しか知らないはずだ」

　水ミ無ナ月ヅキが戸惑う様をユーリは愉たのしそうに見つめていた。

　逡しゆん巡じゆんした末、少年は一つの疑問を口にする。

「おまえは何だ──？」

　ユーリは肩を竦すくめた。

「また、抽象的な問いかけですね。あたしは処分品ジャンクと哲学的な会話をしたいとは思わないんですけどね。あたしたちは何もかも意見が合わないはずなんです。それはもう、信じている神が違うレベルで」

「メティス・グループがおまえのようなオートマタを作っていたことに、俺は驚いている。ハウエルズの信念とは違うじゃないか。あいつはおまえのような人間らしいオートマタを認めないはず」

「処分品ジャンクのくせにうるさいですよ。まったく、煽あおりだけは一級品ですよね。それも無自覚でやっているから腹が立ちますよ。隣国からテロを起こしに来た吸血鬼王族の気持ちが今、ほんの少しだけわかりました」

「おい、それはヴィルヘルムのことを言っているのか。まさか、廃工場やヴィルヘルムとの戦闘前に、俺を監視していたのはおまえ……！」

「誰が監視していたとか、どうでもいいことでしょう。それより、一つ認識違いを正しておきましょうか。あたしはメティス・グループの製品じゃありません。あたしの製品名、本当に心当たりないんですか？」

　銀色のクナイを突き出したユーリは、深緑の瞳で少年を捉えた。




「あたしこそが最新型、対吸血鬼戦闘用オートマタ絡から繰くり騎士《白びやく檀だん式しき》第漆号・文フミ月ツキです」




「なっ……！」

　水ミ無ナ月ヅキの驚きよう愕がくをユーリは冷めた目で見つめた。クナイを指先でくるりと回す。

「暗器の時点で気付きましょうよ。それは《白びやく檀だん式しき》の代表的な特徴の一つじゃないですか。処分品ジャンクとはいえ、知能低すぎません？」

「ユーリ……そうか。七月という意味だ。俺が最後の《白びやく檀だん式しき》じゃなかったのか……。《白びやく檀だん式しき》ということは、おまえを作ったのは春はる海みだよな？　いつ作られたんだ？　おまえも戦場には出されなかったのか？」

「いきなり同窓会みたいなノリになるの、やめてくださいよ。陸号が作られたのが、一九七〇年ですよね。《白びやく檀だん式しき》が虐殺したケルナーの悲劇は一九七二年です。その間にドクター・ビャクダンがあたしを作っていたとして、何も不思議はないでしょう」

「ああ、そうだ。睦ム月ツキ姉さんたちとは会ったことがあるのか!?　兄さんとは……!?」

　次の瞬間、ガン、と水ミ無ナ月ヅキの背後のドアが音を立てた。

　ユーリの投とう擲てきしたクナイが突き刺さったのだ。

　クナイが掠かすった少年の頰がピッと一筋切れ、人工血液が流れる。

「そのノリ、やめるよう言いましたよね。イライラするんですよ。そんな昔のこと、あたしは覚えていませんから」

「それは、どういう意味だ……？」

「そのままですよ。あたしはシャチョーに拾われたときからの記憶データしかありません。それ以前の記憶データは不要なので、シャチョーが消去デリートしたそうです」

　水ミ無ナ月ヅキの目が大きく見開かれた。少年の口が何かを発する前に、ユーリは声を張る。

「シャチョーが不要と言うなら、それは本当に要らないんですよ。あたしもシャチョーとの記憶データだけあれば満足です。記憶領域メモリーがシャチョーとの思い出だらけになって、かえってよかったんですよ」

「……そんなわけないだろ」

　少年は厳しい顔つきになっていた。

「記憶データを消されていいわけがない。おまえが思い出せないだけで、そこにはもしかしたら、おまえの大事なものがあったかもしれないんだぞ。いくら所有者マスターがやったこととはいえ、記憶データの消去なんて許すべきじゃない」

　ぷっ、とユーリは噴き出した。

　くつくつと肩を揺らすユーリに、水ミ無ナ月ヅキが怪け訝げんな目を向ける。

「許すべきじゃない、ですか。いやー、真面目な顔で言っちゃって、可お笑かしいですね。……記憶データを消去されたのが、あたしだけだと思ってるんですか？」

「……何を、言っている？」

「おっ、その狼狽うろたえている感じ、いいですね。処分品ジャンクはやはり無様な醜態を晒さらしてこそ、ですよね。では、もっとびっくりすることを教えてあげましょう。一度しか言わないんで、よーく聞いてくださいね。──今、処分品ジャンクはシャチョーによる実験中なんですよ」

　実験、と反はん芻すうした水ミ無ナ月ヅキの表情は理解した風ではない。

　ユーリはやれやれと両手を持ち上げた。

「つまりですね、この四か月、あなたはシャチョーの監視下で、実験的にカノンちゃんに預けられていただけなんです」

　どこからかカタン、と小さな物音がした。ユーリは首を巡らせるが、巨大な棚が並んでいるだけだ。

「……おい、よく事情がわからないんだが」

　水ミ無ナ月ヅキの低い声がして、ユーリは視線を戻した。

　少年は眉を寄せ、困惑した様子だ。ユーリは手にあるクナイを弄びつつ言う。

「おかしいと思わなかったんですか？　ドクター・ビャクダンがあなたを手放したのはいつです？　ノイエンドルフ奪還作戦前ですよね。それは十年前のことです。それでなんでカノンちゃんが初めてあなたを起動したのが四か月前なんですか？　その間、あなたはどこでどうなっていたんです？」

　水ミ無ナ月ヅキが頭に手を当てた。

　焦点の合わない彼の目を見て、ユーリは鼻で笑う。

「だーかーらー、記憶領域メモリーを検索しても無駄ですよ。そのときの記憶データは消去デリート済みなんですから。あなたはドクター・ビャクダンによってカノンちゃんの元へ送られるはずが、シャチョーに回収されていたんです。それでカノンちゃんの手に渡るまでの期間、シャチョーに使われていたってわけです。あたしと一緒にね」

「……そうか。だからハウエルズに既視感があったのか。おまえが俺を知っている風だったのも、そのせい……」

「おや、あんまり反応よくないですね。渡り廊下で会ったときにヒント出しすぎちゃいましたかね」

　ユーリは残念そうに首を傾かしげた。

「どうして自分が実験に出されたと思います？　《白びやく檀だん式しき》というなら、あたしでもよかったはずですよね？　でも、シャチョーはあたしを手元に置いて、あなたを実験に出した。……答えは簡単です。ミナヅキくんが使えない処分品ジャンクだからです。シャチョーにとって、あなたは要らなかったんですよ」

　メティス・グループにいたときの水ミ無ナ月ヅキを思い返して、ユーリは口元を歪ゆがめた。

《白びやく檀だん式しき》第陸号。

　ユーリより早く、水ミ無ナ月ヅキはメティス・グループで研究されていた。その頃から彼はハウエルズが手を焼く問題児だった。

　オートマタは基本的に、強制命令オーダーなどなくとも所有者マスターに従うようプログラムされている。それは《白びやく檀だん式しき》でも変わらない。

　ところが、水ミ無ナ月ヅキはハウエルズに一切従おうとしなかった。

　戦場に焦がれた絡から繰くり少年は不ふ貞て腐くされ、所有者マスターを拒絶した。水ミ無ナ月ヅキを動かすには、いちいち強制命令オーダーしなければならず、しかも時折、強制命令オーダーすら受け付けない。そうなるともう、お手上げだ。

　ハウエルズは使い勝手の悪い少年オートマタを蛇蝎のごとく疎うとみ、水ミ無ナ月ヅキの態度はさらに硬化した。最終的に塞ぎ込んで何にも反応しなくなった水ミ無ナ月ヅキを、ハウエルズはこう判定する。

　──『処分品ジャンク』と。

「役立たずの処分品ジャンクを、シャチョーは実験的にカノンちゃんに送りつけたんです。元々、手にするはずだった彼女なら使えるのでは、という考えでした。ちょっとした賭けだったんですが、カノンちゃんは見事、処分品ジャンクを使いこなしたわけです。いやあ、驚きましたね」

　ユーリは水ミ無ナ月ヅキを監視していたときを思い返し、うんうんと頷うなずく。

「シャチョーの元では引きこもってばかりだった処分品ジャンクが、今ではカノンちゃんと学校に通っているわけですからね。それで、休日も一緒に図書館に行ったり、博物館に行ったり、食事に行ったり、デートですか。はっ、随分なご身分ですね、処分品ジャンクのくせに」

　水ミ無ナ月ヅキが不思議そうに軽く眉を寄せた。

　まるで何もわからない、という少年の表情がユーリの苛いら立だちを加速させる。

「調子に乗っちゃうのはわかりますよ？　そりゃ、所有者マスターに口付けて受け入れられたら、処分品ジャンクも勘違いしちゃいますよねえ。あんなに女の子たちに囲まれてチヤホヤされたら、自分に価値があるような気になっちゃいますよねえ……！」

　ほとんど無意識のうちにユーリは鎖を繰っていた。左手の鎖を振り回し、右手のクナイを構え持つ。

　自分が持っている情報はすべて水ミ無ナ月ヅキにぶつけた。もうこれ以上、水ミ無ナ月ヅキの新たな反応は期待できない。お楽しみタイムは終わりだ。

　ユーリはエメラルドの瞳を殺意に染め、宣言する。

「でも、それも今ここで終わりです。あなたが処分品ジャンクだってことを、あたしが思い知らせてあげますよ！」

　鎖を投げた。

　一直線に水ミ無ナ月ヅキの右手へ迫ったそれは、狙い通りアサシンブレードに巻きつき、得物を封じる。水ミ無ナ月ヅキがはっとしたときには、ユーリは少年へ迫っていた。

　嬲なぶるように右手のクナイで水ミ無ナ月ヅキの全身に傷を刻んでいく。回避する暇は与えない。もちろん、四連装拳銃で反撃する隙もだ。

　水ミ無ナ月ヅキはアサシンブレードを自由にしようと試みているようだが、パワーでも勝るユーリは、それも許さない。すべての性能で劣る水ミ無ナ月ヅキは、一方的に人工血液を散らしていく。

　ユーリは鮮やかにクナイを振りながら、得意げな声を上げる。

「どうです？　これが《白びゃく檀だん式しき》の最新型、第漆号ですよ。処分品ジャンクとは違うんですよ！」

　他の《白びやく檀だん式しき》をユーリは知らない。だけど、壱号から陸号までの性能を上回らなければ、漆号を作る価値はないだろうと思う。

　さらにユーリにはメティス・グループの最新部品パーツまで入っている。ユーリは十年近く前に作られた身体からだのままではない。人工筋肉を始めとした互換性のある部品パーツは、メティス・グループが闘技用に開発したものを使っているのだ。

　──さて、そろそろ壊しますか。

　水ミ無ナ月ヅキが歯は嚙がみする様を堪たん能のうしたユーリは、クナイを剣のように持ち替える。

　その隙に生意気にも四連装拳銃を発砲してくるが、狙いが甘い。

　姿勢を落とすことで易やす々やすと銃弾を回避したユーリは、少年のゼンマイに狙いをつける。

　それを悟った水ミ無ナ月ヅキが自由な左手で胸をガードする。

　ユーリは嘲笑を浮かべた。水ミ無ナ月ヅキの左手には四連装拳銃がある。たとえこの一撃からゼンマイを守ったとしても、二つしかない暗器の一つを破壊されたら、水ミ無ナ月ヅキの敗北は決まったようなものだ。そんなことにも頭が回らないのか。

　ユーリは容赦なくクナイを少年の手に突き刺した。

　バキ、と四連装拳銃が砕けた手応えがした。

　少年の胸へ届かせるべく、ユーリはさらに強く得物を押し込む。

「さよならです、処分品ジャンク」

「準備完了だ。やれ、リタ」

　はっとする。

　少年の手を穿うがつクナイがびくともしない。水ミ無ナ月ヅキが握っているのだ。さらにアサシンブレードを封じていた鎖も、逆に水ミ無ナ月ヅキに摑つかまれていた。

　──まさか、罠わな……!?

　狙いが甘いと思った銃弾はユーリを空中に跳ばせないための方策。ユーリは真正面からゼンマイを狙うよう、水ミ無ナ月ヅキに仕向けられたのだ。

　その結果、水ミ無ナ月ヅキは四連装拳銃を犠牲にはしたが、ユーリの両腕に繫つながる暗器を二つ封じていて──

　室内に強烈な風圧を感じた瞬間、ズプリ、とユーリの腹を真紅の剣が穿うがった。

　水ミ無ナ月ヅキの背後にはリタが現れ、ブラッディソードを顕現させていた。

「〈風葬の薔薇トルナルド・ローゼ〉───ッ!!」

　少年に寄り添う紅あかい吸血鬼が叫ぶ。その剣の周囲に薔ば薇らの花びらを模かたどった刃が生まれたのを視認した直後、ユーリは暴風を受けて吹き飛んだ。







　無数の紅刃が室内を翔け抜けた。

　天災、と形容するに相応しい爆風が収まり、空中で暴れていた大量の物品がけたたましい音を立てて床に墜落する。辺りは室内をミキサーにかけたみたいな有様だった。コンテナもスチール棚もオートマタファイト用のリングも、全部ぐちゃぐちゃになって転がっている。

　被害を受けなかったのは嵐の中心にいたリタと水ミ無ナ月ヅキだけだ。

　眼前に広がる惨状に、水ミ無ナ月ヅキは遠い目になる。

「……これは他人ひと事ごとだからいいが、ここを片付ける奴やつが不ふ憫びんになるな……」

「何よ、ミナヅキ。ホテルの部屋だったら、わたくしも片付けを手伝ってあげたでしょ」

「手伝っただと？　手入れ道具をことごとくゴミ箱にブチ込んでおきながら、手伝った？」

「結果的に全部あったんだからいいじゃない。問題ない、でしょ？」

「問題大ありだ！　このド素人しろうとが……！」

　水ミ無ナ月ヅキとリタが言葉を交わしている最中、ガタ、と音がした。

　リタが首を回す。

「ミナヅキに言われた通り、左胸以外を狙ったけど、本当にそれでよかったの？　ユーリはまだ壊れていないんでしょう？」

「ああ、それでいい。この通り、あいつから攻撃手段を奪うのが俺たちの目的だったからな」

　水ミ無ナ月ヅキは両手を持ち上げてみせた。そこにはクナイの付いた鎖が二本握られている。ユーリから千切れたものだった。

　実は、リタは最初から水ミ無ナ月ヅキと一緒に部屋へ入っていた。〈霧化ネーベル〉を使えば、十秒間だけは姿を晦くらませられる。そうして密ひそかに室内に侵入していたリタは、物陰に隠れて水ミ無ナ月ヅキの合図を待っていたのだ。

「ミナヅキの暗器を犠牲にしたんだから、これくらい当然の成果よね」

　リタは水ミ無ナ月ヅキの左手を見て、痛ましそうになる。

「問題ない。これであいつの暗器は奪った。《機神戦士メタトロン》の記憶領域メモリーの在あり処かを答えてもらうとするか」

　水ミ無ナ月ヅキが言ったときだった。

　ズタズタになったコンテナが飛んだ。中から壊れたオートマタ製品が零こぼれ落おちて、硬質な音を響かせる。

「誰の暗器を奪ったと言うんですか──？」

　ガラクタをかき分けて、少女が現れた。

　小麦色の髪は乱れ、眼鏡は割れている。しかし、ユーリの動作自体に異常は見られない。エメラルド色の瞳は爛らん々らんと凶悪な輝きを放っていた。

「なっ……！」

「なんでわたくしの〈風葬の薔薇トルナルド・ローゼ〉が効いていないの!?」

　水ミ無ナ月ヅキとリタが驚きよう愕がくの声を上げる。

　リタのブラッディソードで貫かれた腹は人工血液で真っ赤に染まっている。だが、それは《白びやく檀だん式しき》にとって、取るに足らない傷だ。腹部には人工消化器官があるくらいで、戦闘には何の影響も及ぼさないからだ。

　問題は、無残に破れた白衣の両袖。少女の両腕には二本ずつ鎖が繫つながっていて、合計四つの新たな鎖付きクナイがユーリの手に握られていた。

「暗器はこの二つだけじゃなかったのか……」

　明らかになったユーリの武器の全貌に、水ミ無ナ月ヅキが顔を引きつらせる。

「え、じゃあ、わたくしの〈風葬の薔薇トルナルド・ローゼ〉は……」

「見たところ、一つも当たっていないな。あの四つのクナイで全部叩たたき落おとされてる」

「そんな、ブラッディソードの不意討ちが効かなかったなんて。それに、敵の武器が増えているじゃない。ミナヅキは銃が使えなくなっているのに！」

　水ミ無ナ月ヅキは苦々しい表情になった。

　ユーリはガラクタに挟まれている白衣の裾を引っ張り出す。

「……いやあ、驚きましたよ。この展開はあたしもちょっと想像できませんでした。処分品ジャンクは本当にどうしちゃったんですか。吸血鬼と手を組むなんて、らしくありませんよ」

　それから、ユーリは何かに気付いたような顔になった。

「ああ、もしかしてチップをリタ嬢のものに換えられているからですか？　さっき無様に終了してましたもんね。吸血鬼に操られる対吸血鬼戦闘用オートマタになっちゃいました？」

　水ミ無ナ月ヅキは手にしていた鎖を隅へ放った。

「吸血鬼だとか人間だとか、もう関係ないだろう。リタは俺たちの仲間というだけだ」

「そうよ。わたくしもミナヅキに命令なんてしていないわ。今のミナヅキはわたくしのことをきちんと味方と認めているんだから」

　水ミ無ナ月ヅキにぴったりと寄り添うリタに、ユーリは目を眇すがめた。

「……カノンちゃんといい、リタ嬢といい、なんでそんなことになるんですか。あたしには理解できませんね」

　吐き捨てるように言ったユーリは両手の鎖を一本ずつ回し始めた。

「本当にあなたたちを見ているとイライラします。いいでしょう。雑魚ざこは何匹集まっても雑魚ざこだということを証明してあげますよ」

　その言葉と同時に、二本の鎖がそれぞれ水ミ無ナ月ヅキとリタ目掛けて投げられる。

　唸うなりを上げて迫るクナイ。

　ゼンマイを狙ってきたそれを躱かわし、水ミ無ナ月ヅキは正面からユーリへ駆けた。視界の端でリタが〈霧化ネーベル〉するのを確認する。

　ユーリが水ミ無ナ月ヅキにかかりきりになれば、その分リタが隙を突きやすくなる。彼女は姿を消せるため不意討ちには適任だ。

　ユーリも〈霧化ネーベル〉したリタには手を出せない。二本のクナイを水ミ無ナ月ヅキへ投げつける。左右から迫ったそれを水ミ無ナ月ヅキが回避したとき、後ろから首に鎖が巻きついた。

「ぐっ……」

　最初に躱かわした鎖が旋回して襲ってきたのだ。次の瞬間、ユーリが水ミ無ナ月ヅキに巻きついた鎖を振り上げる。ぎゅっ、と首を引かれ、水ミ無ナ月ヅキは空中に放り投げられていた。

「処分品ジャンクはほんとゴミですね。あたしに近付けなければいいだけだから楽勝です」

　言葉と共に、追撃のクナイが一本、水ミ無ナ月ヅキの背中を襲う。空中でなんとか手を伸ばし、アサシンブレードで弾いた。けれど、ユーリから一番遠い隅へ叩たたきつけられる。

「そして、こっちも芸がないですねえ」

　ユーリが水ミ無ナ月ヅキを投げている間に、リタは白衣の背後へ現れる。

　だが、リタがブラッディソードを顕現しようとしたときには、ユーリはいなくなっていた。瞬時に後方へ宙返りしたユーリは、逆にリタの背後を取っていたのだ。

「っ！」

　完全に勝利を確信していた紅い少女の表情が驚きに染まる。

　音もなく銀のクナイがリタを貫いた。

「リタ！」

　少女の胸を突き破っている銀の尖せん端たんを目にして、水ミ無ナ月ヅキが声を上げる。

「おバカさんですね。王族だから自分が強いとでも思っていたんですか？　あたしは対吸血鬼戦闘用オートマタですよ？　吸血鬼に負けるはずないでしょう」

　背後からリタの耳元に口を寄せ、ユーリは蠱こ惑わく的てきに囁ささやいた。そのままユーリは、ぐり、とクナイを捻ひねる。

　くっ、とリタが苦く悶もんに呻うめいた。

　瞬間、水ミ無ナ月ヅキはユーリへ跳びかかっていた。アサシンブレードが達する前に、ユーリは跳とび退すさってしまう。

「おい、リタ。その傷は……？」

　水ミ無ナ月ヅキはユーリを追わず、リタを抱だき留とめた。

　少女の背中の赤は次第に広がっていく。

　鉛玉に貫通されてもすぐさま修復を始め、ものの数秒で傷一つなくなるはずの少女が血を流していた。

「大丈夫よ、ミナヅキ。わたくしはヴァンパイアだもの。これくらいの傷……」

「いやいや、これくらいじゃないでしょう。あたしの暗器は銀製。さっきの攻撃は吸血鬼の唯一の急所、心臓を掠かすめていますからね。死にはしませんが、すぐには治りませんよ」

　ユーリは四つのクナイを手元へ戻し、軽い口調で言った。

　その言葉通り、リタの背中の血は止まる気配がない。いつも強気な少女の額には脂汗が浮かんでいた。

「リタ嬢を殺してしまうと、ローゼンベルク王が黙っていないでしょうから、殺さないようにはしてあげました。しばらく安静にしていてくださいね」

　シャン、と音が鳴った。

　水ミ無ナ月ヅキはリタを背後へやり、ユーリを見る。

　白衣の少女は凄絶な笑みで片手の鎖を回していた。エメラルドの瞳が水ミ無ナ月ヅキを捉える。

「でも、別に処分品ジャンクは壊してもいいはずなので、手加減しませんから」

　圧倒的強者の宣言。

　鎖を回す風切り音だけが冷酷に響く。

　──なんて強さだ。

　水ミ無ナ月ヅキは文フミ月ツキに驚嘆すら覚えていた。

　性能が違いすぎる。《白びやく檀だん式しき》の自分と吸血鬼王族のリタが二人がかりでも倒せない。不意討ちの一撃のみしかユーリは食らっていないのだ。

　対して、水ミ無ナ月ヅキは満まん身しん創そう痍いで、残された暗器はアサシンブレード一本だ。

　手詰まり、という言葉が否応なく脳裏に浮かんだときだった。目の前を紅あかがよぎる。

　ユーリも眉を寄せた。

「……どうしたんですか、リタ嬢。安静にしていてくださいと言ったはずですが」

　リタが水ミ無ナ月ヅキの前に立っていた。まるで水ミ無ナ月ヅキを庇かばうように両腕を広げている。しかし、少女の背中からは今なお鮮血が流れていて、とてもまともに戦える状態ではない。

　水ミ無ナ月ヅキは勇ましく立つ少女の肩に手をかけた。

「リタ、無茶するな。あとは俺がなんとかする」

「噓うそつきね、ミナヅキ。何も思いついていないくせに」

　苦痛を嚙かみ殺ころしたような声音だった。呼吸は荒く、少女の肩は上下している。無理しているのは誰の目にも明らかだ。

　だが、リタは気丈に指をユーリに突きつける。

「今、彼女が決定的なことを言ったわ。彼女はわたくしを殺せない。なら、わたくしを盾になさい、ミナヅキ」

　水ミ無ナ月ヅキは目を見張った。

「何を言っているんだ、リタ!?」

「だって、わたくしを殺せないなら、彼女は迂う闊かつにわたくしを攻撃できないはずよ。ミナヅキの盾くらいにはなれるわ」

　驚いているのはユーリも同じようだった。言葉を失うユーリに、リタは声を投げつける。

「言っておくけど、さっきの一撃でわたくしは〈霧化ネーベル〉を封じられているわ。攻撃を避けることはできなくてよ！　戦うなら、そのつもりで来なさいよね！」

　自分の命を盾に取った、無茶苦茶な論法である。

　は、とユーリが乾いた声を洩もらした。水ミ無ナ月ヅキとリタが見ている前で、少女は天を仰いで哄こう笑しようを響かせる。

「はは、ははははは、オートマタの盾になるなんて何を考えているんですか、リタ嬢！　ここまでバカだとは思いませんでしたよ。そこにいるのは生命のないオートマタですよ？　しかも、何の価値もない処分品ジャンク！　そんなものを命を張って守ろうとするなんて……！」

「カノンもきっと同じことをするわ」

　ユーリの哄こう笑しようが途切れた。

　口を開けたまま固まるユーリに、リタは言葉を重ねる。

「守るに決まっているじゃない。ミナヅキは人格を持って、ちゃんと生きているのよ。カノンにとっては大切な『家族』で、わたくしにとっては大切な『仲間』。大体、《白びやく檀だん式しき》に本物の脳を使って人格を与えたのは、メティス・グループでしょう？」

　ぴくりとユーリの頰が動いた。

　真まっ直すぐな瞳でリタは少女を見つめる。

「どうしてオートマタだからって、ミナヅキの存在を蔑ろにできるのよ……！」

「なんですか、それ。いい加減にしてくださいよ」

　静かな怒声がリタの言葉を遮った。

　ユーリは鎖を振るのを止やめていた。すう、と息を吸った少女は叫ぶ。

「オートマタは道具なんですよ！　ど・う・ぐ！　おバカな頭でわかりますか!?　道具に人格も生命いのちもありません。《白びやく檀だん式しき》だって同じです。人間の形をしていても、オートマタは所有者マスターに忠実に従うだけの道具なんですよ。人間の代わりには絶対になり得ないんです！」

　まくしたてられた台詞せりふ。

　それは、《白びやく檀だん式しき》が言ったとは思えない言葉だった。

「それを何ですか、あなたたちは。そんな処分品ジャンクを持ち上げて、ちゃんと生きている？　家族？　仲間？　認めませんよ。そんなの認められるわけないじゃないですか！　だって、シャチョーはあたしに一度も家族らしいことなんて……！」

　そこまで叫んだユーリは、ラジオの電源を切ったみたいに途中でぶつりと黙した。

　荒れ果てた空間で、空調が微細な音を立てている。

　俯うつむいていたが、小麦色の前髪の下、少女の顔には羞恥が浮かんでいた。

　水ミ無ナ月ヅキはそれを見て確信する。

「ははあ、おまえはハウエルズにそう言われたんだな。おまえは所有者マスターに忠実に従うだけの道具にすぎない、と。いかにも奴やつの言いそうなことだ」

　その瞬間、ユーリは怒りを剝き出しにして水ミ無ナ月ヅキを睨にらみ上あげた。

「シャチョーに捨てられた処分品ジャンクの分際で、シャチョーの何がわかるんですか！　別にそれは事実でしょう。あたしたちオートマタは所有者マスターに従うだけの、ただの道具ですよ」

「おまえ、それ本心で言ってるのか？　《白びやく檀だん式しき》として、胸の奥の歯車が軋きしむような音を立てないか？」

「っ！」

　かつて水ミ無ナ月ヅキもハウエルズに使われていたという。

　おそらく自分も同じことを言われたのだろう。ハウエルズを見たときの不快感はそのときの潜在的な感覚から来ていたのだ。

　水ミ無ナ月ヅキは記憶領域メモリーを思い返して、納得する。

「それでおまえは、俺がカノンから人間扱いされているのを見る度、不機嫌になっていたんだな。最初に《機神戦士メタトロン》の設定を調整ミスしたのも、わざとだろ。あれで気に入らない俺を壊すつもりだったのか」

「別に、処分品ジャンクの現在の実力を見たかっただけですよ。ま、歯車や人工臓器をぶちまけてくれたら面白いなとは思っていましたけど」

「カノンが《白びゃく檀だん式しき》の意図を教えたときも、様子がおかしかったのはそのせいか。おまえ自身も知らなかったんだろ、あんな春はる海みの意図があっただなんて……」

「やめてくださいよ。カノンちゃんの解釈は間違っています。人工消化器官も人工血管も神経ケーブルも全部、非効率で無駄な機能です。意味なんかなくて、ドクター・ビャクダンの妙な拘こだわりにすぎません。シャチョーがそう言っていたんですから、間違いありません」

「それだ。いつもおまえはハウエルズの意見しか言わないよな。自分で実際に見て確かめたわけじゃないだろう？　《歌唱少女アイドル》のステージ、大したことあったぞ」

「だから何ですか!?　あなたの個人的な感想を押しつけないでくださいよ！　シャチョーが絶対に正しいんですから、あたしが確かめるまでもないんです。シャチョーの意見があたしの意見です。それでいいんです」

「そうやっておまえは言い聞かせてきたのか。自分を押し殺して、ハウエルズに忠実に従うために」

「何なんですか!?　処分品ジャンクのくせに偉そうな……！　言い聞かせてなんかいませんよ。全部、あたしの本心です。変な勘違いはやめてください」

「勘違い、か。それなら何な故ぜ、さっき途中で黙った？　ハウエルズはおまえに一度も家族らしいことをしてくれなかった。それが正しいとおまえが本心から思っているなら、あそこで黙ることはなかっただろ」

　水ミ無ナ月ヅキはチェックメイトを告げるように言う。

「つまり、おまえはハウエルズの家族になりたかったが、なれなかったんだ」

　ガラクタの最さ中なかに立つ白衣の少女は動かなかった。

　感情を放り捨てたようにユーリは無表情だった。曇った深緑の瞳を水ミ無ナ月ヅキに据え、少女は口を開く。

「……付き合いきれませんよ。これ以上、処分品ジャンクの言うことなんて聞きたくないです。不愉快です。顔も見たくないです」

　ユーリは鎖を繰り、戦闘態勢に入る。

　それを見て、水ミ無ナ月ヅキは首を傾かしげた。

「となると、その『処分品ジャンク』というのも怪しいもんだよな。ハウエルズが下した評価なんだろ。信しん憑ぴょう性せいに欠けると思わないか？」

「まだそんな口を叩たたきますか。壊されなければ、わからないんですね。あたしがシャチョーの正しさを証明します」

　水ミ無ナ月ヅキは前に立っているリタの肩に手を置いた。

「リタ、ブラッディソードは出せそうか？」

　紅あかい少女の顔色はお世辞にもよいとは言えない。覗のぞき込こむと、リタは水ミ無ナ月ヅキに背中を預けてきた。咄とっ嗟さに抱き止める。

「そうしていてくれたら、一回は出せるわ」

　少女の紅あかい瞳がこっちを見る。苦しそうだが、戦う気力はあるようだ。水ミ無ナ月ヅキはリタへ頷うなずく。

　まるで恋人同士のような二人をユーリは憎々しげに睨にらみつけていた。

　それに気付いた水ミ無ナ月ヅキは言う。

「なんだ。おまえ、こういうのが羨まし……」

「死んでください」

　ユーリが鎖を投とう擲てきする。

　一直線にそれは水ミ無ナ月ヅキへ迫るが。

　腕の中のリタが手を突き出した。水ミ無ナ月ヅキに支えられた少女が声を響かせる。

「食らいなさい、〈風葬の薔薇トルナルド・ローゼ〉───!!」

　締め切られている空間に、轟ごうと風が鳴った。

　この場に散乱するすべてのものが強風に煽あおられ、制御を失う。その影響を受けるのはユーリの鎖も例外ではない。

「くっ！」

　ユーリはコントロールを失う前にクナイを手元へ戻す。爆風で白衣がはためき、小柄な少女の足がずり、と後退した。が、次の瞬間には彼女は駆け出している。

　リタの手には鮮血の色をした長大な剣が顕現していた。その刀身を中心として、赤い花弁のような刃が無数に生み出されていく。水ミ無ナ月ヅキも初めて間近でその様を見た。

　吸血鬼王族のみが使える魔術、ブラッディソード。

　天地を揺るがす嵐の中心で、巨大な赤い薔ば薇らがリタの手元に花開く。それは水ミ無ナ月ヅキも息を吞むほど神秘的な情景だった。

　リタは剣先をユーリに向ける。

　そこから放たれる強烈な向かい風がユーリを叩たたく。それでも、ユーリの足は止まらない。割れた伊達だて眼鏡を放り、白衣の少女は疾ける。

[image: ]

　しかしユーリが水ミ無ナ月ヅキたちに到達するより早く、薔ば薇らが散った。

　刀身から離れた幾千の赤い刃がユーリ目掛けて襲いかかる。その刃は一枚一枚がコンテナをも切り裂く、殺傷力に満ちたものだ。一つでも直撃すれば、行動不能になるのは必至である。

　両手にクナイを握ったユーリは驚異的な反応速度でそれを叩き落としていく。

　それは水ミ無ナ月ヅキにだってできたことだ。ブラッディソードだけで文月を倒せるとは水ミ無ナ月ヅキも思っていない。

「あと少しだけ頼む」

　リタの耳元にそう言い残し、水ミ無ナ月ヅキは豪風の中へ飛び込んだ。

　その風は水ミ無ナ月ヅキを阻はばむものではない。背中を押してくれる追い風だ。

　水ミ無ナ月ヅキはユーリへ肉薄し、アサシンブレードを振るう。

　赤い刃を処理し終えたばかりにもかかわらず、ユーリは水ミ無ナ月ヅキの一撃を受け止めた。途端に「くっ」と白衣の少女は顔を歪ゆがめる。

　人工筋肉の性能はユーリが優れているが、今、水ミ無ナ月ヅキは圧倒的な風圧を味方につけている。

「重いか？　そりゃ、俺には仲間の後押しがあるからな」

　ギロリ、と深緑の瞳が水ミ無ナ月ヅキを見た。ユーリは懸命に水ミ無ナ月ヅキを押し返す。

「うるさいですよ。処分品ジャンクのくせに……！」

「羨ましかったら、そう言ったらどうだ？　おまえもハウエルズに大事にされたいだけなんだろ？　道具としてではなく、人としてな」

　は、と少女が動揺した声を洩もらした。

　それでも水ミ無ナ月ヅキの攻撃を弾く手は止めない。気を抜けば吹き飛ばされそうな強風の中、アサシンブレードとクナイが幾度も衝突する。

「な、何を言い出すんですか。あたしとシャチョーはオートマタと所有者マスターというだけですよ」

「じゃあ、チップを別の誰かのものに換えたら、ハウエルズへの気持ちはなくなるのか？」

「は!?　そんなのなくなるわけない……あ、いや、どう、でしょうね。って、そんなこと知りませんよ！」

　逆ギレしたユーリは、水ミ無ナ月ヅキのアサシンブレードを二本のクナイをもって受け止めた。両手の力で強引に撥ねのける。そして、背を向けて走り始めた。逃走だ。

　水ミ無ナ月ヅキはその背を追い、ニヤリと笑う。

「ちゃんとわかってるじゃないか。知ってるか。《白びゃく檀だん式しき》の真しんのコンセプトは愛なんだ。俺たちは愛する者のためにしか動けないんだよ」

　ギリ、とユーリは歯は嚙がみした。

　壁際まで逃げた少女は振り返る。両手のクナイを構え、水ミ無ナ月ヅキを睨にらんだ。

「ああもう、そうですよ。あたしはシャチョーのことが好きですよ！　なれるものなら、本当の家族になりたいですよっ！」

　刹那、ユーリは壁を蹴り、宙返りをする。

　白衣を翻ひるがえし、水ミ無ナ月ヅキの頭上を跳んだユーリは少年の後ろへ着地した。

「これで風の恩恵はあたしのものですね！」

　立ち位置が逆転し、ユーリは勝ち誇った顔でクナイを振り上げる。

「やっぱり処分品ジャンクは処分品ジャンクでした。正しいのはシャチョーです」

「ああ、やっぱりおまえは独りなんだな」

「負け惜しみを……！」

　ユーリが怒りに顔を歪ゆがめたときだった。

　ズン、と白衣の鳩尾みぞおちから紅あかい剣が生えた。幼い少女の身体からだから人工血液と壊れた部品パーツの一部が散る。

「かはっ、なん、で……」

　愕がく然ぜんとした声を洩もらすユーリの後ろには、息も絶え絶えのリタが立っていた。

　花びらの刃は撃ち尽くし、たった一本残った長大なブラッディソード。それがユーリを背中から貫いている。

　水ミ無ナ月ヅキに注力するあまり、ユーリは背後から迫るリタの存在を失念していたのだ。

　串刺しにされた白衣の少女に水ミ無ナ月ヅキは刃を向ける。

「ハウエルズは間違っている。俺は『処分品ジャンク』じゃない。認めてもらうぞ」

　ユーリがクナイを放つより早く、水ミ無ナ月ヅキはアサシンブレードで四本の鎖を刈り取った。







　ブラッディソードを消すなり、リタはその場に崩れてしまった。

「おい、大丈夫か、リタ!?」

　水ミ無ナ月ヅキは慌てて駆け寄る。普段、活発な少女の顔色は紙のように白い。リタは苦しそうに荒い呼吸を繰り返していた。

　腹に二か所、穴を開けられた上に、すべての武器を奪われたユーリは無気力に言う。

「あーあ、無理させるからですよ。これは完全に処分品ジャンク……じゃなかった、ミナヅキ兄さんのせいですね」

「兄さん!?」

　呼ばれ慣れない呼称に水ミ無ナ月ヅキは首を回す。

　ユーリは床に座り込んだまま、どこかニヒルな笑みを浮かべた。

「いやー、だって、ミナヅキ兄さん自身が、他の《白びゃく檀だん式しき》をそういう呼び方してたじゃないですか。そう呼ばれたいのかなって思って」

「……呼ばれる側になるとは思わなかったな」

　水ミ無ナ月ヅキは意識のないリタを、まだ原形の残っているコンテナの上に横たえた。ぐったりした彼女の様子に不安を覚える。

「おい、リタは本当に死なないんだろうな？　おまえはそう言ってたよな？」

「大丈夫ですよ。吸血鬼はしぶといんです。このまま数時間も寝れば、治ってますよ」

　その言葉を信じることにする。

　ガタガタと音がして、水ミ無ナ月ヅキは首を回した。ユーリがガラクタの下から眼鏡を発掘したところだった。

　水ミ無ナ月ヅキは妹にあたる少女へ問う。

「……おまえはまだハウエルズに従い続けるつもりなのか？」

「当たり前じゃないですか。あたしを使ってくれる人はシャチョーしかいませんから。といっても、ミナヅキ兄さんに負けたことで捨てられるかもしれませんけどね」

「別に所有者マスターはハウエルズだけじゃないと思うけどな。事実、俺はハウエルズ以外を所有者マスターとしているわけだし」

　少し考えて水ミ無ナ月ヅキは提案する。

「俺たちと来るんじゃダメなのか？」

　は、とユーリが呆ほうけた声を出した。

「俺もおまえも世間では違法の戦闘用オートマタだ。所有者マスターになってくれる人間は限られ、今までおまえはハウエルズしか使ってくれる人間を知らなかった。だが、今はカノンがいる。あいつなら少なくともおまえを道具とは言わない」

　ユーリは割れてレンズのなくなった眼鏡を見下ろし、首を振った。

「あたしにシャチョーを裏切れと言うんですか。それはお断りですよ。あたしの気持ちはさっき言ったでしょう」

「裏切れ、とは言っていない。俺はおまえに『抗あらがえ』と言っている」

　ユーリが訝いぶかしげに水ミ無ナ月ヅキを見上げた。

「おまえも《白びやく檀だん式しき》だ。自分の望みがあるだろう。ハウエルズの家族になりたいと願って、おまえは奴やつに従ってきたかもしれない。だが実際、このままあいつに従い続けて、それは叶かないそうなのか？」

「それは……」

「ま、叶かなわないだろうな。ハウエルズは人間性を排除した最強のオートマタにしか関心がない。それは《白びやく檀だん式しき》の対極にあるようなオートマタだ。あいつの価値観を変えなければ、おまえは大事にはされないだろう」

　ユーリは瞳を伏せた。繊細な睫まつ毛げが揺れる。

「……シャチョーは吸血鬼を憎んでいるんですよ。だから吸血鬼を絶滅させるために、最強のオートマタを作ろうと……」

「あいつの行動原理は、憎ぞう悪おか。それは春はる海みと相あい容いれるはずがないな」

　水ミ無ナ月ヅキはぼそりと呟つぶやいた。ユーリが目を向けてきたが、それに何でもないと言うように首を振る。

「それで、おまえはこのまま、憎しみに駆られたハウエルズを応援するのか？　吸血鬼への復ふく讐しゆう心を燃やして無機質なオートマタを作ることがあいつの幸せだと、おまえは自信を持って言えるのか？」

　ユーリが虚を衝つかれた表情になった。

「憎ぞう悪おから作られたオートマタなんてロクなもんじゃないだろ。それで、吸血鬼を滅ぼしてあいつはどうするんだ？　復ふく讐しゆうを果たしたら、あいつの失った家族が返ってくるのか？」

　少女は唇を嚙かみ締しめていた。水ミ無ナ月ヅキは諭すように言う。

「ハウエルズが本当に大事なら、従うだけが正しいわけじゃない。時には所有者マスターに反発してでもやらねばならないことがある。他でもない所有者マスターを守るために」

「さすが、実際に所有者マスターに反抗してきた人の言葉は妙に重みがありますね……」

　半分呆れた口調で言ったユーリは、手にしていた眼鏡に目を落とした。やがて「……そうですね」と洩らす。

　水ミ無ナ月ヅキはその様子を見下ろし、腕を組んだ。

「まあ、今後おまえがどうするかは、俺が強制できることではない。だが、これだけは強制させてもらう。──カノンの無実を証明できる《機神戦士メタトロン》の記憶領域メモリーを今すぐ出せ」

　本題だった。

　はあ、とユーリが大仰に息をつき、眼鏡をかける。

「そんなもの、あるわけないでしょう」

「何だと!?」

「よく考えてくださいよ。スイートルームであたしが記憶領域メモリーを奪ったのは何時間前だと思っているんですか？　証拠の記憶領域メモリーは回収次第、すぐに破棄するようシャチョーに言われてましたからね。言いつけ通りとっくの昔に破壊して川に捨てましたよ。今頃、湖の底にでも沈んでいるんじゃないですか」

　水ミ無ナ月ヅキは啞あ然ぜんとした。

「なっ、それじゃ今の戦いは何だったんだ!?　無駄じゃないか！」

「あたしが犯人だと名乗り出てもいいんですけど、それだとシャチョーが警察に根回しする可能性がありますね。やはりカノンちゃんには犯行が不可能だったと証明するのが一番です。つまり、カノンちゃんのアリバイを提出すればいいんですね」

「それがないから今カノンは捕まっているんだろうが！」

「いえ、それがあるはずなんですよねえ。このブースのどこかに」

　二度のブラッディソードで混沌と化した空間をユーリは見渡した。それから自身を見下ろす。

「うーん、非常に残念ですが、あたしはこの通り身体からだに大きな穴が空いていますので、ここの片付けを手伝うことはできなそうです」

「おい、まさか……」

　顔を引きつらせる水ミ無ナ月ヅキに、ユーリは満開のヒマワリみたいな笑みを向けた。

「証拠が欲しかったら頑張ってくださいね、ミナヅキ兄さん」
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　しばし後の留置場。

　格こう子しの嵌はまった狭い一室でカノンは暗闇を見つめていた。時刻はもう朝方のはずだが、極度の不安から彼女は寝つけないでいた。

　ここへ到着するなり、カノンは警察官から取り調べを受けた。彼らはカノンを犯人と決めつけているようだった。何度も同じ質問を高圧的な態度でなされ、慣れないことに少女は疲弊した。

　それでも自分が盗んだとは言っていない。それを言ってしまったら本当に犯人になってしまうからだ。

　だが、これが何日も続くのだとしたら──。

　カノンはこれからのことを想像し、ぎゅっと身を縮こまらせた。お世辞にも肌触りがよいとは言えない布ふ団とんをかき抱く。

[image: ]

　と、足音がした。

「カノン＝ザンデルホルツ、起きなさい」

　言われて、少女は布ふ団とんから身体からだを起こした。格こう子しの向こうに警官が立っている。

　面会が来ていると促され、カノンは独房を出た。

　透明な板で仕切られた面会室へ入ったカノンは、そこにいた人物に目を丸くする。

「ハウエルズさん!?」

　声を上げた直後、後ろでドアが閉まった。立ち会う警官はいないようだった。面会室に男と二人きりになる。

　ハウエルズは仕切り越しにカノンを見て、口の端を持ち上げた。

「一晩で随分やつれたのではないかね、ミス・ザンデルホルツ」

「……わたしは盗んでいません」

「まあ、かけたまえ。私はキミを責めるために来たのではない」

　硬い表情のまま、カノンは男の前に腰を下ろした。

「早速だがね、私は示談に来たのだよ」

「示談……？」

「このまま私がキミを告訴すれば、キミには有罪判決が下される。窃盗罪と器物損壊罪で高校は退学処分だ。それにもし、キミの身分が調べられて世間に公表されたら、大きな騒動になるのではないかね、ミス・ビャクダン？」

「なんでっ……！」

　カノンはハウエルズを凝視した。

　その姓は、厳重に秘匿しなければならないものだ。カノンが白びやく檀だん春はる海みの娘と世間に知られれば、平穏な生活は送れなくなる。

　ハウエルズはわざとらしいくらい同情的な表情を浮かべていた。

「それはキミが望むことではないはずだ。私だっていたずらにキミを虐げたいわけではない。そこでだ。キミがこの契約書にサインをしてくれたら、告訴は取り下げよう」

　ハウエルズが一枚の紙を滑らせてきた。その一番上に記載されていた言葉に、カノンは眉をひそめた。

「雇用契約書……？」

「キミがメティス・グループで働けば、《機神戦士メタトロン》の破損は不問にしよう。もちろん、キミの出自を世間に吹聴することもない。キミが社員になるのなら、私にはキミを庇護する理由があるのだから」

　びっしりと小さな文字で埋め尽くされた契約書から、カノンは顔を上げた。

「……どうして、そこまでしてわたしを入社させたいんですか？」

　ハウエルズはまったく表情を変えなかった。

　カノンは戸惑いを隠せずに続ける。

「罪を着せてまで、わたしを入社させたい理由がわかりません。メティス・グループなら、わたしより優秀な人材がたくさんいると思いますが」

「ミナヅキを使えたのはキミだけだった」

「っ!?」

　息を吞のむ。

　水ミ無ナ月ヅキがオートマタということもハウエルズは知っていた。驚くカノンにハウエルズは追い打ちをかける。

「私は何度もミナヅキを使おうと、調整を繰り返した。だが、あれは決して私の思い通りに動かなかった。ハルミが娘のキミに贈ったものだ。必ず素晴らしい製品だと思ったのに、ミナヅキは処分品ジャンクだった」

「何な故ぜ、あなたはそんなことまで知って……」

「ハルミに訊きいたら、私にはミナヅキを使えるはずがないと一笑に付されたよ。考えがあって娘に贈ったのだとね。……本当だった。やはりハルミは間違っていなかった。キミはあの処分品ジャンクをどう調整したのかね？　その技術をうちで活いかしてほしい」

　ハウエルズの目がひた、と据えられる。

　その真剣な眼まな差ざしに、カノンは「調整なんかしていない」と言う機会を逸した。

「《機神戦士メタトロン》ではダメだ。《白びやく檀だん式しき》には遠く及ばない。ハルミのオートマタこそが最強だ。ただ、惜しむらくはハルミは妙な倫理観を持っていた。そのせいで彼女は、《白びやく檀だん式しき》のさらなる強化を拒んだ。吸血鬼にも人権があるなどと言い、戦闘用オートマタの量産に頑として応じなかった」

「ハウエルズさん、講演で仰おつしやっていたことと違います。あなたは母に倫理観がなかったと非難していたはず……今のがあなたの本心ですか」

「私が望んでいるのは平和な世界だ！　ハルミだってそれを切望していた。良識のある人間なら誰しも望むだろう。誰にも非難させはしない。戦争の火種である吸血鬼を一体残らず絶滅させるには、《白びやく檀だん式しき》と同等の強さを持つ機械人形が数万体は要るのだ」

　男は仕切り越しに顔を寄せた。ギラついた瞳に少女が映る。

「キミはうちの社でオートマタ部隊を作るんだ。ハルミはそれを拒んだから、不幸な結果になった。これは警告でもある。母娘おやこで汚名を背負いたくなければ、私に従いたまえ」

「……母は《白びやく檀だん式しき》の量産を断ったことで公国軍に殺されたと聞きました。それで、《白びやく檀だん式しき》はプログラムを弄いじられて虐殺を起こし、その罪は全部母がかぶった……」

　思わずカノンは言っていた。ハウエルズの言葉が、自分の中で一つの線へ収束していくのを感じていた。

　カノンは確認を込めて、訊たずねる。

「──全部、あなたがやったことなんですか？」

　男が思わせぶりに薄く笑った。

　瞬間、自分の胸の裡うちで灼しやく熱ねつが弾はじけたような気がした。衝動のまま、カノンは固く握った拳をテーブルに叩たたきつける。

「《白びやく檀だん式しき》の量産の指示も、《白びやく檀だん式しき》のプログラムを弄いじったことも、虐殺の罪を母に着せたことも、全部あなたが……！」

「迎合したまえ、ミス・ビャクダン」

　ハウエルズの落ち着いた声がカノンの激情を遮った。

　すべての元凶の男は、薄っぺらい契約書をカノンのほうへ押おし遣やる。

「キミはもはや一市民だ。大公家からは追放され、世間からは身を隠すしかない、無力で矮小な存在なのだよ。私に逆らったところで、キミにハルミの汚名は雪すすげないだろう」

「そんなこと……！」

　やってみなければわからない、と言おうとしたカノンだったが。

「そういえば、キミはミナヅキをえらく気に入っているようだ」

　水ミ無ナ月ヅキの名前を出され、口を噤つぐんだ。ハウエルズはいやらしく口元を歪ゆがめる。

「もし彼が《白びゃく檀だん式しき》だと世間にバレたら、違法オートマタの彼は壊されるだろう。私は今、警察にそれを告げることだってできるんだがね」

　顔から血の気が引いていくのをカノンは自覚していた。

　卑劣だと思った。悔しい、とも。でも、ハウエルズに対抗する手段は何一つ持ち合わせていなかった。自らの不甲斐なさに少女は俯く。

「どうするね？　まあ、キミがもう彼はいらないと言うのなら、構わない話だ。私もあの不適合は必要ない。元々、あれは処分する予定のもので──」

「……やめてください」

　少女の口から弱々しい声が洩もれた。

　さっきの勢いはすっかりなくなっている。しおらしく身体からだを縮こまらせる少女を、ハウエルズはイスにもたれたまま眺めた。

「何か言ったかね？」

「……水ミ無ナ月ヅキを壊すのだけはやめてください。お願いします……」

「いいだろう。では、どうすればいいか、わかっているね？」

　男がペンを置いた。

　カノンは唇を嚙かみ締しめる。しばし悪魔の契約書を見つめていた少女だったが、意を決してペンを取った。

　手が冷たい。面会室はあまり暖房が効いておらず、カノンの手は冷え切っていた。かじかむ手でサインをしようとした、そのとき。

　ハウエルズ側のドアからノックがなされた。慌てた様子で入ってきた警察官がハウエルズに耳打ちをする。

　どうやら警察には既にハウエルズの息がかかっているようだった。孤立無援の状況にカノンは自然と目を落とす。

　と、ハウエルズがいきなり立ち上がった。その拍子にイスが倒れる。

「ユーリ、あのガラクタめがっ！」

　ハウエルズが怒声を上げた。

　カノンが驚いて見上げるが、男はもうカノンを見ようとはしなかった。ステッキの音高く、彼は面会室を出て行く。

　目を瞬まばたかせるカノンに、警察官は言った。

「ミス・ザンデルホルツ、釈放だ。無実の証拠が見つかった」
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　テレビ画面にヨダレを垂らした少女の顔が大きく映っている。

　藍色の瞳を蕩けさせた銀髪の少女はだらしなく口元を緩ませていた。時折、画面を覗のぞき込こんでは「ふふっ」とか「はああ～」とか妖しげな声を洩もらす。その他には、ジーーーと微かすかな歯車の駆動音が流れるばかりだ。

「「「「……」」」」

　画面を見ている全員は何とも形容しがたい表情になっている。

　やがて、少女の痴態と言ってもおかしくない映像が終わった。

　水ミ無ナ月ヅキたちと一緒にテレビ画面を見ていた警官が咳せき払ばらいして言う。

「……あーゴホン、これで犯行推定時刻のカノン＝ザンデルホルツのアリバイは証明された」

　それは、『幻の波動歯車ハーモニー・ギア、特別イベント』に使われていたオートマタの記憶領域メモリーだった。

　特別イベントでは、波動歯車ハーモニー・ギアを使用したオートマタを起動状態で置いていた。そのオートマタの記憶領域メモリーにはイベント時のカノンがしっかり映っていたわけだが、いろいろな意味で残念な映像だった。

　ともあれ、無実が証明されたカノンは釈放された。
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「じゃあ、いい？　開けるよ？」

　カノンが銀色の匣はこを持って、辺りを見渡す。

　視線を受けて、水ミ無ナ月ヅキとリタは緊張した面持ちで頷うなずいた。

　時刻は午後三時を回ったところだ。カノンが釈放されてすぐ、水ミ無ナ月ヅキたちはディーツェを後にした。《機神戦士メタトロン》の人工頭脳が手に入った以上、そこに留まる理由はない。ハウエルズに招待されたオートマタファイトを観に行く気は当然なく、さすがのカノンも、二日目のディーツェ・フェアに参加したいとは言わなかった。

　そうしてイエッセルに帰ってきた一同は、早速カノンの家に集まった。理由はもちろん、人工頭脳の中身を確かめるためである。

　全員が見守る中、カノンが匣はこの上部をゆっくりと開ける。

「きゃっ！」

　それを目にした瞬間、カノンは悲鳴と共に匣はこを取り落とした。ゴトン、と重い音が響き、床に薄緑色の液体が広がる。

　掌てのひらより大きいくらいの匣はこには、生々しい物体が詰まっていた。一目でわかる、脳である。

「……だから言ったじゃないですか。あんまり見て気持ちのいいものじゃないですよって」

　部屋の隅にいるユーリが肩を竦すくめる。

　彼女は水ミ無ナ月ヅキたちについてきていた。考えた結果、ユーリは『反抗』を選択したのだ。

　肯定するだけが、想おもうことではない。

　ユーリも気付いてしまったのだろう。このままハウエルズの復ふく讐しゆうを後押ししても、誰も幸せになれないということに。ハウエルズを大事に思うが故に、ユーリは彼の復ふく讐しゆうを止めることにしたのだ。

　水ミ無ナ月ヅキは匣はこを拾った。中身を覗のぞき、平然と言う。

「睦ム月ツキの人工頭脳と同じもののようだな。入っている脳の個体差はあるようだが」

「ミナヅキ、よくそれを直視できるわね。わたくしは気味が悪いわ」

　リタは顔をしかめて横を向いている。

　そのとき、水ミ無ナ月ヅキは匣はこにある脳が端から変色していくのを見た。

「ん？　なんだ、脳が消えていくぞ……？」

　水ミ無ナ月ヅキが言う間にも、生々しかった薄紅色の脳は少しずつ灰色に変わっていく。まるで乾ひ涸からびて風化するみたいに、脳は現在進行形で崩れていた。

「当たり前じゃないですか。何のためにそれを銀の匣はこに入れていたと思っているんです？」

　ユーリに言われて水ミ無ナ月ヅキは顔を上げる。

　幼い少女は研究者らしく眼鏡をくい、と持ち上げた。

「そこに入っているのは吸血鬼の脳ですよ？　本来、吸血鬼は身体からだが分断されたら、切り離された部位はすぐに灰となって消滅し、再生を始めるはずなんです」

「そうだわ！　わたくしたちは身体からだの一部だけを取り出せるはずがないのよ！」

　リタが気付いたように叫ぶ。

「それを可能にしたのが、その銀の匣はこと水銀入りの培養液です。吸血鬼の魔術を無効化する物質で脳を完全に覆うことで、消滅と再生を防ぎます。吸血鬼の治癒能力も結局は魔術の一端ですからね。水銀に漬けて銀で密閉すれば、中の部位はそこに留まるしかないわけです」

「つまり、銀の密閉を解き、培養液が流出したことで水銀からも解放され、この脳は再生するために灰になった、と」

「そういうことです」

　水ミ無ナ月ヅキが手元に目を戻すと、匣はこの中は既に空になっていた。

「てことは、その人工頭脳を開ければ、脳の持ち主の吸血鬼は元通りになるの……？」

　真剣な声で訊きいたのはカノンだった。

　藍色の瞳に見つめられたユーリは、視線を巡らせる。

「脳だけじゃなく、身体からだも培養液に浸ってますからねえ。人工頭脳だけを壊しても、材料になっていた吸血鬼がわらわら出てくることはないですよ。身体からだも培養槽から出したら、甦よみがえると思いますけどね」

　カノンが思案げに黙り込んだ。

「でも、これで確定したわね。メティス・グループは今もヴァンパイアをオートマタにしている。許しがたいわ」

「ユーリさん、その人工頭脳にお母さんが関わっていたりとかは……？」

「ドクター・ビャクダンの論文はすべて読みましたが、生体を人工頭脳に組み込むという発想が彼女にできたとは思えません。彼女の研究テーマは人工頭脳ではなく、身体構造や歯車に集中していました。ドクター・ビャクダンが考案したシステムではないでしょう」

　カノンはほっと胸を撫なで下おろした。

「ドクター・ビャクダンが無関係だったのはよかったけど、メティス・グループは早く止めなければならないわ。ヴァンパイア排斥運動も日に日にひどくなっているし、このままだとヘルヴァイツは分裂するわよ」

「その件ですけど、たぶんシャチョーは、今日の昼にあったオートマタファイトで決定的なことをしているはずなんですよねえ。共和国軍の方々を何人も招待していましたから」

　言いながらユーリはテレビのリモコンを取った。テレビを点つける。

　映ったのはニュース番組だった。テロップに『速報』の文字がある。

「……情勢を踏まえ、共和国軍はオートマタ部隊の製作を開始すると発表しました。既に共和国軍はメティス・グループから闘技用オートマタを買い取り、軍事用として使用することを決定し……」

「やられたわ！　これはイエッセル条約違反よ！」

　リタが鋭い声を上げる。

　テレビには、ディーツェ・フェアの特設ステージ上で、共和国軍の将校と握手をするハウエルズが映っていた。それを浮かない表情で見つめる四人。

　賑にぎやかなテレビの音だけが空虚に響いていた。







　あとがき




　つい数か月前、デビュー作である『リベリオ・マキナ　─《白びやく檀だん式しき》水ミ無ナ月ヅキの再さい起き動どう─』が発売され、各方面からたくさんの反響をいただきました。

　本当にね、びっくりしたんですよ。

　ツイッターに寄せられた応援コメントから、編集部へ送っていただいたお手紙まで。想像以上に多くの感想をいただき、悶もだえました。それくらい嬉うれしかったです。

　それと、作品に込めた思いはきちんと伝わるのだと知り、とても感動しました。




　今回、初めての続編でドキドキしています。

　物語の前には物語があり、物語の後にも物語がある。そう思って小説を書いてきましたが、実際、シリーズものを書くのは人生初です。

　一巻は水ミ無ナ月ヅキの存在理由にスポットライトを当てました。

　二巻は表紙からもわかる通り、水ミ無ナ月ヅキとリタの物語です。

　あとがきから読む方のために、それ以上は言いません。

　とにかく一巻に引き続き、二巻でも大好きなキャラクターたちを描きました。相変わらずポンコツな主人公とヒロインたちを楽しんでいただければ幸いです。

　そして、今回から妹キャラが登場します。個人的に妹好きです。生意気だけど憎めなくて、ふとしたときに可愛かわいらしさが覗のぞくのが妹だと思っています。……いえ、現実に妹はいませんけどね。

　さて、以下は謝辞となります。

　今回も出版するにあたり、たくさんの方々が関わってくださいました。編集部、印刷所、校正、デザイナーの皆さまに心より御礼申し上げます。

　担当編集の黒川さん。いつも打ち合わせが長丁場になってしまい、申し訳ないなあと思いつつ、感謝しています。今回はいろいろとギリギリで、大変ご迷惑をおかけしました。二度とこんなことがないよう頑張ります。

　美麗なイラストを描いてくださった、れい亜あさん。ユーリのラフを見たとき、表情がもう完璧で「これは紛れもなくユーリだ！」となりました。新たなキャラクターに命が吹き込まれた瞬間を目撃しました。

　学校関係者の方々。デビュー後もサポートしてくださり、とても心強く思います。

　一巻発売日に集まってくれた友人たち。この恩をいつか返させてください。

　最後に、この本を手に取ってくださったすべての方に、最大級の感謝を。ありがとうございました。
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